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1997年(平成9年) 1月20日(月曜日)
批評と表現文化(夕刊)⑤ 関新日毎⑤ 〈第3種郵便初認可〉

l 雑誌を読むl

〈注記した以外の月刊誌はすべて2月号〉@私のお勧め2点.

月

編集部

。死生観を問わぬ「がん論争Jへの疑問(西部
道 ヰ者君!

「闘うな」論の提起を評価しながらも、論争に
「死生の倫理」の視点が欠けているととを指摘
@没後10年・素顔の請を湾龍彦架空の庭のおに
いちゃん(矢川澄子、山下悦子ほか正論
IFO媛の物語』の下訳もした元夫人か宿る、異
端の文学者の1950~60年代の知られざる素顔

橋爪大三e~

@語り口の問題一一ユダヤ人問題とはわれわれ
に と っ て 何 か ( 加 藤典洋中央公論

日本人が歴史の主体に復帰するのにユダヤ入
学者アーレントの語り口と苦悩が手本になる

@最後の氷ut-一中国の報道改革(戴晴)
=世界

一昨年から強化された世論指導〈中国政府の
マスコミ統制〉を気鋭の女性記者が告発する

輝政

@特別企画縄文その魅力をたどる(梅原猛、
森浩一、安図書懇ほか) ゴ rHI818読売

日本と日本人を見るわれわれの視線を確実に
変えてゆく、浮上する縄文世界への入門特集

6r新しい教養」へのヒント(筒井清忠)
=アステイオン新年号

今日の教遂と21世紀を見る視点として中国古
典文化の重要性を教える

中西悦子

。被災者は官学業に見鎗てられた(戸谷英世)
=;='l'H18 18競売

1995・1・17の悪夢から2年。織牲となった
被災者逮の教訓が生かされていない復興事業

@対該「世界選悪の官僚支配をこうして崩す」
(佐高信、 K・V・ウォルフレン現代
大蔵省をはじめとする宮僚支回の機造批判を
使命とする2入。対穫の小沢一郎評価に注目

山下

.97年、米中は和解する(田中明彦中央公論
1989年の大激震の余震も、収まる可能性が出てきた

-アジアの中の日米中関係{小島朋之)
=アステイオン新年号

「全方位J ['"威信」という中国外交のニ菌性を分析

-特集米中大接近で日本ははずされたか!?(長谷川
慶太郎、日下公人、霊見芳浩ほかサンサーラ
政治生命維持へ日本たたきに走るクリントン〈程見〉

-特集香港回収(朱建栄、莫邦富ほか-世界
香港返還で大陸・台湾との三角関係に激変が(朱〉

-米国の新アジア戦略{ジョゼフ・ S・ナイ)
=世界週報 1/7~14、 1 /21~28 酌

関与政策で中国の国際社会への取り込みに努力する

-対談 ソフトパワーの米・中・臼(入江昭、船橋洋
=キ銅

「中国の時代」をプラスに活用すればよい〈船橋〉

も
政
治
的
に
も
中
国
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
っ

て
日
本
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
と
い
う
感
覚

が
、
日
本
の
論
客
に
は
目
立
ち
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
程
見
芳
世
間
さ
ん
は
「
『
ク
リ

ン
ト
ン
対
回
戦
略
』
の
獲
を
読
む
」
(
サ
ン

サ
1
ラ
)
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
と
っ
て

一
番
の
火
種
は
中
東
問
題
だ
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
「
経
済
往
来
」
の
長
谷
川
啓
之
さ
ん

の
「
日
米
中

H

新
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ρ

時
代
」

は
、
日
米
中
の
文
化
ギ
ャ
ッ
プ
や
、
中
国
脅

威
論
の
背
景
に
あ
る
要
因
な
ど
を
整
理
し
、

中
国
に
対
す
る
日
米
の
不
信
感
が
問
題
だ
と

し
て
い
ま
す
。
「
潮
」
の
対
談
「
ソ
フ
ト
パ

ワ
1
時
代
の
米
・
中
・
日
」
で
、
入
江
昭
さ

ん
は
情
報
・
通
信
技
術
や
日
本
の
教
育
の
問

題
、
船
橋
洋
一
さ
ん
は
A
P
E
Cな
ど
多
国

間
関
係
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
大
き
な
視
野

か
ら
と
ら
え
て
い
ま
す
。
「
サ
ピ
オ
」
で
、
日

米
安
保
が
尖
閣
諸
島
に
適
用
さ
れ
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
ナ
イ
さ
ん
は
「
ノ

ー
コ
メ
ン
ト
」
を
通
し
て
い
ま
す
が
、
尖
閣

問
題
は
日
中
閣
の
新
し
い
対
話
の
構
造
を
作

る
う
え
で
も
よ
く
考
え
る
べ
き
で
す
。

橋
爪
さ
ん

3
園
の
関
係
に
、
短
期
的
に

は
問
題
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
多
く

の
論
文
が
一
致
し
て
い
ま
レ
た
。
「
位
界
週

報
」
で
ナ
イ
さ
ん
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

日
米
関
係
は
同
盟
な
の
に
対
レ
、
米
国
の
中

国
に
対
す
る
関
係
は
「
関
与
」
に
す
ぎ
な
い
。

。
頭
越
し
H

論
は
非
現
実
的
で
レ
ょ
う
。

し

か
し
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
米
国
が
今
後
主

中
西
必
要
な

H

外
側
H

へ
の
目

建
栄
さ
ん
の
「
香
港
返
還
の
政
治
力
学
」
(
世

界
)
は
連
載
の
1
回
目
で
す
が
、
面
白
い
視

点
が
出
て
い
ま
し
た
。
教
え
ら
れ
た
の
は
、

ジ
ョ
ゼ
フ

・

s・
ナ
イ
さ
ん
の

「
米
国
の
新

ア
ジ
ア
戦
略
」
(
世
界
週
報
1
/7
l
u、

1
/
幻
l
m
)
で
す
。

米
国
の
策
ア
ジ
ア
戦

略
報
告
(
ナ
イ
・
リ
ポ
ー
ト
)
を
書
い
た
当

事
者
で
、

「
サ
ピ
オ
1
/
日
」
で
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
受
げ
て
い
ま
す
(
「
中
国
を
H

あ

中
西
輝
政
さ
ん

米
中
関
係
の
修
復
に
対

し
て
億
疑
論
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

両
国
関
係
の
将
来
像
に
つ
い
て
比
較
的
は
っ

き
り
し
た
視
点
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
は

「
中
央
公
論
」
の
田
中
関
彦
さ
ん
の
「
例
年
、

米
中
は
和
解
す
る
」
で
す
。
冷
戦
後
初
め
て
、

か
な
り
深
い
和
解
が
成
立
す
る
だ
ろ
う
と
い

う
見
通
し
を
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
い
ま
す
。

悲
観
論
と
し
て
は
「
フ
ォ
1
サ
イ
ト
N
Oロ」

の
ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
1
ク
ス
さ
ん
の
「
米
中

接
近
は
容
易
に
は
進
ま
な
い
」
や
、
「
ア
ス

テ
イ
オ
ン
新
年
号
」
の
小
島
朋
之
さ
ん
の
「
ア

ジ
ア
の
中
の
日
米
中
関
係
」
、
「
サ
ン
サ
1

ラ
」
の
特
集
「
米
中
大
接
近
で
臼
本
は
は
ず

さ
れ
た
か
」
な
ど
が
、
中
国
側
の
問
題
が
大

き
す
ぎ
る
と
い
っ
た
条
件
を
強
調
し
て
い
ま

す
。
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
1
/幻
」
の
特
集
「
『
赤

い
香
港
』
の
来
来
」
、
「
世
界
」
の
特
集
「
香

港
回
収
」
な
ど
、
香
港
返
還
問
還
を
取
り
上

げ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

橋
爪
大
三
郎
さ
ん
「
中
央
公
論
」
の
田

中
さ
ん
の
論
文
は
、
大
変
明
快
で
し
た
。
朱

右
か
ら
橋
爪
大
三
郎
さ
ん
、
山

下
悦
子
さ
ん
、
中
西
輝
政
さ
ん

9 e 
I隣

橋
爪
ス
タ
ン
ス
取
れ
ず
迷
走

ぶ
な
い
大
国
H

に
レ
で
は
な
ら
な
い
!
」
)
。

米
中
日
の
関
係
が
幻
世
紀
の
国
際
情
勢
を
考

え
る
う
え
で
大
き
な

J
ニ
角
形
u
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。

J
ニ
角
形
H

は
2
国

関
係
に
比
べ
安
定
が
難
レ
い
の
で
賢
明
に
対

応
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
田
中
さ
ん

は
そ
の
点
を
意
減
レ
て
分
続
し
て
い
ま
レ

た
。
朱
さ
ん
は
大
き
な
J
ニ
角
形
H

を
背
景

に
レ
た
香
港
、
台
湾
、
中
国
大
陸
と
い
う
グ
小

さ
な
三
角
形
H

に
注
目
し
、
乙
の
三
つ
が
同

じ
文
明
留
に
属
レ
な
が
ら
独
自
の
主
体
と
し

て
動
い
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
ナ
イ
さ
ん

は、
3
国
関
係
に
関
す
る
米
国
の
リ
ア
ル
な
、

射
程
の
長
い
見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

山
下
悦
子
さ
ん
「
香
港
の
中
国
化
」
か

「
中
国
の
香
港
化
」
か
で
見
解
が
分
か
れ
て

い
る
中
で
、
「
世
界
」
の
特
集
は
、
中
国
の

可
能
性
を
前
向
き
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い

る
点
、
興
味
深
く
読
み
ま
レ
た
。
「
サ
ン
サ

1
ラ
」
の
長
谷
川
慶
太
郎
さ
ん
と
目
下
公
人

さ
ん
の
対
談
「
覇
権
国
家
『
中
国
』
に
翻
弄

さ
れ
る
な
」
な
ど
、
香
港
の
今
後
に
つ
い
て

悲
観
的
な
見
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
む

し
ろ
中
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
に
は
「
中

国
の
香
港
化
」
に
か
げ
で
移
民
先
か
ら
香
港

へ
舞
い
も
ど
る
「
回
流
」
現
象
が
進
ん
で
い
V

る
?
田
中
さ
ん
の
論
文
は
、
中
国
が
香
港
返

還
を
経
て
ど
う
変
わ
る
か
に
つ
い
て
歴
史
的

に
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
堺
屋
太
一
さ
ん
の

「
一
排
除
さ
れ
る
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
(
現
代
)
な

ど
、
経
済
的
に
だ
げ
で
は
な
く
て
文
化
的
に

要
な
関
心
を
寄
せ
て
い
く
の
が
中
国
で
あ
る

の
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
中
東
も
重
要
で

す
が
、
中
国
は
大
き
な
市
場
で
あ
る
か
ち
な

お
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
国
が
民
主
化

し
市
場
を
開
放
し
て
米
国
と
共
存
で
き
る
立

場
に
な
っ
た
場
合
、
米
中
が
大
同
団
結
す
る

可
躍
注
も
あ
る
。

和
感
も
少
レ
は
解
消
さ
れ
る
と
思
う
。

橋
爪
さ
ん
そ
れ
は
簡
単
で
な
い
と
思
い

ま
す
。
米
中
は
日
本
に
対
す
る
戦
勝
国
で
す
。

敗
戦
国
で
あ
り
な
が
ら
中
国
に
大
き
な
顔
を

し
て
進
出
レ
、
し
か
も
普
は
中
国
を
植
民
地

支
配
し
て
い
た
と
い
う
都
合
の
悪
い
国
は
日

本
だ
り
で
す
。
敗
戦
や
植
民
地
支
配
な
ど
過

去
C
問
題
に
つ
い
て
一
人
一
人
が
決
着
を
つ

げ
る
以
外
に
な
い
が
、
簡
単
に
で
き
る
作
業

で
は
な
い
。

山
下
さ
ん
従
軍
慰
安
婦
問
題
な
ど
を
み

て
も
、
あ
お
り
立
て
る
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
な
論
調
が
多
い
。

「サ
ン
サ
l
ラ
」
で

震
見
さ
ん
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
米

中
関
係
や
東
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の
あ
り
方
を

考
え
る
時
、
結
局
は
「
民
主
社
会
に
不
可
欠

の

『市
民
』
の
誕
生
」
と
い
っ
た
日
本
の
園

内
の
問
題
に
結
び
付
く
は
ず
な
の
で
す
が
。

中
西
さ
ん
問
題
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で

す
。
米
中
関
係
の
報
道
を
見
て
も
、
昨
年
3

月
に
は
「
す
わ
米
中
対
決
」
で
、
今
は
「
頭

越
し
さ
れ
る
」
と
、
右
に
左
に
大
き
く
振
り

子
が
握
れ
る
。
メ
デ
ィ
ア
も
含
め
日
本
人
の

と
ら
え
方
は
非
常
に
懐
が
浅
い
。

橋
爪
さ
ん
そ
う
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

を
求
め
る
読
者
大
衆
に
も
責
任
が
あ
る
。
日

本
が
感
情
的
に
迷
走
す
る
の
は
ス
タ
ン
ス
が

取
れ
な
い
か
ら
で
す
。
米
中
に
対
す
る
関
係

に
心
の
中
で
決
着
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
「
市

民
」
と
し
て
の
自
覚
が
な
い
か
ら
、
自
分
の

欲
望
を
ど
乙
ま
で
正
当
に
要
求
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
。
国
際
関
係
で
も
国
益
と
し
て

何
を
主
蚕
す
べ
き
か
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

だ
か
ら
、
セ
ン
セ
l
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
土
下

座
外
交
に
な
り
、
ス
タ
ン
ス
と
主
体
性
の
は

っ
き
り
し
な
い
行
動
を
取
っ
て
、
ま
ず
ま
ず

あ
な
ど
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。

山
下
さ
ん
「
現
代
」
で
堺
屋
さ
ん
は
、

日
本
が
自
己
表
現
が
で
き
な
い
国
に
な
っ
て

い
る
な
ど
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
米
中
や
ア

ジ
ア
と
の
閥
系
・
6
、
ま
ず
日
本
が
官
僚
の
腐

山
下
市
民
の
問
題
に
直
結

敗
や
安
全
神
話
の
崩
壊
と
い
っ
た
地
磁
沈
下

か
ら
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
し
な
り
れ
ば
。

中
西
さ
ん
日
本
人
が
中
国
や
ア
ジ
ア
の

挑
戦
の
文
明
的
な
怠
味
を
正
し
く
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
。
日
本
が
、
よ
っ
て
立
つ
基
盤

を
考
え
る
と
っ
か
か
り
は
歴
史
と
文
明
だ
と

思
い
ま
す
。

橋
爪
さ
ん
中
国
を
脅
威
と
思
う
の
は
、

日
本
人
の
共
感
能
力
が
低
下
し
て
い
る
現
れ

だ
と
思
い
ま
す
。
今
調
子
が
惑
い
か
ら
被
害

者
意
識
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
調
子
が
い
い

時
は
裏
返
っ
て
ご
う
慢
に
な
る
。
重
要
な
の

は
被
害
者
意
識
に
駆
ら
れ
て
留
威
を
あ
お
り

立
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
や
る
べ
き
圏
内
の

改
革
を
し
っ
か
り
や
る
乙
と
で
す
。

マ
な
か
に
し
・
て
る
ま
さ
京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
や
ま
し
た
・
え
っ
こ
女
性
史
研
究
家

頼
を
回
復
す
る
道
は
、
今
回
の
取

材
が
誤
り
だ
っ
た
と
認
め
、
テ
ロ

事
件
に
即
応
で
き
る
よ
う
記
者
を

訓
練
す
る
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
テ

レ
ビ
朝
日
は
、
取
材
が
A
結
果
と

し
て
危
険
を
引
き
起
ζ
し
た
・
..... 

と
し
た
ら
、
お
わ
び
し
た
い
V
(天

野
取
締
役
)
と
の
ん
気
な
会
見
を

し
、
取
材
テ
1
プ
も
時
期
を
み
て

放
映
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

飲
映
ず
れ
ば
、
取
材
は
正
し
か
っ

た
と
い
う
意
味
に
な
る
。
い
ま
す

ぐ
A
事
件
解
決
後
も
放
映
は
し
な

い
V
と
決
定
す
る
こ
と
を
望
む
。

(
橋
爪
大
一
一
一
郎
)

中
西
さ
ん
日
本
人
は
日
米
中
関
係
を
考

え
る
時
に

4
一
角
野
匂
内
側
に
目
が
行
っ

て
し
ま
い
、
視
野
狭
窄
に
陥
る
。
と
と
ろ

が
、
そ
の
外
側
に
は
東
南
ア
ジ
ア
も
朝
鮮
半

島
も
あ
り
、

ロ
シ
ア
も
中
東
も
あ
る
わ
砂
で

す
。
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
は
重
要
で
す
。

山
下
さ
ん
中
国
に
対
す
る
不
信
感
を
む

き
出
し
に
す
る
よ
う
な
論
調
が
多
く
、
船
橋

さ
ん
と
入
江
さ
ん
の
対
談
の
よ
う
に
、
前
向

き
に
日
本
は
日
本
の
改
革
に
専
念
す
べ
き
だ

と
す
る
議
論
は
少
な
か
っ
た
。

橋
爪
さ
ん
「
ア
ス
テ
イ
オ
ン
」
で
小
島

さ
ん
は
、
日
本
人
の
対
中
イ
メ
ー
ジ
が
ど
ん

ど
ん
懇
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
世
論
調
査
の

数
字
を
挙
げ
、
中
国
の
乙
と
を
よ
く
知
ち
な

い
の
に
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
悪
化
し
て
い
る
の

は
憂
慮
す
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。

中
西
さ
ん
日
本
人
に
は
悲
観
論
を
渇
望

し
て
や
ま
な
い
機
運
が
渦
巻
き
、

悪
循
環
を

自
分
か
ら
作
り
出
し
て
い
る
。
も
う
少
し
骨

太
な
世
界
観
を
持
て
ば
、
中
国
に
対
す
る
違

・・・圃

E・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・
a-------------E

な
し
に
現
場
に
送
っ
た
本
社
の
資
ス
ド
は
、
要
求
を
も
っ
て
い
る
。
海
外
の
A
安
全
対
策
が
お
粗
末

任
は
さ
ら
に
重
い
。
マ
ス
コ
ミ
が
自
分
た
ち
を
取
り
よ
な
乙
と
で
有
名
V
な
日
本
企
業
、

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
は
、
思
い
げ
る
こ
と
も
要
求
の
一
部
で
あ
警
備
の
A
甘
さ
は
、
相
手
に
つ
け

遠
い
が
あ
る
よ
コ
だ
。
報
道
は
公
る
。
そ
ん
な
交
渉
の
震
中
に
マ
ス
入
る
ス
キ
を
与
え
る
だ
り
V
(
ニ

7
目
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
記
者
正
申
立
、
安
全
も
保
障
さ
れ
る
。
コ
ミ
が
勝
手
に
動
防
ば
、
交
渉
が
ユ
巴l
ズ
ウ
ィ
ー
ク
1
/
防
)
と
語

(
m
m)
が
、
ゲ
リ
ラ
の
占
拠
す
る
ぺ
政
府
と
テ
ロ
リ
ス
ト
が
対
立
し
て
ぷ
ち
乙
わ
し
に
な
る
。
マ
ス
コ
ミ
評
さ
れ
る
大
使
館
に
加
え
、
今
回

ル
l
の
日
本
大
使
公
邸
を
「
突
入
」

2

の
仲
で
、
当
事
者
感
覚
の
欠
如
す

同

部

党

問

、

驚

兵

事

あ

き

れ

た

「

突

撃

取

材

」

何

日

明

匂

お

目

的

問

U

年
末
に
も
共
同
通
信
の
カ
メ
ラ

、
「
人
貨
の
生
命
を
危
険
に
陥
れ
た
」

マ
ン
ろ
が
ゲ
リ
ラ
の
招
き
で
邸
内
い
れ
ば
、
双
方
を
自
由
に
取
材
す
は
事
件
の
当
事
者
な
の
だ
ρ

中
立
と
非
難
の
声
明
を
発
表
。
当
局
は

に
入
り
、
人
質
の
解
般
を
遅
ら
せ
る
の
が
当
然
だ
、
と
。
υ

が
保
障
さ
れ
る
の
は
、
ヵ
ト
リ
ッ
記
者
を
4
日
間
拘
束
し
て
取
り
調

た
と
非
難
を
浴
び
た
ば
か
り
。
未
だ
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
い
つ
で
も
ク
の
神
父
や
赤
十
字
な
ど
、
特
別
べ
た
の
ち
「
自
主
的
に
」
出
国
さ

熟
で
無
知
な
記
者
の
暴
走
に
は
あ
申
立
で
い
ら
れ
る
の
か
。
人
質
を
の
一
訓
練
と
職
業
倫
理
を
そ
な
え
た
~
せ
た
。

さ
れ
る
が
、
そ
ん
な
記
者
を
訓
練
取
っ
て
政
府
を
笥
迫
す
る
テ
ロ
リ
プ
ロ
の
み
で
あ
る
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
名
誉
と
信
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@私のお勧め2点φ 〈注記した以外の月刊誌はすべて3月号〉

中西輝政 山 下 悦 子 橋爪大三郎 編集部

。日米中新時代に和漢洋の教養と修養を(船橋 。パワー ・シフトーーグローバル市民社会の台 。総力特集 日本株式車、会岸社宣が仁立ほちか腐)れてゆく 。戦後は終わっていない
洋一 -フオーサイトNo.l 頭 (J・T・マシューズ 中央公論 (水谷研;台、水野隆徳 =覗代 =ニューズウィーク 2/26

日米中の「三角外交」時代のあり方について トランスナショナルな様相をおびる情報化時 低浴する株価、迷走する官界、危ない金融機関 欧米で広がる、戦時下の事実を究明し責任を

の軍近の忌も透徹レた論文 代のNGO、多国問機構、国家の関係を追究 … …。生き残りを賭けた「生活防衛術」の数々 聞い直す動ぎをリポート。冷戦終結が背景に

@市場化される日本のメディア産業(音好宏) @特集<生きにくさ>という問題<l!l本隆史、 @鼎談愚かなる韓国の反日l衷情(窪吉城、呉 @対談 ビジネスマンのための複雑系講座(回

=位界 西山明、河合隼雄ほか 世界 善花、鄭大均正論 坂広志、倉都康行エコノミスト 2/25
ひたひたと進むテレビの多チャンネル化革命 学校、家族、社会の「今」。元オウム信者を取 親日的な韓国人も多いのに、世論は反日一色。 市場と経営にまで浸透レ始めた復雑系の考え

とそのインパクトを詳しく紹介 りよげた西山氏のルポは深く考えさせられる 日本の進歩派は韓国の反日に飛ひ~コくな 方。指し示すと乙ろは来来創造と規制緩和か

批評と表現文化(夕刊)⑤ 関新日毎⑤ 〈第3種郵便物認可〉

-特集 ここがおかしい!歴史教科書論争(藤岡信勝、
吉田裕、林健太郎ほか =THIS IS 読売
「自虐」と言って誤りを認めないのは「自卑」だ(林〉

・特集歴史教科書批判への反論(長山靖生、大塚笑
志、家永三郎 論座
教科管批判に感じる左翼に対する被害者意識(大塚〉

+r新しい教科書jは国史の不可能性を乗り越えられ
るのか(宮崎哲弥 論争東洋経済
「稗史」を語り継ぐこと乙そ意義ある歴史伝承のかぎ

.インタビュー 「強制連行」疑問発言の矢面に立つ
て(裡井よしこ 正論
加害者資任に民ベシベリア抑留などの被害には寛容

.対談 「アジア的ルサンチマンJを理解できない歴
史論議の危険性(佐高信、辺見庸サンサーラ
教科書を批判する論者の敵は戦後民主主義(辺見〉

公娼論に反論する(吉見義明、鈴木裕子)
=世界

ーカ所でもおかしいと証言を全否定できるか(吉見〉

-特集

山
下
背
景
に
保
守
の
危
機
感

橋
爪
大
三
郎
さ
ん

今
春
か
ら
使
わ
れ
る

中
学
校
教
科
書
に
「従
軍
慰
安
婦
」
の
記
述
が

登
場
す
る
と
い
う
乙
と
で
、
大
き
な
議
論
に

な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
教
科
音
問
題
と
違

う
と
乙
ろ
は
、
「
自
由
主
義
史
観
研
究
会
」
を

つ
く
っ
た
藤
岡
信
勝
さ
ん
、
漫
画
家
の
小
林

よ
し
の
り
さ
ん
ら
、
見
直
レ
を
求
め
る
側
に

「
歴
史
修
正
主
義
者
」
と
い
う
新
し
い
タ
イ
プ

の
論
者
が
現
れ
、
多
く
の
支
持
者
を
集
め
て

い
る
乙
と
で
す
。
そ
こ
に
従
来
の
保
守
派
も

加
わ
っ
て
い
る
。

ζ
れ
に
進
歩
的
左
派
や
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
人
々
が
反
対
す
る
と
い
う

構
図
が
で
き
て
い
る
。
「
保
守
対
革
新
」
の
対

立
を
下
数
き
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
説
明

し
き
れ
な
い
対
立
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
下
悦
子
さ
ん
雑
誌
に
よ
っ
て
、
は
っ

き
り
分
か
れ
て
い
る
ベ
諸
君
!
」
「
正
論」

「
サ
ピ
オ
」
「
発
言
者
」
な
ど
が
保
守
派
の

舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
世
界
」

「
週
刊
金
隠
日
」
「
論
座
」
な
ど
は
、
戦
後

の
自
由
・
平
等
・
民
主
主
義
の
教
育
理
念
や

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
従
軍
慰
安
婦
を

性
奴
隷
と
み
な
し
、
日
本
軍
の
行
為
を
批
判

す
る
立
蕩
の
論
客
を
起
用
し
て
い
ま
す
。
乙

の
問
題
が
急
浮
上
し
た
背
景
に
は
、
保
守
派

の
危
機
感
が
根
底
に
あ
る
。
「
論
争
東
洋

経
済
」
で
宮
崎
哲
弥
さ
ん
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
(
「
新
し
い
教
科
書
」
は
国
史
の
不
可

能
性
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
)
が
、
経
秀

実
さ
ん
が
原
理
的
に
と
ら
え
て
い
る
よ
う

に
、
「
祖
国
の
た
め
に
死
ぬ
」
と
い
う
観
念

が
成
立
し
に
く
く
な
っ
た
今
、
保
守
派
の
主

彊
が
支
図
的
に
な
る
と
い
う
と
と
は
あ
り
え

な
い
。
そ
の
主
張
に
違
和
感
を
覚
え
る
人
、

あ
る
い
は
無
関
心
な
人
が
多
い
と
思
う
。

中
西
輝
政
さ

ん

と
の
論
争
で
は
三
つ
の

局
面
が
重
憂
で
す
。
第
一
は
慰
安
婦
の
強
制

連
行
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
と
い
う
歴
史

的
事
実
の
一
認
定
、
立
証
で
す
。
横
井
よ
し
と

さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「

『強
制
連
行
』
疑

問
墾
言
の
矢
面
に
立
っ
て
」
(
子
繭
)
で
、

そ
の
経
緯
を
述
べ
て
い
ま
す
。
強
制
連
行
が

あ
っ
た
と
い
う
立
場
か
ら
書
い
た
も
の
に

は
、
「
世
界
」
の
吉
見
義
明
さ
ん
の
「
歴
史

資
料
を
ど
う
読
む
か
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

対
話
を
」
(
同
)
が
国
際
関
係
の
視
野
も
含

め
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
述
べ
て
い
ま
す
。

‘
橋
爪
さ
ん

歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
性
急

に
結
論
を
出
す
時
期
で
は
な
い
が
、
歴
史
や

教
育
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
を
は
っ
き
り
持
つ

，必
要
が
あ
る
。
「
諸
君
!」

の
秦
郁
彦
さ
ん

の

「
『
慰
安
婦
と
七
一
三
部
隊
』
合
体
の
仕

掛
在
は
、
慰
安
婦
の
補
償
に
関
し
て
、
国

家
摘
償
派
と
民
間
基
金
派
と
の
複
雑
な
対
立

や
、
日
本
の
活
動
と
韓
国
で
の
受
り
止
め
ら

れ
方
の
ず
れ
な
ど
の
構
図
を
説
明
し
て
い
ま

す
。
「
論
臆
」
の
特
集
「
歴
史
教
科
替
批
判

へ
の
反
語
」
で
、
大
塚
英
志
さ
ん
は
、
歴
史

と
一
人
一
人
が
生
き
て
い
る
と
と
と
の
関
係

に
つ
い
て
論
じ
(
オ
ウ
ム
と
教
科
書
批
判
の

罪
)
、
長
山
靖
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
教
え
る

と
と
と
愛
国
心
を
教
え
る
乙
と
と
を
切
り
離

そ
う
と
述
べ
て
い
ま
す
(
「
物
語
」
と
歴
史

を
混
同
す
る
な
)
。

中
西
さ
ん

l
9
3
1年
の
満
州
事
変
を

大
き
な
分
か
れ
目
と
考
-
え
る
論
者
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
れ
以
前
で
も
日
本
の
朝
鮮
支
国

か
ζ
〈

な
ど
は
苛
飴
す
ぎ
た
。
従
軍
慰
安
婦
に
つ
い

て
も
、

当
時
の
遊
郭
制
度
な
ど
を
引
き
合
い

に
出
し
て
「
あ
れ
は
戦
場
だ
っ
た
だ
け
で
、

同
じ
乙
と
だ
」
と
い
う
論
法
は
連
行
の
有
無

と
関
係
な
く
人
道
上、

正
当
化
で
き
な
い
。

山
下
さ
ん

藤
岡
さ
ん
た
ち
が
戦
争
資
任

の
問
題
を
お
ざ
な
り
に
し
た
形
で
戦
後
の
歴

史
教
育
を
否
定
す
る
の
は
納
得
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
彼
ら
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
で

橋
爪
個
人
が
歴
史
の
主
体
に

中西輝政さん

国
が
韓
国
の
婦
女
子
を
保
護
す
る
義
務
を
怠

っ
た
貨
任
か
ら
考
え
て
は
ど
う
か
。
日
本
が

韓
国
を
統
治
し
て
い
た
か
ら
と
そ
、
そ
の
期

間
に
お
け
る
責
任
が
生
じ
る
し
、
請
求
権
も

生
じ
る
と
考
-え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

中
西
さ
ん

国
際
法
は
国
内
法
と
違
い
力

と
力
に
よ
っ
て
決
ま
る
正
義
と
い
う
面
が
あ

り
、
「
合
法
」
と
い
う
よ
り
「
秩
序
」
で
す
。

国
際
的
に
一
番
強
い
議
論
は
人
道
で
す
。
何

が
人
道
に
反
す
る
か
を
考
-
え
て
い
く
ほ
う
が

議
論
を
前
向
き
に
す
る
。

山
下
さ
ん

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら

い
う
と
、
男
性
の
性
的
欲
望
が
国
家
政
策
に

組
み
込
ま
れ
、
怒
怠
的
に
操
作
さ
れ
る
と
い

う
戦
争
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

1
の

問
題
が
あ
る
。
藤
岡
さ
ん
た
ち
の
言
説
に
は

男
尊
女
卑
的
な
価
値
観
が
定
着
し
て
い
て
、

す
ご
く
抵
抗
感
が
あ
る
。
鈴
木
谷
子
さ
ん
は

「
セ
カ
ン
ド
・
レ
イ
プ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

(
世
界
)
で
、
秦
郁
彦
さ
ん
の
発
言
を
引
用

し
て
「

『
戦
争
に
は
レ
イ
プ
は
っ
き
も
の
』

『
若
い
兵
士
た
ち
に
適
当
な
性
の
捌
げ
口
』

は
当
然
と
い
わ
ん
ば
か
り
」
な
ど
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
性
暴
力
、
レ
イ
プ
が
解
決
す
べ

き
女
性
問
魁
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
国
際

社
会
の
流
れ
を
考
慮
し
て
も
、
「
戦
争
だ
か

ら
ど
こ
の
国
の
兵
隊
も
や
っ
て
い
る
」
と
し

て
免
罪
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

中
西
さ
ん
世
界
を
見
て
も
、
旧
日
本
箪

ほ
ど
非
人
間
的
な
秩
序
で
兵
士
を
支
配
し
た

軍
隊
は
な
い
。
た
だ
し
、
日
本
軍
の
残
虐
行

為
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
狐
ウ
酎
に
、
戦
争
体
験

を
持
つ
世
代
と
接
点
の
な
い
若
い
世
代
に
肥

大
し
て
伝
え
ら
れ
る
乙
と
も
問
題
が
あ
る
。

修
正
派
の
主
磁
の
中
主
一
票
要
な
の
は

「
バ
ラ

ン
ス
を
取
れ
」
と
い
っ
て
い
る
と
と
で
す
。

橋
爪
さ
ん

し
か
し
、
最
近
の
藤
岡
さ
ん

た
ち
の
雷
動
は
、
自
ら
バ
ラ
ン
ス
を
倒
す
万

山下悦子さん

橋爪大三郎さん

「人
道
」基
準
の
視
点
を

向
に
行
き
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
危
倶
も
あ

る。

「サ
ン
サ
1
ラ
」
の
佐
官
同
信
さ
ん
と
の

対
談
で
辺
見
酬
輔
さ
ん
は
、
「
同
じ
と
と
を
ソ

ウ
ル
の
ど
真
ん
中
で
大
声
で
言
え
る
か
」
と

指
摘
し
、
そ
の
想
像
力
な
し
に
国
内
の
論
戦

と
レ
て
戦
後
民
主
宅
議
へ
の
攻
撃
の
た
め
に

「
自
由
主
義
史
観
」
を
主
蚕
す
る
乙
と
を
批

判
し
て
い
ま
す
(
「
ア
ジ
ア
的
ル
サ
ン
チ
マ

ン
」
を
理
解
で
き
な
い
歴
史
論
議
の
危
険

性
)
。
多
一
様
な
歴
宍
か
あ
っ
て
よ
い
が
、
そ

れ
が
日
本
独
自
の
歴
史
に
限
ら
れ
る
必
要
は

な
い
。
近
現
代
史
に
関
し
て
は
、
韓
国
や
中

国
、
ア
ジ
ア
で
教
え
ら
れ
る
歴
史
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
持
つ

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
や
ま
し
た
・
え
っ
こ

女
性
史
研
究
家

マ
な
か
に
し
・
て
る
ま
さ

京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

談

「
サ
ン
サ
l
ラ
」
)
と
い
っ
た
っ
て
い
る
。

ど

に
つ
い
て
一議
論
し
て
い
る
の
だ

よ
つ
な
時
代
錯
誤
甚
だ
し
い
論
調
「
メ
デ
ィ
ア
は
女
の
味
方
か
」

が
、
「
い
ま
や
男
が
問
題
」
な
の

(
男
性
の
道
徳
性
は
な
ぜ
関
わ
れ
(
中
央
公
論
)
に
は
、
昨
年
U
月
は
、
ど
こ
の
国
も
同
じ
ら
し
い
。

な
い
の
か
。
女
子
中
高
生
の
売
春
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
膝
史
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
3
月
半
ば

も
ブ
ル
セ
ラ
も
援
助
交
際
も
買
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
」
の
模
様
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
主
催

「女
性
の

男
性
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
園
、
香
歴
史
」
日
仏
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の

だ

。

別

姓

が

パ

リ

で

開

催

選

器

量

フ

ェ
ミ

ニ

ズ

ム

の

新

た

な

動

向

予

定

。

日

本

い
女
性
た
ち

J

か
ら
も
女
性
史

の
結
婚
観
、
意
識
の
変
化
と
も
関
港
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
の
研
究
者
た
ち
が
参
加
、
臼
本
の

連
)
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
フ
ェ
ィ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ォ
1
ス
ト
ラ
女
と
男
の
関
係
史
を
知
り
た
が
っ

ミ
ニ
ズ
ム
の
思
想
や
活
動
は
、
現
リ
ァ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
の
て
い
る
酋
欧
の
女
性
た
ち
と
交
流

実
の
日
本
社
会
に
確
実
に
浸
透
し
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
表
を
持
つ
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

て
い
る
と
同
時
に
、
世
界
の
女
性
現
や
報
道
の
自
由
と
女
性
の
人
た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル
ス

た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
権
、
レ
イ
プ
報
道
、
環
境
問
題
な

(性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
)
と

い
っ
た
自
ら
の
「
身
体
」

H
「内

な
る
環
境
」
の
危
機
の
視
点
か
ら

環
境
問
題
を
追
究
す
る
女
性
た
ち

も
轡
加
し
て
い
る
。
上
野
千
鶴
子
、

綿
貫
礼
子
両
氏
を
編
者
と
し
、
世

界
各
国
の
火
性
た
ち
が
執
筆
す
る

「リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

と
環
境
|
|
共
に
生
き
る
世
界

へ
」
(
工
作
合
)
を
読
む
と
、
マ

ル
フ
ェ
ミ
/
エ
コ
フ
ェ
ミ
、
近
代

/
反
近
代
の
対
立
図
式
を
乗
り
越

え
た
新
た
な
地
平
に
向
り
て
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
進
ん
で
い
る
の
が
裡

解
で
き
よ
う
。

9 e 
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3
月
8
日
は
、
世
界
女
性
デ
ー

で
あ
る
。
日
本
国
内
の
雑
誌
の
世

界
で
は
、
「

『
家
』
演
し
に
な
る

『
共
産
化
』
運
動
の
一
つ
は
、
日

本
共
産
党
や
一
冗
全
共
闘
が
全
力
を

あ
げ
て
い
る
夫
婦
別
姓
問
題
で

す」

「女
性
の
道
徳
性
は
、
家
制

度
あ
つ
て
の
も
の
で
す
。
:
・
・
:
そ

の
末
期
的
兆
候
の
一
つ
が
女
子
中

高
生
の
売
春

・
ア
ル
セ
ラ
で
し
ょ

う」

(
谷
沢
永

一
、
中
川
八
洋
対

第
二
は
国
際
関
係
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
、

特
に
米
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
反
応
を
ど
う
考

え
る
か
、
と
い
う
点
。
三
つ
目
は
、
教
育
や

歴
史
叙
述
の
あ
り
方
へ
の
態
度
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
局
面
で
、
藤
岡
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
修
正
派
と
、
従
来
の
教
科
書
の
路
線
を
正

し
い
と
す
る
戦
後
派
と
の
対
立
が
鮮
明
に
出

て
い
る
。
私
の
考
え
で
は
、
歴
史
的
事
実
の

認
定
、
す
一証
に
つ
い
て
は
、
強
制
連
行
の
事

実
そ
の
も
の
を
実
証
す
る
文
書
が
な
い
乙
と

は
確
か
ら
し
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
強
制
連

行
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
国
際
関
係

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
考
え
て
、
誤
解
を
招
く
論
争
を

し
て
は
い
り
な
い
。
「

T
H
I
s
-
s

読
売
」
で
林
健
太
郎
さ
ん
は
、
「
東
京
裁
判
史

観
」
批
判
を
す
る
と
日
本
の
国
際
的
立
場
が

成
り
立
た
な
い
と
し
て
い
ま
す
(
教
科
書
で

書
く
べ
き
歴
史
)
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
修

正
派
に
欠
け
て
い
る
視
野
で
す
。
教
育
の
見

地
か
ら
い
え
ば
、
従
軍
慰
安
婦
に
つ
い
て
教

え
る
の
は
中
学
生
に
は
早
過
ぎ
る
し
、
誤
解

を
生
む
。
歴
史
教
育
と
い
う
観
点
で
は
、
藤

沢
法
映
さ
ん
の
「
ア
ジ
ア
の
隣
人
た
ち
と
の

中
西

す
が
、
論
争
に
決
着
の
つ
い
て
い
な
い
段
階

で
、
従
箪
慰
安
婦
の
問
題
を
教
科
曹
に
載
せ

て
レ
ま
う
感
覚
は
安
易
だ
と
思
い
ま
す
。

中
西
さ
ん

大
事
な
の
は
冷
戦
も
終
わ
っ

た
今
、
教
科
沓
検
定
を
や
め
る
ζ
と
で
す
。

論
争
の
隠
れ
た
主
役
は
検
定
制
度
で
す
。

橋
爪
さ
ん

検
定
が
な
く
な
ら
な
い
の

は
、
教
科
書
の
記
述
が
公
認
さ
れ
た
歴
史
H

「
正
史
」
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
い

か
に
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
有
利
に
す
る
か
と

発
想
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
「
論
争
東

洋
経
済
」
で
宮
崎
さ
ん
が
「
正
史
」
の
考
え

方
に
疑
問
を
回
提
示
レ
、
家
庭
で
受
け
継
が
れ

ゆ弛い

し

て
い
く
「
稗
史
」
を
重
視
す
べ
き
だ
と
し
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
が
歴
史
を
作
る
主
体
で

あ
る
と
考
え
る
と
と
は
、
歴
史
に
対
す
る
重

要
な
ス
タ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
法
建
珊
で

い
え
ば
、
日
韓
併
合
が
強
引
に
結
ば
せ
た
条

約
で
あ
る
こ
と
と
、
日
本
が
韓
国
を
合
法
的

に
統
治
し
た
と
と
と
は
両
立
し
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
従
軍
慰
安
婦
に
つ
い
て
は
、
日
本

(
山
下
悦
子
)
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-金融樹凄

の
名
前
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
大
前
が
、
む
レ
ろ
世
界
の
中
で
の
国
の
運
営
能
力

さ
ん
も
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
起
乙
せ
」
と
い
う
に
危
機
感
を
持
ち
ま
す
。

荒
療
治
や
、
責
任
者
を
処
罰
す
る
な
ど
信
用

山
下
さ
ん
「
ボ
イ
ス
」
で
宮
尾
攻
さ
ん

回
復
の
た
め
の
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
ま
は
「
金
融
機
関
の
実
態
を
デ
ィ
ス
ク
ロ
1
ジ

す

。

ャ

ー

す

る

と

と

と

、

そ

の

実

態

を

公

表

す

る

乙
れ
に
対
し
て
、
「
諸
君
!」
の
対
談
で
乙
と
で
、
預
金
者
等
の
自
己
資
任
を
徹
底
す

飯
国
さ
ん
は
日
本
経
済
の
見
方
に
発
想
の
転
る
乙
と
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
の

換
を
求
め
、
「
規
制
緩
和
な
ん
て
ア
メ
リ
カ
中
に
は
ま
だ
H
銀
行
神
話
H

が
あ
る
。
情
報

の
対
日
要
求
に
す
ぎ
な
い
」
と
主
蚕
し
、
江
公
開
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
己

坂
さ
ん
も
「
ビ
ッ
グ
パ
ン
」
に
つ
い
て
「
あ
資
任
に
つ
い
て
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い

わ
て
て
前
倒
し
し
て
や
る
と
危
険
だ
」
と
述
な
い
。

べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「サ
ン
サ
l
ラ
」
の

，

中
西
さ
ん
日
本
は
縦
割
り
社
会
で
、
機

対
談
で
大
蔵
省
国
際
金
倣
局
長
の
榊
原
英
資
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。
国
民
性
か
ら
い
う

さ
ん
は
「
ビ
ッ
グ
パ
ン
」
に
つ
い
て
、
「
2

と
、
戦
略
判
断
が
ヘ
タ
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

o
o
l年
ま
で
に
と
言
っ
て
い
る
が
、
今
世
し
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
ボ
イ
ス
」
の

紀
中
に
で
き
て
し
ま
う
と
思
う
」
と
語
っ
て
堺
屋
太
一
さ
ん
と
豊
田
章
一
郎
さ
ん
の
対
談

い
ま
す
(
ビ
ッ
グ
パ
ン
で
市
場
は
守
る
が
、
に
あ
る
よ
う
に
、
本
当
の
意
味
で
の
才
能
を

企
業
は
守
ら
な
い
)
。
い
っ
た
い
悲
観
論
と
殺
し
て
い
る
教
育
制
度
の
問
題
も
あ
り
ま
す

よ
み
飾
文

楽
観
論
の
ど
ち
ら
を
信
じ
た
ら
よ
い
の
か
。
(
廷
れ
「
一魅
力
あ
る
日
本
」
)
。
銀
行
の

橋
爪
さ
ん

大
蔵
省
は
大
変
罪
が
深
い
。
決
ま
り
切
っ
た
こ
と
を
好
む
姿
勢
や
、
信
用

欧
米
で
は
1
9
8
0年
代
に
金
融
改
革
に
取
の
問
題
で
何
か
事
件
が
あ
る
と
陰
で
も
み
消

り
組
み
、
大
き
な
血
を
流
し
て
成
功
さ
せ
た
し
て
し
ま
う
や
り
方
も
、
一
律
教
育
に
ね
ざ

の
に
、
日
本
の
大
蔵
省
は
凶
年
を
空
費
し
た
。
す
過
剰
適
応
の
結
果
と
い
う
感
じ
が
し
ま

乙
の
先
見
性
の
な
さ
は
犯
罪
的
で
す
。
ま
た
、

‘
す
。
モ
ラ
ル
の
面
で
も
、

「す
で
に
高
い
生

多
く
の
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
改
活
水
準
を
事
受
し
て
い
る
今
の
白
木
人
は
保

革
の
テ
ン
ポ
が
遅
い
。
市
場
の
方
が
大
蔵
省
設
に
値
し
な
い
」
と
い
う
新
し
い
倫
理
が
受

の
ぺ

I
ス
に
我
慢
で
き
ず
に
走
り
出
し
て
い
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
わ
け
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
多
く
の
識
者
橋
爪
さ
ん

金
融
シ
ス
テ
ム
を
守
る
目
的

が
一
致
し
て
提
策
し
て
い
る
の
は
公
的
資
金
は
、
合
理
性
を
回
復
す
る
と
と
だ
と
思
う
。

の
噂
入
で
す
。
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
取
り
付
け
が
起
こ
っ
て
も
仕
方
の
な
い
銀
行

が
、
そ
れ
に
は
条
件
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
例
な
ら
、
つ
ぶ
れ
て
整
理
さ
れ
る
の
が
当
然
で

1
6
L
v
I占
・

I
l
i
-
-

す
。
「
文
書
秋
」
で
有
森
さ
ん
が
書
い
て

山

下

志

現

、

楽

闘

が

村

正

塑

こ

い

ま

す

が
ぶ
っ
て
下
位
の
都
銀
の
頭
取
は

-f
i-
-
4
i
‘

!
J
1
j‘-4
.

、

J
J
1
-1

「
過
去
は
ど
っ
ゃ
っ
た
の
?
」
「
他
行
は
ど

う
す
る
の
?
」
と
部
下
に
間
げ
ば
務
ま
っ
た

そ
う
で
す
が
、
今
や
失
敗
が
あ
れ
ば
責
任
者

を
処
分
し
、
銀
行
は
倒
産
さ
せ
る
と
い
う
厳

し
い
選
択
が
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大

蔵
省
も
、
個
々
の
担
当
者
に
権
限
を
集
中
し
、

失
敗
し
た
ら
行
政
処
分
の
対
象
に
す
る
と
い

う
信
賞
必
罰
の
態
勢
を
早
く
取
り
入
れ
た
方

.対談経済成長2%でいいじゃないか(飯田経夫、
江 妓彰諸君!
高度成長のクセが抜りないから不安なだり(飯田〉

-緊急特集 日本の破局(豊田章一郎、堺屋太一、大
前研一、水野隆徳ほかボイス
クラッシュを起こせば日本金融を再生できる〈大前〉

-対談 ビッグパンで市場は守るが、企業は守らない
(田原総ー朗、榊原英資サンサーラ

悲観論に潜むアイデンティティ・クライシス(榊原〉

橋
爪
含
塑
性
司
獲
を
急
、
ア

J
EE
可
咽
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橋
爪
大
三
郎
さ
ん

「
文
葱
春
秋
」
m
Z
斎

藤
精
一
郎
さ
ん
の

「金
融
崩
緩
五
つ
の
シ

ナ
リ
オ
」
が
全
体
の
見
取
り
図
と
し
て
よ
か

っ
た
。
金
融
機
造
改
革
と
不
良
債
権
問
題
と

は
別
の
話
だ
と
い
う
。
時
間
造
改
革
は
、
家
が

傾
い
た
か
ら
古
く
な
っ
た
基
礎
工
事
か
ら
新

し
く
建
て
直
そ
う
と
い
う
中
長
期
的
課
題
。

そ
れ
に
対
し
て
、
不
良
償
権
は
今
す
ぐ
に
片

付
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
生
ゴ
ミ
」
問
題

だ
と
し
て
い
ま
す
。
竹
中
平
蔵
さ
ん
の
「
『
日

本
版
ビ
ッ
グ
パ
ン
』
で
何
が
変
わ
る
の
か
」

(
潮
)
は
、

「ビ
ッ
グ
パ
ン
」
の
本
貨
を
よ

く
省
い
て
い
ま
す
。
不
良
債
権
の
実
態
に
関

し
て
は
、
有
森
隆
さ
ん
の

「日
債
銀
と
北
拓

銀
の
X
デ
l
」

(
文
墓
春
秋
)
な
ど
多
く
の

リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
有
森
さ
ん
は
、

1
6
3
あ
る
日
本
の
銀
行
の
う
ち
「
半
分
が

生
き
残
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
ま

す。
中
西
輝
政
さ
ん

2
0
0
1年
を
目
標
と

す
る
「
日
本
版
ビ
ッ
グ
パ
ン
」
と
い
う
金
融

改
革
の
大
き
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
る
一

方
、
足
元
に
は
不
良
債
権
問
題
が
あ
る
。
乙

の
両
者
を
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
か
ど
う

か
が
一
番
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
論
文

は
、
そ
の
性
質
に
応
じ
て
3
種
類
に
分
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
個
別
の
銀
行

に
つ
い
て
の
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
た
も
の
で
、
有
森
さ
ん
の
も
の
(
文
護
春

秋
)
や
、
中
北
徹
さ
ん
の

「
『
金
融
債
』
は

保
護
す
べ
き
で
は
な
い
」
(
フ
ォ

1
サ
イ
ト

肋

3
)
、
須
田
慎
一
郎
さ
ん
の
「
『
日
債
銀

危
機
』
の
核
心
は
何
か
」

(
同
)
、
水
野
隆

徳
さ
ん
の

「危
な
い
銀
行
の
リ
ス
ト
」
(
ボ

イ
ス
)
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
3
/
4」
の
諸

論
文
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
「
文
筆

9 e 
I降

「ア
ジ
ア
の
世
紀
」
と
か
、
「
ア

ジ
ア
が
危
な
い
」
と
か
言
つ
で
い

る
聞
に
、
也
界
は
ア
ジ
ア
以
外
の

と
と
ろ
で
再
び
大
き
く
動
き
出
す

徴
候
が
あ
ら
わ
れ
始
め
た
。
も
ち

ろ
ん
、
ア
ジ
ア
の
発
展
は
今
後
も

長
期
に
わ
た
っ
て
続
き
、
そ
の
行

方
は
世
界
史
的
な
変
化
を
意
味
す

る
も
の
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は

悶
遣
い
な
い
。
ま
た
、
毘
小
平
氏

の
死
や
黄
長
崎
陣
書
記
の
亡
命
な
ど

春
秋
」
の
斎
藤
論
文
や

「緒
君
!」

の
飯
田

経
夫
さ
ん
と
江
坂
彩
さ
ん
の
対
談
「
経
済
成

長
2
M
W
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
、

「ボ
イ
ス
」

の
大
前
研
一
さ
ん
の
「
金
融
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の

す
す
め
」
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
3
/
4、

3
/口、

3
/日
各
号
の
特
集
な
ど
、
金
融

シ
ス
テ
ム
や
経
済
運
蛍
の
手
法
、
行
政
シ
ス

テ
ム
な
ど
日
本
経
済
の
背
景
か
ら
金
融
危
機

の
問
題
を
探
る
も
の
で
す
。
斎
藤
さ
ん
や
中

中西輝政さん

北
さ
ん
の
よ
う
に
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
方

法
・
手
段
の
提
言
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一

つ
は
、
金
融
危
機
を
「
大
レ
た
と
と
は
な
い
」

と
打
ち
消
す
も
の
で
、
小
組
隆
士
さ
ん
の
「
円

・
株
ダ
ブ
ル
安
『
複
合
不
安
』
症
候
群
」
(
中

央
公
論
)
や
飯
田
・
江
坂
対
談
、
須
田
さ
ん

の
論
文
な
ど
で
す
。
総
じ
て
、
具
体
策
を
ク

リ
ア
に
打
ち
出
し
た
も
の
が
少
な
く
、
実
情

紹
介
や
ル
ポ
、
責
任
追
及
た
け
で
終
わ
っ
て

い
る
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

山
下
悦
子
さ
ん
日
本
経
済
が
ど
う
い
う

方
向
に
い
く
の
か
、
識
者
や
専
門
家
の
中
で

も
先
行
き
の
男
通
し
が
つ
い
て
い
な
い
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
悲
観
的
な
見
方
と

楽
観
的
な
見
方
が
対
極
に
あ
っ
て
、
現
状
を

ど
う
み
る
か
、

「ビ
ッ
グ
パ
ン
」
を
ど
う
位

置
付
り
る
か
に
よ
っ
て
見
通
し
が
分
か
れ
る

よ
う
で
す
。
戦
後
、
掴
略
行
は
倒
産
し
な
い
と

い
う
M

安
全
神
話
H

が
あ
り
ま
レ
た
か
ら
、

生
活
者
と
し
て
の
国
民
に
は
、
大
手
銀
行
ま

で
が
危
な
い
と
な
っ
て
く
る
と
不
安
が
大
き

い
。
「
ボ
イ
ス
」
の
水
野
さ
ん
の
論
文
は
見

通
し
が
非
常
に
階
く
、
今
年
を
「
大
銀
行
倒

産
の
年
」
と
位
置
付
け
、
「
危
な
い
銀
行
」

に
よ
っ
て
、
中
国
政
治
の
行
方
や

朝
鮮
半
島
情
第
が
、
ま
さ
に
目
が

離
せ
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
?
一
ヲ
え
ん

し
か
し
冷
戦
の
終
駕
と
い
う

で
き
と
と
は
、
そ
れ
ま
で
一
つ
で

山下悦子さん

橋爪大三郎さん

中
西
国
の
運
営
に
危
機
感

え
ば
、
金
融
債
の
一
元
本
保
証
な
ど
は
、
や
っ

て
は
い
け
な
い
。
「
フ
ォ

I
サ
イ
ト
」
で
中

北
さ
ん
が
木
津
信
用
組
合
の
例
を
挙
げ
て
ま

す
が
、
行
き
詰
ま
っ
た
金
融
機
関
が
高
い
金

利
で
預
金
を
か
き
集
め
る
と
い
っ
た
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぐ
仕
組
み
も
作
ら
な
げ
れ
ば

い
け
な
い
。
ペ
イ
オ
フ
や
情
報
公
開
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
企
業
は
つ
ぶ
す
が
預
金
は
保

護
す
る
。
公
的
資
金
を
投
入
す
る
以
上、

ざ

る
按
り
に
な
ら
な
い
方
策
を
本
気
で
考
'えて

お
か
な
げ
れ
ば
。

中
西
さ
ん

公
的
資
金
投
入
の
前
提
と
し

て
、
よ
く
「
金
融
シ
ス
テ
ム
を
守
る
た
め
」

と
言
う
。
ど
と
ま
で
が
金
融
シ
ス
テ
ム
を
守

る
乙
と
な
の
か
が
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、

金
融
界
や
金
融
行
政
に
携
わ
る

人
の
側
に
、
「
ビ
ッ
グ
パ
ン
」
の
大
変
化
に

耐
え
ら
れ
る
国
際
的
能
力
が
あ
る
か
と
い
う

と
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。
大
前
さ
ん
の

言
う
通
り
、
不
良
債
権
処
理
は
日
本
経
済
の

底
力
で
何
と
か
耐
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

く
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す

る
の
で
あ
る
。
へ
ル
シ
ン
キ
で
行

わ
れ
北
米
露
首
脳
会
談
は
、
「
病

人
と
怪
我
人
の
出
会
い
」
と
一
部

で
郷
且
慨
さ
れ
た
が
、
た
と
え
、
か

つ
て
の
米
ソ
・
サ
ミ
ッ
ト
と
比

あ
っ
た
世
界
を
い
く
つ
も
の
「
世

界
」
に
分
り
つ
つ
あ
る
の
と
同
時

記
、
い
)
つ
の
地
績
の
変
化
が
強
特

な
形
で
、
深
く
か
っ
大
き
く
他
の

地
域
に
及
ぶ
よ
う
に
な
り
J

し
か

も
そ
の
ζ
と
が
一
一層
、
見
え
に
く

A
T
Oの
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
広

大
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
完
全

な
合
意
に
は
至
ら
ず
依
然
と
し
て

今
後
の
成
り
行
き
を
見
守
る
必
妥

の
あ
る
結
果
で
は
あ
っ
た
が
、
そ

れ
が
日
本
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
は

実
は
「
深
く
大
き
い
」
も
の

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
外
交
の

大
御
所
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン

ち
が
広
大
に
強
く
反
対
す
る
根
拠

で
あ
る
ロ
シ
ア
の
強
硬
化
と
共

に
、
長
期
的
に
見
て
N
A
T
O自

体
の
空
洞
化
を
も
た
ら
す
危
険
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン

を
除
く
米
国
の
底
流
に
あ
る
世
界

べ
、
そ
の
一世
界
的
意
義
は
格
段
に

低
下
し
て
い
て
も
、
再
び
新
し
い

意
味
で
地
球
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
ち
始
め
た
点
を
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
。

会
談
の
最
大
の
テ
I
マ
は
、

N

が
い
い
。
預
金
者
も
、
こ
れ
だ
け
株
も
土
地

も
値
崩
れ
し
、
銀
行
も
つ
ぶ
れ
る
時
代
に
、

1
2
0
0兆
円
の
預
金
が
無
傷
で
残
る
な
ど

あ
り
得
な
い
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し
V

中
西
さ
ん

璽
妥
な
こ
と
は
、
大
蔵
省
や

金
融
界
が
内
向
き
で
国
際
感
覚
が
乏
し
く
、

そ
の
結
果
、
大
き
な
国
益
、
国
の
富
を
失
っ

て
い
る
乙
と
で
す
。

橋
爪
さ
ん
日
本
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
い
い
ま

す
が
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
「
ビ
ッ

グ
パ
ン
」
並
み
の
大
改
革
を
し
な
い
と
生
き

返
れ
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。一

刻
も
早
く
金
融
シ
ス
テ
ム
に
合
理
性
を
取
り

戻
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
な
か
に
し

・
て
る
ま
さ

京
都
大
学
教
疫

(
国
際
政
治
学
)

マ
や
ま
し
た
・
え
っ
こ

女
性
史
研
究
家

的
関
与
へ
の
深
ま
る
懐
疑
を
無
視

す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、

欧
州
自
体
は
着
々
と
通
貨
統
合
に

よ
っ
て
自
ら
の
力
の
基
盤
を
固
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
中
東
の
情
勢

も
湾
岸
戦
争
以
来
の
大
き
な
変
動

の
季
節
の
到
来
が
き
ざ
し
始
め
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
も
「
凶

年
ぶ
り
の
労
働
党
政
権
」
と
い
う

予
想
が
的
中
す
る
で
あ
ろ
う
。
と

れ
ら
す
べ
て
が
日
本
と
ア
ジ
ア
に

実
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ

す
と
と
に
な
る
と
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。(

中
西
輝
政
)

世
界
が
再
び
動
き
出
す
徴
候
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l:雑誌を読司
4月

2版批評と表現

@私のお勧め2点@ 〈注記レた以外の月刊誌はすべて5月号〉

山下悦子 中西輝政 橋爪大三郎 編集部

。埴沢俊谷雄介高の死一一「死霊」は現在に届くか(芹 。「中国脅威論」 に惑わされるな (R・ロス) 。集中連載公安警察 vsオウム一一日本の治 。東京裁判をやり過ごした日本人(関繍野)
=正論 =中央公論 安、かくして崩壊す(JII渥克朗かま)r警ら =現代 =論座

!死霊司の文体の断層に時代の置貌をとらえそ アメリカの主流派の中にある慎重で賢明な中 早くからオウムをマークしな 相手を甘く 近代の自由主義の基本である法の論理と罪の
とねた」作家の姿を見いだす斬新な追悼評論 国観として重要 見て、タイミングを逸した公 察の舞台裏 論理から、 「自由主義史観」を原理的に批判

@対談だから文学にこだわりたい(石原慎太 @対談 fNOJといえる中高年(江坂彰、堀 @融解を速める「社会主義J (渡辺利夫) @大杉栄 自由への疾走<完結編>(鎌田慧)
郎、辻仁成) =中央公論 紘一) -ボイス =中央公論 =='¥るめず
芥川賞作家辻は故尾崎豊と音楽仲間。 rNY 無責任な経営者と、いまだに学隆志向の教育 郎小平亡き社会主義市場経済は国有企業の解 大正期活躍したアナーキストの生涯を仏での
に行って尾崎のことを香乙うと思っている」 ママに対する警告 体→共産党の行き詰まり→経済破局へ進む? 現地取材などを通し綿密に検証。前号の続き

文化新日毎⑤ 
(第3河童郵便拘箆可〉

-日本はアメ リ カ の 植 民 地 か ピ ル ・トッテン)
=文義春秋

"}jち出の小づち、、の役割を負う日本は今も米国の植
民地

-沖縄県民よ、甘えるな(長 築 城 守 定 文 書 事 春 秋
経済発展の阻害要因は基地より公共事業への安住だ

-沖縄草の根の声を聞け(島田晴雄 中央公論
本土が沖縄の痛みとコストを分かち合う必要がある

-沖縄「反基地運動家」 の呆れた正体(恵隆之介)
=諸君!

反墓地運動の思想的リーダーがチュチェ恩惣を信奉

-憲法の精神と沖縄の現実(新崎盛障 潮
手続き進行中に法改正されるのでは法治国家でない

-沖縄に忍び寄る朝・中・台の影 =選沢4月号
沖縄を中心とした経済圏構想に潜む「琉球独立論」

中
西
少
な
い
安
保
環
境
諭

中
西
輝
政
さ
ん
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
め

ぐ
っ
て
駐
留
軍
用
地
特
別
措
置
法
の
改
正
問

題
が
日
本
の
政
治
を
溜
る
が
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
雑
誌
で
は
、
沖
縄
県
民
の
日
常
生
活

や
経
済
発
展
の
問
題
な
ど
基
地
の
矛
盾
・
重

圧
を
ル
ポ
ふ
う
に
取
り
上
げ
た
も
の
が
多
か

っ
た
。
「
文
筆
春
秋
」
の
県
鎌
減
守
定
さ
ん

の
「
沖
縄
県
民
ょ
、甘
え
る
な
」
や
、
「
潮
」

の
新
崎
盛
隠
さ
ん
の
「
憲
法
の
精
神
と
沖
縄

の
現
申
E
、
「
論
座
」
の
佐
柄
木
俊
郎
さ
ん

の
「
ず
し
り
重
い
沖
縄
の
旅

『復
帰
四
半
世

紀
』
へ
の
刃
」
な
ど
で
す
。
日
米
安
保
体
制

や
ア
ジ
ア
の
安
保
環
境
を
ど
う
考
え
る
か
を

本
格
的
に
取
り
上
げ
た
論
文
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
海
兵
隊
撤
退
請
な
ど
を
軍
事
専
門
家

が
き
ち
っ
と
議
論
を
し
た
も
の
は
登
場
し
て

い
ま
せ
ん
。
二
番
目
に
、
議
論
が
反
戦
地
主

な
ど
運
動
の
担
い
手
の
問
題
に
集
中
し
た
。

「
諸
君
!
」
の
恵
隆
志
向
さ
似
の
「
沖
縄

『反

基
通
運
動
家
』
の
呆
れ
た
正
体
」
や
「
文
筆

春
秋
」
の
佐
久
間
告
さ
ん
の
「
風
化
す
る
座

布
団
一
枚
分
の
反
戦
」
な
ど
が
そ
う
で
す
。

新
崎
さ
ん
や
佐
久
川
政

一
さ
ん
(
「
沖
縄
と

平
和
憲
法
」
軍
縮
問
題
資
料
)
な
ど
運
動
し

て
い
る
側
の
論
文
も
、
視
野
は
違
い
ま
す
が
、

運
動
の
主
体
か
ら
の
目
を
紹
介
し
た
も
の
と

し
て
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
本
土
の
責
任
を
請
じ
た
も
の
が
少
な
い

中
で
、
沖
縄
問
題
懇
談
会
の
座
長
を
務
め
る

島
田
晴
雄
さ
ん
の
「
沖
縄
草
の
相
恨
の
声
を

聞
け
」
(
中
央
公
論
)
を
注
目
し
て
読
み
ま

し
た
。
沖
縄
の
負
担
を
続
減
し
な
け
れ
ば
と

い
う
問
題
意
識
か
ら
、
各
市
町
村
の
状
況
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
米
側
で
と
の
問
題

が
ど
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
に
、
日
本
の

マ
ス
コ
ミ
が
注
目
し
て
も
よ
か
っ
た
。

橋
爪
大
三
郎
さ
ん

沖
縄
に
つ
い
て
は
、

基
地
が
多
く
て
気
の
毒
だ
、
申
し
訳
な
い
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
本
土
側
に
あ
り
、
突
っ

込
ん
だ
と
と
が
言
い
に
く
い
と
い
う
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
変
え
よ
う
と

す
る
ル
ポ
が
目
立
っ
た
。
例
え
ば
「
文
葱
春

秋
」
の
佐
久
間
さ
ん
の
論
文
は
、
3
0
0
0

自
由
帳

3
月
日
目
、
東
海
村
の
動
燃
(動

力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
)
事

業
所
で
火
災
が
発
生
。
鎮
火
し
た

は
ず
が
、
残
り
火
が
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
引
火
し
爆
発
、
低
レ
ヴ
ェ
ル

放
射
能
が
飛
び
散
る
大
事
故
と
な

っ
た
(
サ
ン
デ
ー
毎
日
4
/
6「ウ

ソ
っ
き
動
燃
の
『
義
務
と
演
技
』
」

な
ど
)
。
乙
の
間
動
燃
は
、
鎮
火

の
確
認
を
怠
り
通
報
も
遅
れ
た
な

ど
の
不
手
際
に
加
え
、
虚
偽
報
告

人
の
反
戦
地
主
の
大
部
分
が
無
関
心
層
で
あ

る
乙
と
な
ど
を
一
訴
し
、
本
土
で
受
け
取
ら
れ

が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
に
単
純
た
と
教

え
て
く
れ
る
。
「
諸
君
!
」
の
恵
さ
ん
も
、

な
ぜ
か
沖
縄
で
影
響
力
の
あ
る
言
論
人
が
、

亡
命
し
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
(
北

朝
鮮
)
の
黄
書
記
が
来
日
し
た
時
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
活
躍
し
て
い
た
ζ
と
な
ど
を
挙
げ

て
い
て
、
乙
の
問
題
に
は
意
外
な
国
際
的
な

に
抱
え
て
生
き
て
き
た
沖
縄
の
人
々
の
感
情

を
も
っ
と
救
う
形
で
論
じ
な
い
と
い
げ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
日
米
安
保
条
約
を
否
定
し

な
い
と
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
沖
縄
の
基
地

を
本
土
に
持
っ
て
き
て
、
負
担
を
軽
く
す
る

ζ
と
を
具
体
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
島
田
さ
ん
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

墓
地
に
よ
っ
て
通
学
路
さ
え
寸
断
さ
れ
て
い

る
な
ど
沖
縄
の
人
々
が
耐
え
て
き
た
不
便
さ

や
、
産
業
が
思
う
よ
う
に
発
展
し
な
か
っ
た

経
緯
を
考
え
る
と
、
な
お
さ
ら
で
す
。
ま
た
、

「
文
義
春
秋
」
の
ピ
ル
・
ト
ッ
テ
ン
さ
ん
の

「
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
か
!
」
は
、

日
本
人
が
同
じ
と
と
を
語
れ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

読
め
ば
い
い
の
か
。
「
選
択
」
な
ど
が
「
沖

縄
独
立
論
」
に
触
れ
て
い
る
の
も
、
政
府
へ

の
沖
縄
県
民
の
批
判
の

一
つ
の
方
向
性
を
一示

し
て
い
る
と
思
う
。
「
中
央
公
論
」
の
志
位

和
夫
さ
ん
と
田
原
総
一
朗
さ
ん
の
対
談
「
い

ま
国
を
守
る
と
は
何
か
」
も
、
安
保
問
題
な

ど
を
考
え
る
う
え
で
警
に
な
り
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
当
面
、
今
回
の
や
り
方
レ
か

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
欧
州
や
在
韓
米
軍
を

見
て
も
、
沖
縄
の
よ
う
に
狭
い
場
所
に
大
き

く
入
り
込
ん
で
い
る
基
地
は
世
界
に
な
い
。

冷
戦
が
終
わ
っ
た
以
上
、
「
ア
ジ
ア
の
安
定
」

と
い
っ
た
理
由
だ
け
で
は
長
く
は
も
た
な

い
。
ト
ッ
テ
ン
さ
ん
の
論
文
は
見
方
に
極
端

な
と
乙
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
基
地
問
題
の
背

景
に
日
米
の
政
府
間
交
渉
に
あ
る
特
殊
な
ゆ

橋
爪
定
型
的
発
想
破
る
ル
ポ

広
が
り
が
あ
り
、
あ
ま
り
ナ
イ
ー
ブ
に
国
内

の
問
題
と
レ
て
考
え
て
も
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
レ
か
し
、
そ
の
う
え
で
ど
う
す
る

か
と
い
う
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

山
下
悦
子
さ
ん
恵
さ
ん
の
論
文
や
「
選

択
4
月
号
」
の
「
沖
縄
に
忍
び
寄
る
朝
・
中

・
台
の
影
」
な
ど
は
、
国
際
情
勢
の
申
で
基

地
問
題
に
潜
む
政
治
的
な
背
景
を
指
摘
し
て

い
て
面
白
く
読
め
ま
し
た
が
、
分
析
の
対
象

が
「
反
戦
基
地
運
動
家
」
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
戦
後
印
年
の
問
、
基
地
を
生
活
の
中

左
か
ら
中
西
輝
政
さ
ん
、
山
下

悦
子
さ
ん
、
橋
爪
大
三
郎
さ
ん

や
口
止
め
工
作
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
、

4
月
凶
日
に
科
学
技

術
庁
は
告
発
に
踏
み
切
っ
た
。

国
民
の
安
全
そ
っ
ち
の
り
、
組

織
防
衛
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
っ
た

動
燃
の
体
質
に
、
非
難
が
集
ま
っ

が
み
の
構
造
を
み
て
い
ま
す
。
基
地
の
重
圧

を
少
し
で
も
軽
減
し
て
沖
縄
の
経
済
発
展
を

推
進
し
て
い
く
動
き
レ
か
当
面
な
い
が
、
経

済
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
基
地

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
因
果
関
係
も

知
る
必
要
が
あ
る
。
「
世
界
」
の
仲
地
博
さ

ん
の
「
法
の
支
闘
を
葬
り
去
る
特
措
法
改
正
」

政
学
的
軍
事
学
的
に
本
土
の
基
地
で
は
代
替

で
き
な
い
要
素
が
あ
っ
た
と
思
う
。
佐
久
川

さ
ん
や
志
位
さ
ん
の
よ
う
に
、
日
米
安
保
条

約
は
平
和
へ
の
障
害
だ
か
ら
な
く
し
て
し
ま

お
う
-
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
民

的
合
意
で
は
な
い
。
し
か
レ
、
墓
地
は
沖
縄

と
本
土
に
均
等
に
分
散
で
き
な
い
。
そ
の
分

の
補
償
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
今
は
地
代
を

払
っ
た
り
公
共
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
乙

れ
で
は
も
う
も
た
な
い
と
な
っ
た
。
ぞ
れ
が
、

本
土
と
は
違
っ
た
条
件
を
与
え
、
沖
縄
独
自

の
経
済
活
力
を
生
み
出
す
と
い
う
ア
イ
デ
ア

と
も
結
び
付
い
て
い
る
。
と
の
考
え
方
自
体

は
倹
討
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
突
っ
込

ん
だ
議
論
が
少
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。

山
下
さ
ん
方
向
と
し
て
は
薗
白
い
で
す

が
、
現
実
的
に
は
、
島
田
さ
ん
が
い
う
「
沖

縄
の
多
重
構
造
」
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た

レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
で
経
済
発
展
を
阻
む
基
地

の
存
在
が
前
提
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

橋
爪
さ
ん
「
文
一
墾
春
秋
」
で
民
築
城
さ

ん
は
、
基
地
が
果
た
し
て
沖
縄
の
経
済
発
展

を
阻
害
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
検
証
し
て
み

よ
う
と
提
起
し
て
い
ま
す
。
今
は
昔
に
比
べ

て
交
通
も
発
達
し
、
経
済
発
展
の
条
件
は
整

い
つ
つ
あ
る
。
で
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ん
で
す
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
沖

縄
の
伝
統
で
も
何
で
も
な
い
は
ず
で
す
が
。

中
西
さ
ん
そ
れ
は
本
土
と
同
じ
体
質
で

す
。
つ
ま
り
、
い
っ
た
ん
パ
タ
ー
ン
化
し
た

戦
後
期
の
経
済
構
造
や
社
会
の
発
怨
・
制
度

レ
ョ
乙
〈

が
そ
の
ま
ま
持
続
し
、
逆
に
径
桔
に
な
っ
て

い
る
。
規
制
緩
和
な
ど
、
い
ろ
ん
な
問
題
が

す
べ
て
そ
う
で
す
。
沖
縄
も
一
公
共
事
業
に
頼

っ
て
復
帰
後
の
発
展
を
期
待
し
、
沖
縄
博
な

ど
銀
興
策
を
や
っ
て
き
た
げ
れ
ど
も
、
い
ま

だ
に
本
土
と
の
考
か
縮
ま
ら
な
い
。
一
つ
は

民
築
城
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
沖
縄
側
の
要
因

が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
基
地
が
あ
る

た
め
に
長
期
的
構
造
的
な
経
済
発
展
の
機
会

を
奪
わ
れ
て
き
た
の
は
間
違
い
な
い
。

山
下
経
済
発
展
を
阻
む
基
地

ゃ
、
「
週
刊
金
曜
日
4
/
4」
の
辻
元
清
美

さ
ん
の
「
試
合
の
途
中
で
ル
1
ル
変
更一

そ

ん
な

『特
措
法
改
正
』
に
は
反
対
」
は
、
後

で
作
っ
た
法
律
で
今
進
ん
で
い
る
審
理
を
無

効
に
す
る
立
法
が
あ
る
種
の
ル
I
ル
違
反
で

あ
る
点
は
そ
の
通
り
で
す
が
、
さ
ま
つ
な
議

論
に
思
え
ま
す
。
本
土
の
側
に
は
安
保
支
持

論
が
強
い
わ
り
で
す
が
、
支
持
し
た
ら
基
地

を
受
げ
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

沖
縄
の
米
軍
は
、
米
国
が
い
つ
で
も
中
国
を

封
じ
込
め
ら
れ
る
態
勢
を
保
っ
て
お
き
た
い

と
い
う
意
思
の
現
れ
で
す
。
日
本
が
中
国
と

戦
略
的
対
決
の
態
勢
に
入
っ
て
い
い
の
か
と

い
う
議
論
を
す
べ
き
で
、
乙
れ
が
背
景
に
あ

る
も
う
一
つ
の
核
心
で
す
。

橋
爪
さ
ん
沖
縄
の
特
殊
性
は
、
日
本
に

復
帰
す
る
ま
で
米
軍
に
占
領
さ
れ
軍
政
下
に

あ
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
復
帰
当
時
の
冷

戦
下
で
は
基
地
が
縮
小
さ
れ
る
条
件
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
中
国

や
北
朝
鮮
、
台
湾
に
対
す
る
位
置
か
ら
、
地

な
ぜ
乙
う
な
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
動
燃
が
、
あ
え
て
言
え
ば
、
ほ

か
の
官
庁
や
企
業
と
同
じ
組
織
だ

っ
た
か
ら
だ
。
同
僚
の
失
敗
を
か

ば
う
。
よ
そ
の
部
局
や
外
部
の
人

び
と
に
秘
密
を
知
ら
れ
ま
い
と
す

で
あ
る
。
科
技
庁
や
政
府
は
、
そ

と
を
よ
く
理
解
す
べ
き
だ
。
原
子

炉
が
多
重
防
護

(
1
カ
所
が
緩
れ

で
も
ほ
か
の
安
全
装
置
が
働
く
仕

組
み
)
の
思
想
で
設
計
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
組
織
に
も
二
重
・
三

動
燃
を
ど
う
再
生
さ
せ
る
か

て
い
る
。
動
燃
の
解
体
・
再
編
は

や
む
を
え
ま
い
。
た
だ
し
、
看
板

を
掛
け
か
え
組
織
を
い
じ
く
っ
た

だ
げ
で
、
ま
と
も
な
組
織
に
な
る

と
期
待
す
る
な
ら
甘
す
ぎ
る
。
失

敗
の
原
因
を
究
明
す
べ
き
だ
。

る
。
ど
ん
な
組
織
に
も
あ
り
が
ち

で
あ
る
。
だ
が
、
原
子
炉
や
核
燃

料
を
扱
う
の
に
、
そ
れ
で
は
因
る
。

も
と
よ
り
放
射
能
は
危
険
だ

が
、
ず
さ
ん
な
組
織
に
放
射
能
の

管
理
を
任
せ
る
の
は
も
っ
と
危
険

重
の
チ
ェ
ッ
ク
機
構
が
必
要
で
あ

る。
ソ
連
の
軍
隊
は
、
間
違
っ
て
も

反
乱
を
起
乙
さ
な
い
よ
う
、
司
令

官
と
政
治
蚕
員
(
共
産
党
員
)
が

ぺ
ア
に
な
っ
て
い
て
、
政
治
委
員 山

下
さ
ん
「
軍
事
目
的
援
優
先
で
地
区

の
平
坦
な
一
等
地
が
収
用
さ
れ
た
た
め
、
地

域
の
経
済
、
交
通
、
生
活
上
の
い
わ
ば
生
態

系
が
分
断
さ
れ
、
経
済
活
動
や
人
々
の
生
活

が
著
し
く
阻
害
さ
れ
制
約
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
島
田
さ
ん
の
指
摘
は
重
要
で
す
。
政
府

が
と
れ
か
ら
沖
縄
に
対
し
て
特
別
な
扱
い
を

し
た
と
こ
ろ
で
、
抜
本
的
に
社
会
資
本
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
状
況
を
取
り
戻
せ
る
の
か
。

橋
爪
さ
ん

嘉
手
納
町
は
加
物
が
飛
行
場

で
発
展
の
し
ょ
う
が
な
い
し
、
金
武
町
な
ど

も
そ
う
で
す
。
だ
が
、
那
覇
市
な
ど
影
響
の

少
な
い
と
乙
ろ
も
あ
る
。
残
り
の
場
所
で
で

き
る
と
と
を
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
興
策
城

さ
ん
の
議
論
に
は
説
得
力
を
感
じ
ま
す
。

マ
な
か
に
し
・
て
る
ま
さ
京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
や
ま
し
た

・
え
っ
こ

女
性
史
研
究
家

の
京
認
な
し
に
軍
隊
を
動
か
せ
な

か
っ
た
。
ス
パ
イ
も
逐
一
、
内
情

を
通
報
し
た
。
こ
れ
は
一
例
だ
が
、

組
織
を
外
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

は
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
い
の
だ
。

今
回
の
事
故
を
奇
貨
と
し
て
、

原
子
力
を
扱
つ
組
織
に
社
会
防
護

の
思
想
を
取
り
入
れ
よ
う
。
情
報

を
組
織
の
貨
任
者
に
集
中
し
、
国

民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
。
と
れ
を
や
り
と
げ
な
い
限

り
、
似
た
よ
う
な
事
故
は
何
回
で

も
起
き
る
。
国
民
も
原
子
力
な
ど

要
b
な
い
と
思
う
に
違
い
な
い
。

(
橋
爪
大
三
郎
)
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批評と表現

@私のお勧め2点・ (注記した以外の月刊誌はすべて6月号〕

橋爪大三郎 山下悦子 中西 輝政 編集部

。特集 ペル一人質事件の遺したもの (福田和 。対談 犯罪被害者を援助する(小西聖子、安 。対談 それでも、さらば海兵隊(マイク望月、 。地下鉄サリン事件が教えること (河合隼雄)I 
也、佐々淳行、 青山繁晴ほか 文護春秋 国貴彦) 世界 森本敏ボイス =世界

危機管理を説く佐々淳行民。家族、企業、報 自分や家族が運悪く犯罪や災害に遭った被害 かっちりした軍事的分析に基づく海兵隊不要 村上春樹著 「アンダーグラウンド」をi置し、

道、赤十字など、事件をめぐる多角的な検証 者の心のケアについて追究 論。安全保障論議に不可欠の合理主義を提起 改めて事件を日本人全体の問題として考える

@雁屋哲「江藤淳批判」漫画の薄っぺら(高津 @特集母体保護法復活する優生思想(山本 @政治の弱腰で危ぶまれる橋本行革(生田忠秀) @クローン羊が問う生命倫理なき日本(米本昌

秀次) =諸君ノ 勝美、丸木百合子ほか)=週刊金曜日 5/9 =フオーサイト No. 4 平) =中央公論

左翼版「ゴーマニズム宣言」を気どるが、江 昨年名実ともに母体保護法に改正された優生 行革=明治以来の 「日本の宿題」解決の機会 命の 「終わり」にかかわってきた日本に対し

藤氏の思想と正面から対決せぬとは失礼千万 保護法の問題点を女性の権利の視点から検証 (評者)が失われようとしている乙とに警鐘 「始まり」にエネルギーを投入してきた欧米

文化(夕刊)⑤ 聞新日毎⑤ (第3種郵便初認可〉

-憲法に欠かせぬ国家像(坂本多加雄)
=ゴrhisis 読売

歴史の探究をi直し「国家像」を模索する試みが必要

。天皇の大権を継承した国民(長山靖生論座
天皇からの統治の大権禅譲に日本型国民主権の根拠

.わが「廃憲」論(西部道 諸君/
憲法が白本人の規範意識を他律的なものにしている

つ
切
ら
れ
た
と
い
う
人
は
多
く
い
ま
す
が
、

天
野
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
戦
後
の
あ
の
時

点
で
憲
法
を
作
れ
と
い
わ
れ
で
も
近
代
的
な

市
民
社
盆
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
房
た
れ
が
作

れ
た
の
か
、
と
聞
き
返
レ
た
い
。
ま
た
、
国

家
間
関
係
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
っ

て
い
る
中
で
、
護
憲
派
対
改
憲
派
の
ニ
項
対

立
の
図
式
で
は
な
く
、
別
の
意
味
で
憲
法
を

改
正
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

中
西
さ
ん

9
条
だ
M
U
で
は
な
く
「
何
条

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
ヨ
論
議
が

具
体
的
に
成
り
立
ち
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
全
条
項
を
「
不
磨
の
大
奥
」
視
し
て
い

た
従
来
の
護
憲
派
側
の
発
想
が
な
く
な
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
問
題
に
す
べ
き
分
野
は
三

つ
に
整
理
で
き
る
。
一
つ
は
グ
ロ
l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
な
ど
経
済
・
社
会
の
新
し
い
動
き

に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
憲
法
の
条

件
。
も
う
一
つ
は
、
安
全
保
障
に
関
す
る
古

典
的
な
論
議
の
新
し
い
展
開
。
三
つ
自
に
、

天
皇
制
、
家
族
、
社
会
倫
理
な
ど
、
文
化
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
で

す
。
必
要
な
条
項
に
関
し
て
改
正
論
議
を
仕

分
げ
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
家
を
考
え
る
と

き
大
切
な
の
は
文
化
論
で
す
。
今
の
日
本
の

国
家
論
は
政
治
、
経
済
学
者
が
中
心
で
、
文

化
を
担
っ
て
き
た
人
が
無
関
心
な
た
め
に
論

議
が
深
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

橋
爪
さ
ん
憲
法
は
、
実
際
に
動
か
し
て

み
る
と
起
草
・
立
案
時
の
「
設
計
思
想
」
適

橋
爪
口
屯
h
リ
ふ
た
主

E
夫
h
d院
州
主
吐
出
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E
λ
t
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L
O
J
-
2乍
仁
ニ
ノ

1
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14一面

φ特集憲法施行50周年(吉武輝子、国弘正雄、田中
伸尚ほか =i圏刊金曜日 4/25
家制度を解体させた憲法24条は形骸化の一途(吉武〉

-日本人の「正義」 はなぜこうも浅薄になったか(江
藤淳文重要春秋
国に命をささげた人々を悼む心は、神々の法、に由来

+r玉ぐし訴訟」 違憲判決の舞台裏(山本祐司)
=潟

判決をリードしたのは「新リベラル派」裁判官たち

中
西

論
議
に
厚
み
、
多
様
性

中
西
輝
政
さ
ん
憲
法
論
議
に
厚
み
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
が
出
て
き
て
、
改
憲
と
護
憲
が

激
突
す
る
パ
タ
ー
ン
に
変
侭
か
起
き
始
め
た

感
じ
が
し
ま
し
た
。
「
T
h
i
s
-
-
s

読
売
」
の
坂
本
多
加
雄
さ
ん
の
「
憲
法
に
欠

か
せ
ぬ
国
家
像
」
は
、
天
皇
制
な
ど
国
家
像

の
問
題
に
切
り
込
み
、
憲
法
を
外
側
か
ら
み

る
「
国
家
学
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
努
力
が

必
要
と
訴
え
て
い
ま
す
。
「
論
座
」
の
長
山

靖
生
さ
ん
の

「天
皇
の
大
権
を
継
承
し
た
国

民
」
は
、
日
本
的
伝
統
の
中
か
ら
「
天
皇
に

よ
る
禅
譲
と
し
て
の
国
民
主
権
」
と
い
う
護

患
の
新
理
論
を
打
ち
出
し
、
出
色
で
し
た
。

「
諸
君
ノ
」
の
西
部
道
さ
ん
の
「
わ
が
『
廃

憲
』
論
」
は
、
日
本
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ

と
い
う
問
題
を
真
っ
正
面
か
ち
取
り
上
げ
、

改
憲
論
の
中
で
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
議
論
で

す
。
愛
媛
県
玉
ぐ
し
料
訴
訟
に
つ
い
て
は

「
潮
」
の
山
本
祐
司
さ
ん
の
「

『玉
ぐ
レ
訴

訟
』
違
憲
判
決
の
舞
台
裏
」
が
、
政
治
的
意

見
の
持
ち
主
で
あ
る
人
間
と
し
て
の
最
高
裁

判
事
を
通
し
て
、
震
高
裁
を
分
析
し
て
い
ま

す
。
大
原
康
男
さ
ん
の
「
靖
国
玉
串
料
『
違

憲
判
決
』
霞
高
裁
は
ど
っ
か
し
て
い
る
」

(
諸
君
/
)
は
持
論
を
ち
み
つ
に
展
開
し
、

「
週
刊
金
曜
日
4
/
お
」
の
特
集
「
憲
法
施

行
印
周
年
」
や
、
「
正
論
」
の
小
沼
桂
一
郎

さ
ん
の
「
未
だ
解
げ
ぬ
『
神
道
指
令
』
の
呪

縛
」
、
「
中
央
公
論
」
の
飯
室
勝
彦
さ
ん
の

「
玉
ぐ
し
料
違
憲
判
決
の
読
み
方
」
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
古
い
論
点
に
深
く
突
っ

L
Mで
い

ま
す
が
、
新
し
い
議
論
叫
が
欠
げ
て
い
ま
す
。

橋
爪
大
三
郎
さ
ん

一
方
の
極
を
な
す
の

は

「週
刊
金
曜
日
」
で
す
。
吉
武
輝
子
さ
ん

の
「
現
代
に
も
生
き
続
切
る
『
天
皇
家
族
主

義
』
」
や
園
弘
正
雄
さ
ん
の

「軍
閥
か
ら
解

9 
E白
I降

「脳
死
」
を
人
の
死
と
す
る
臓

器
移
植
法
案
が
衆
議
院
で
可
決
さ

れ
た
。
入
閣
の
存
在
に
か
か
わ
る

「
生
死
」
の
問
題
が
、
法
律
よ
の

事
柄
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
い
の

か
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

末
期
ガ
ン
に
侵
さ
れ
た
母
の
臨
終

の
直
前
ま
で
、
ま
だ
混
か
い
手
を

握
り
し
め
、
か
す
か
な
呼
吸
に
あ

り
え
ぬ
生
へ
の
期
待
を
寄
せ
た
私

-自
身
の
経
験
が
建
る
。
太
切
な
人

の
「
死
」
を
人
は
そ
う
簡
単
に
受

放
し
た
憲
法
へ
の
思
い
」
は
、
今
の
憲
法
が

戦
後
世
代
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
輝
か
し
い
も

の
で
あ
っ
た
か
を
回
顧
的
に
述
べ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
済
む
の
か
。
そ
れ
で
は

「押
し

つ
け
で
あ
る
」
な
ど
と
す
る
改
憲
派
や
保
守

派
の
議
論
と

H引
き
分
U
H
に
な
っ
て
し
ま

い
、
新
味
は
な
い
。
乙
れ
に
比
し
、
「
諸
君

/
」
の
西
部
さ
ん
の
論
文
に
説
得
力
を
今
回

感
じ
る
。
「
廃
需
品
」
と
い
う
極
論
で
す
が
、

中西輝政さん

橋爪大三郎さん

成
文
憲
法
で
は
な
く
歴
史
と
伝
統
の
中
に
憲

法
の
機
能
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
「
論
座
」

の
大
塚
突
士
山
さ
ん
の
「
緩
助
交
際
と
歴
史
か

ろ
の
逃
在
、
「
文
義
春
秋
」
の
江
藤
淳
さ
り
に
な
ら
な
い
事
情
が
必
ず
出
て
く
る
も
の

ん
の

「日
本
人
の
『
正
義
』
は
な
ぜ
乙
う
も
で
す
。
た
と
え
ば
9
条
と
自
衛
隊
の
存
在
と

浅
簿
に
な
っ
た
か
」
は
、
歴
史
と
法
感
覚
と
の
関
係
。
と
乙
ろ
が
、
憲
法
の
立
案
者
は
G

を
関
連
さ
せ
て
い
て
興
味
深
か
づ
た
。

H
Qな
た
め
、
日
本
社
会
の
中
で

「
と
う
変

山
下
悦
子
さ
ん

特
に
玉
ぐ
し
料
訴
訟
に
え
よ
う
」
と
提
案
す
る
勢
力
が
生
ま
れ
な
か

関
し
て
世
代
聞
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
で

・
っ
た
。
憲
法
を
自
分
の
身
の
丈
に
合
わ
せ
て

す
。
「
文
筆
春
秋
」
で
江
藤
さ
ん
が
[

H

戦
作
り
替
え
る
着
実
な
議
論
が
出
て
き
て
い
い

後
民
主
主
義
H

育
ち
の
判
事
ば
か
り
に
な
っ
が
、
そ
れ
が
足
り
な
い
。
福
田
和
也
さ
ん
が

た
た
め
に
、
今
度
の
よ
う
な
判
決
が
出
た
の
ペ
ル
l
人
質
事
件
に
つ
い
て
、
現
在
の
す
べ

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
若
い
て
の
問
題
は
暴
力
と
正
設
に
か
か
わ
っ
て
い

世
代
に
対
す
る
違
和
感
を
示
し
て
い
る
。
る
、
正
義
と
は
自
分
の
信
念
を
脅
迫
に
屈
し

「
潮
」
の
山
本
さ
ん
は
、
江
藤
さ
ん
の
嘆
き
な
い
で
貫
く
と
と
だ
が
、
そ
う
い
う
誇
り
を

と
は
逆
に
、
判
決
は
戦
後
育
ち
の
若
い
世
代
日
本
は
戦
後
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い

の
裁
判
官
の
人
生
観
・
歴
史
観
に
よ
る
と
乙
ま
す
(
「橋
本
は
な
ぜ
フ
ジ
モ
リ
に
負
け
た

ろ
が
大
き
く
、
「
政
治
と
宗
教
に
つ
い
て
最
か
」
文
葱
春
秋
)
。
ま
さ
に
現
憲
法
は
、
暴

高
裁
が
市
民
意
識
に
大
き
く
近
づ
い
た
」
と
力
に
対
し
ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
と
い

し
て
い
ま
す
。
「
宝
石
」
の
天
野
哲
夫
さ
ん
う
指
針
を
国
民
に
示
し
え
な
い
も
の
と
な
っ

の
「
平
和
慾
法

『第
九
条
』
を
創
案
し
た
の
で
い
る
。

は
な
ん
と
S
F
作
家
だ
っ
た
」
は
、
憲
法
草

山
下
さ
ん

戦
後
の
自
由
を
保
障
し
た
の

案
作
成
の
舞
台
裂
を
面
白
く
書
い
て
い
ま
は
憲
法
と
い
う
よ
り
経
済
的
な
発
展
だ
っ
た

す
。
憲
法
は
米
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
押
レ
わ
け
で
す
。
「
論
座
」
で
大
塚
さ
ん
が
、
援

山下悦子さん

助
交
際
を
め
ぐ
っ
て
「
(
女
子
高
生
た
ち
が
)

窓
法
の
与
え
た
権
利
や
自
由
を
は
き
違
え

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
大
衆
消
費
社
会

の
発
展
で
消
質
を
お
う
歌
す
る
土
壊
が
あ
っ

て
出
て
き
た
問
題
。
私
は
援
助
交
際
は
「
売

春
」
と
考
え
て
い
る
の
で
、
と
れ
を
憲
法
に

結
び
付
け
る
の
は
筋
違
い
だ
と
思
う
。

橋
爪
さ
ん

援
助
交
際
も
文
化
の
乱
れ
も

憲
法
の
せ
い
、
と
言
え
ば
問
温
い
で
す
。
た

だ
、
社
会
・
文
化

・
歴
史
の
中
か
ら
自
力
で

立
ち
上
げ
た
普
通
の
憲
法
で
あ
れ
ば
、
福
田

さ
ん
の
い
う
暴
力
を
真
剣
に
考
え
る
と
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本
国
憲
法
は
突

然
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
た
め
、
ぞ
と
で
思
考

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
と
い
う
乙
と
が
、

今
思
え
ば
あ
っ
た
。
す
る
と
、
文
化
に
も
影

轡
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
西
さ
ん

非
常
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

山
下
さ
ん
吉
本
隆
明
さ
ん
が
芹
沢
俊
介

さ
ん
と
の
対
談
「
戦
後
価
値
観
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
オ
ウ
ム
と
大
震
災
」
(
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
5
/
6
・
U
)
で
、
今
の
時
代
は
い
か
な

る
希
望
的
な
観
測
を
述
べ
て
も
陳
腐
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
と
い
う
乙
と
を
言
っ
て
い

る
。
戦
後
憲
法
の
下
で
教
育
さ
れ
身
に
着
い

た
倫
理
観
よ
り
も
、
「
カ
ネ
が
あ
れ
ば
自
由

も
買
え
る
」
と
い
う
ホ
モ
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
的

な
経
済
効
果
が
す
べ
て
を
動
か
し
て
い
る
。

中
西
さ
ん

殻
怒
派
も
改
憲
派
も
結
局
は

戦
後
の
経
済
と
い
う
現
実
に
敗
れ
た
。
経
済

主
義
と
い
う
H

見
え
な
い
憲
法
d

が
あ
り
、

憲
法
が
結
果
的
に
、
あ
し
き
経
済
主
義
を
助

長
し
た
面
は
大
き
い
。
ま
た
、
乙
の
憲
法
は

文
化
的
に
い
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
色
彩

を
も
っ
た
憲
法
で
、
日
本
の
歴
史
土
壇
に
即

し
た
窓
法
で
は
な
い
。
明
治
近
代
化
に
さ
か

の
ぼ
る
文
化
の
深
い
断
絶
の
問
題
が
あ
る
。

明
治
憲
法
に
し
て
も
、
西
欧
的
絶
対
主
義
の

直
輸
入
で
官
僚
制
な
ど
の
問
題
を
も
た
ら
し

て
き
た
。
明
治
以
前
を
考
え
た
国
家
論
、
文

化
論
が
出
て
こ
な
い
と
、
改
憲
派
も
機
意
品
川

山
下
対
立
の
図
式
脱
却
ヘ

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

乙
の
法
案
に
対
す
る
懸
念
は
、

臓
器
移
植
を
待
つ
患
者
の
立
場
に

依
拠
す
る
以
上
に
、
移
植
を
合
法

的
に
行
い
た
い
と
い
う

一
部
の
医

い
関
係
や
今
び
と
つ
信
頼
の
置
げ

な
い
医
療
シ
ス
テ
ム
を
前
に
し
て

は
、
移
植
を
待
つ
人
、
脳
死
状
態

に
あ
る
入
、
ど
ち
ら
の
立
場
に
あ

っ
て
も
不
安
感
は
拭
い
切
れ
な

す
い
状
況
に
い
る
も
の
が
、
密
か

に
選
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
不
安
を
述
べ
、
生
存
権
、
生
命

権
、
等
し
く
医
療
を
受
げ
る
権
利

に
等
級
が
つ
い
て
は
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
(
週
刊
金
曜
日
5
/

9
)
。
ま
た
脳
死
寸
前
の
状
態
か

ら
回
復
す
る
低
体
温
療
法
で
話
題

を
よ
ん
だ
林
日
大
教
授
の
、
植
物

状
態
に
陥
っ
た
患
者
を
一生
還
さ
せ

た
治
療
室
闘
記
(
柳
田
邦
男
「
植

物
状
態
の
患
者
が
魁
っ
た
」
文
馨

春
秋
)
を
読
む
と
、
脳
治
療
の
可

能
性
に
も
期
待
で
き
る
。

8
Bの
臓
器
移
植
法
案
反
対
策

「
脳
死
」
は
「
人
の
死
」
か

者
の
意
向
に
力
点
が
霞
か
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
乙
と
か
ら
派
生

す
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

・
コ
ン

セ
ン
ト
の
必
要
性
が
声
高
に
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

医
師
と
患
者
の
対
等
と
は
い
え
な

ぃ
。
溶
合
恵
子
さ
ん
も

「脳
死
H

死
と
な
る
と
、
救
命
救
急
医
療
に

お
い
て
、
最
後
ま
で
充
分
な
『
人

間
と
し
て
の
医
療
』
を
受
げ
る
と

と
が
で
き
る
か
」
「
本
人
の
意
志

を
無
視
し
て
、
ド
ナ
ー
に
な
り
や

も
溝
を
埋
め
る
材
料
が
な
い
の
で
は
。

橋
爪
さ
ん
政
教
分
離
の
考
え
方
は
キ
リ

ス
ト
教
文
明
の
大
原
則
で
す
が
、
日
本
に
キ

リ
ス
ト
教
は
根
付
い
て
お
ら
ず
、
神
道
、
仏

教
や
習
俗
が
あ
る
。
国
家
が
土
木
工
事
を
や

る
時
に
民
閣
の
習
俗
に
従
い
儀
式
を
や
る
の

が
地
鎮
祭
で
、
習
俗
の
範
囲
だ
か
ら
よ
い
と

い
う
の
が
「
目
的
効
果
説
」
で
す
。
一
方
、

玉
ぐ
レ
料
は
、
国
の
た
め
に
殉
職
し
た
軍
人

な
ど
の
霊
を
ま
つ
る
場
合
に
、
国
や
公
共
機

関
が
関
与
し
て
い
い
の
か
と
い
う
問
題
で

す
。
違
憲
判
決
は
現
憲
法
の
も
と
で
妥
当
な

も
の
で
す
が
、
で
は
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ

た
人
々
を
ど
の
よ
う
な
形
で
戦
後
国
家
が
慰

霊
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

な
か
に
し
・
て
る
ま
さ
京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

東
京
工
業
大

学
教
授
(
社
会
学
)

や
ま
し
た
・
え
っ
こ
女
性
史
研
究
家

会
で
「
患
者
よ
、
が
ん
と
闘
う
な
」

の
著
者
近
藤
誠
慶
大
講
師
が
、
移

植
を
受
け
る
患
者
に
ど
れ
だ
け
の

利
益
が
あ
る
の
か
と
い
う
議
論
が

行
わ
れ
て
い
な
い
、
移
植
の
成
績

を
あ
げ
る
た
め
に
移
植
の
必
要
性

の
な
い
患
者
に
手
術
を
受
げ
さ
せ

る
恐
れ
が
あ
る
、
移
植
待
機
者
が

内
科
的
治
療
の
み
で
治
癒
し
た
例

も
あ
る
等
々
を
指
摘
~
さ
ら
に
臓

器
摘
出
を
行
う
な
ら
ば
、
低
体
温

療
法
を
義
務
付
け
る
べ
き
だ
と
提

言
レ
た
。
結
論
を
出
す
前
に
、
専

門
家
に
よ
る
さ
ら
な
る
議
論
が
必

要
だ
ろ
う
。
(山
下
悦
子
)
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・我、ペルーの土と化すとも(青木盛久)
=文書事春秋

パッシングの渦中の人物カ憎いた詳細な事件の手記
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保守論尊重全体があまりにも世論に堕している〈福田〉

.対談

中西
解
決
後
の
急
転
は
問
題

中
西
輝
政
さ
ん
ペ
ル
1
人
質
事
件
で
の

青
木
前
大
使
の
パ
ッ
シ
ン
グ
に
関
し
て
は
、

論
点
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
警
備
上
の

責
任
。
も
う
一
つ
は
、
青
木
氏
と
日
本
の
外

務
省
が
「
平
和
的
解
決
」
を
唱
え
続
り
た
と

と
。
三
つ
自
に
、
青
木
氏
の
人
格
に
対
す
る

個
人
的
攻
襲
。
本
来
は
別
問
題
の
三
つ
が
絡

ま
っ
て
い
る
。
乙
の
う
ち
霞
も
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
専
ら
平
和
解
決
を
志
向
す
る
ζ
と

の
是
非
で
す
。
一
般
的
に
在
外
公
館
や
日
本

企
業
が
テ
ロ
の
対
象
と
な
っ
た
時
に
ど
う
対

処
す
べ
き
か
。
青
木
氏
自
身
、

「文
義
春
秋
」

の
手
記

「我
、
ペ
ル
1
の
土
と
化
す
と
も
」

で
個
人
的
責
任
や
自
分
の
思
い
は
述
べ
て
い

ま
す
が
、
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
の
一
先

送
り
が
行
わ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
一
方
、

と
の
事
件
か
ら
国
家
論
を
展
開
し
た
の
が
、

江
藤
淳
さ
ん
の
「総
理
之
大
使
の
不
様
な
『
国

ご
っ
と
』
」
(
諸
君
!
)
や
、
佐
伯
啓
思
さ

ん
と
松
本
健
一
さ
ん
の
対
談
「
漂
流
す
る
『
国

家
』
意
識
」
(正
論
)
な
ど
で
す
。
ペ
ル
ー

の
政
治
状
況
を
考
え
れ
ば
武
力
解
決
し
か
な

か
っ
た
わ
砂
で
す
が
、
井
沢
元
彦
さ
ん
の

「
『
青
木
叩
き
』

と
情
緒
報
道
の
歪
み
」

(
T

h
i
s
-
-
s
読
売
)
は
日
本
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
事
前
に
そ
の
見
通
し
を
書
け
な

か
っ
た
理
由
を
、
日
本
人
の
「
一
吉
霊
」
の
文

化
に
触
れ
な
が
ら
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
の
青
木
氏
評
が
パ
ッ
シ
ン
グ
へ
急

転
し
た
現
象
を
問
題
に
し
、
一
事
件
解
決
前
か

ろ
青
木
氏
の
責
任
は
闘
う
べ
き
で
、
解
決
後

に
責
任
を
闘
う
の
は
お
か
し
い
と
指
摘
し
て

い
る
の
は
重
要
で
す
。
武
力
突
入
に
対
し
て

は
、
「
世
界
」
の
川
見
勝
男
さ
ん
の
「
検
証

公
邸
突
入
と
日
本
外
交
」
や
大
串
和
雄
さ

ん
の
「
武
力
突
入
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
の

9 
8 
1修

あ
る
知
人
が
、
「
周
回
近
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
動
き
は
、
ど
う
も
不
可

解
だ
」
と
語
っ
た
。
五
月
の
イ
ギ

リ
ス
総
選
挙
で
保
守
が
大
敗
し
、

十
八
年
ぶ
り
に
労
働
党
政
権
が
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
六
月
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
で
も
社
会
党
内
閣
の
登
場

を
見
た
。
そ
の
結
果
、

E
U
加
盟

の
十
五
カ
国
中
、
十
三
カ
国
で
、

従
来
「
左
派
」
と
目
さ
れ
て
き
た

政
党
が
政
権
に
参
加
し
て
い
る
乙

か
」
、
「
創
」
の
特
集

「検
証
!
ペ
ル
1
報

道
」
の
浅
野
健
一
さ
ん
の
「
ペ
ル
l
政
権
乙

ぞ
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は
な
い
の
か
」
な
ど
批
判

も
あ
り
ま
し
た
。

山
下
悦
子
さ
ん

石
川
好
さ
ん
が
「
い
ま
、

あ
え
て
青
木
大
使
擁
護
論
」
(
宝
石
)
で
、

青
木
氏
を
擁
護
レ
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま
し

た
。
パ
ッ
シ
ン
グ
の
糟
現
況
は
、
官
民
の
格

差
に
対
す
る
庶
民
の
お
ん
念
が
あ
る
。
大
蔵

橋
爪
大
三
郎
さ
ん

と
の
事
件
は
、
だ
れ

に
と
っ
て
も
居
心
地
の
惑
い
、
後
味
の
惑
い

も
の
で
し
党
。
日
本
政
府
は
さ
ん
ざ
ん
「
平

和
的
解
決
」
を
言
っ
て
お
き
な
が
ら
寝
耳
に

水
の
強
行
突
入
と
い
う
解
決
に
な
っ
た
。
日

本
人
の
好
ま
な
い
武
力
突
入
が
意
外
に
う
ま

く
い
っ
て
、
日
本
人
の
人
質
が
全
員
助
か
っ

た
も
の
の
、
他
の
人
質
や
突
入
部
隊
に
犠
牲

者
が
出
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
も
や
も
や

が
は
り
口
を
求
め
る
圧
力
が
働
い
た
と
乙
ろ

に
、
青
木
氏
が
と
ろ
合
い
の
対
象
と
し
て
出

て
き
た
と
思
う
。
そ
う
い
う
パ

ッ
シ
ン
グ
は

い
り
な
い
し
、
青
木
氏
に
対
す
る
あ
る
べ
き

責
任
追
及
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。

「
文
墓

春
秋
」
の
手
記
で
、
青
木
氏
は
人
質
の
内
部

蜂
起
を
恐
れ
て
い
た
乙
と
や
、
自
分
の
精
神

状
態
に
つ
い
て
証
言
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

と
と
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
が
実
情
で
は

な
い
か
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
「
中
央
公
論
」

の
福
田
和
也
さ
ん
と
大
塚
英
志
さ
ん
と
の
対

談

「愛
国
心
に
つ
い
て
」
で
す
。
以
前
の
保

守
は
論
壇
の
主
流
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
自
分

の
信
念
を
少
数
派
と
し
て
述
べ
て
い
た
が
、

今
や
「
保
守
的
な
る
ち
の
が
、
も
う
ひ
と
つ

の
世
論
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
福
田
さ

ん
は
指
摘
し
、
大
塚
さ
ん
は
と
れ
を
「
サ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
化
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
保

守
的
言
論
、
国
家
を
口
に
す
る
乙
と
が
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
に
な
り
、
そ
う
し
た
し
り
馬
に
乗

る
中
で
青
木
パ
ッ
シ
ン
グ
も
起
こ
っ
て
い
る

気
が
し
て、

危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

山
下
背
景
に
庶
民
の
お
ん
念

橋爪大三郎さん

省
や
厚
生
省
の
不
祥
事
な
ど
が
続
い
た
後

に
、
今
度
は
外
務
省
の
大
使
の
実
態
が
事
件

を
通
し
て
見
え
て
き
た
。
だ
か
ら
マ
ス
コ
ミ

が
パ
ッ
シ
ン
グ
す
る
と
支
持
さ
れ
た
と
思

う
。
「
世
界
」
で
川
見
さ
ん
は
「
エ
ン
ペ
ラ

ー
の
よ
う
に
銀
る
舞
う
大
使
た
ち
」
と
指
摘

し
、
楠
田
枝
里
子
さ
ん
も
「
私
に
『
平
気
で

う
そ
を
つ
い
た
』
青
木
大
使
の
倣
慢
」
(
諸

君
!
)
で
外
交
官
の
「
お
よ
」
意
識
を
批
判
、

徳
岡
孝
夫
さ
ん
も
「
新
潮
必
」

6
月
号
で
歴

史
的
な
例
を
挙
げ
、
「
立
派
な
人
も
い
る
が
、

一
般
に
日
本
の
外
交
官
の
眼
中
に
は

『畏』

も
『
国
家
』
も
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
(
「
覚

悟
」
の
研
究
)
。
国
家
の
問
題
で
は
、
福
田

和
也
さ
ん
が
辻
仁
成
さ
ん
と
の
対
談
「
暴
力

に
対
す
る
怨
像
力
」
(
ボ
イ
ス
)
で
「
シ
ョ

ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
日
本
国
の
総
理
が
始
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
一

度
も
戦
う
姿
勢
を
見
せ

な
か
っ
た
こ
と
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
危
機

管
理
や
国
家
の
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
の
保

守
の
枠
組
み
に
よ
ら
な
い
若
い
世
代
の
い
ら

だ
ち
が
語
ら
れ
て
い
る
。
事
件
の
解
決
の
仕

方
に
園
と
し
て
の
資
任
主
体
が
な
い
と
、
危

機
感
を
持
つ
人
が
多
か
っ
た
。

と
に
な
る
。
八
0
年
代
か
ら
続
い

た
保
守
優
位
の
流
れ
が
大
き
な
転

換
期
に
至
っ
た
の
か
。
ベ
ル
リ
ン

の
壁
が
崩
暗
唱
し
て
、
社
民
路
線
も

含
め
左
派
や
社
会
主
義
は
、
す
で

に
歴
史
的
な
退
潮
の
流
れ
に
あ
る

と
思
っ
て
い
た
ら
、
と
れ
は
一
体
、

ど
う
い
う
ζ
と
な
の
か
、
と
い
う

疑
問
ら
し
い
。

ζ
乙
に
、
歴
史
の

動
き
方
を
見
る
と
き
の
、
大
切
な

視
点
を
学
ぶ
有
力
な
事
例
が
あ
る

よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

山下悦子さん

中西輝政さん

が
そ
の
不
可
侵
性
を
保
障
す
る
乙
と
で
、
乙

の
両
様
の
努
力
が
相
ま
っ
て
外
交
が
機
能
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
場
合
、
日

本
国
と
レ
で
は
、
主
権
を
発
動
し
て
テ
ロ
リ

ス
ト
グ
ル
ー
プ
を
自
ら
排
除
す
る
か
、
ペ
ル

l
政
府
に
解
決
を
任
せ
る
か
の
ニ
つ
し
か
対

応
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
憲
法
に
よ

っ
て
外
国
に
武
力
を
派
遣
で
き
な
い
の
で
、

ペ
ル
l
政
府
に
任
せ
る
し
か
な
か
っ
た
。

中
西
さ
ん
「

T
h
i
s
-
-
s
読
売
」

で
井
沢
さ
ん
は
、

「も
し
人
質
に
多
数
の
犠

牲
者
が
出
て
い
た
ら
、
評
価
は
大
き
く
変
わ

っ
た
だ
ろ
う
」
と
し
た
新
聞
記
事
に
疑
問
を

投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
私
は
、
突
入
で
た
く

さ
ん
の
人
質
が
死
ん
だ
ら
大
き
な
批
判
が
出

た
だ
ろ
う
、
と
決
め
つ
け
る
の
は
問
題
だ
と

思
っ
。
も
ち
ろ
ん
ゲ
リ
ラ
側
の
残
鹿
住
に
対

す
る
批
判
は
起
こ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
日

本
人
は
湾
岸
戦
争
以
来
、
国
家
性
を
考
え
始

め
て
い
る
。
当
然
ぞ
れ
は
犠
牲
と
裏
腹
で
す
。

橋
爪
さ
ん
「
世

里

で
川
見
さ
ん
は
、

大
使
公
邸
を
制
圧
し
た
後
、
仕
掛
け
ら
れ
て

い
た
盗
聴
器
を
ペ
ル
l
の
軍
隊
が
取
り
出
し

た
り
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
、
ま
た
、
犯

人
を
処
刑
し
た
り
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
書
い
て
い
ま
す
。
乙
れ
ら
は
、
重
要
な
疑

惑
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
調
査
報
道
レ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
下
さ
ん

徳
岡
さ
ん
が
「
新
潮
必
」
で

「
『
仲
間
を
調
べ
る
調
書
の
社
概
さ
を
思

い
合
わ
せ
、
私
は
外
務
省
調
査
委
員
会
に
期

待
し
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

中
西
さ
ん

梶
山
官
房
長
官
が
解
決
後
、

「
い
つ
も
辞
表
を
懐
に
し
て
い
た
」
と
話
し

ま
し
た
が
、
日
本
人
の
人
質
が
死
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
つ
ね
に
政
直
自
明
か
賀
任
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
は
な

い
。
と
う
い
う
事
件
は
い
つ
ど
乙
で
起
と
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
再
発
防
止
の
手
段

は
採
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
件
を
当

た
り
前
の
と
と
と
考
え
た
時
に
初
め
て
、
危

橋
爪
保
守
的
言
論
、
流
行
に

機
管
理
を
考
え
る
現
実
的
な
感
覚
が
で
き
て

い
く
と
思
う
。

山
下
さ
ん

佐
々
淳
行
さ
ん
は
「
選
択
」

6
月
号
で
、
今
回
の
事
件
や
阪
神
大
震
災
、

サ
リ
ン
事
件
、

0
1
5
7
騒
動
な
ど
の
非
常

事
態
が
発
生
し
た
際
に
「
停
止
条
件
付
き
の

非
常
大
権
」
を
首
相
に
付
与
す
る
行
政
機
能

の
改
革
を
提
言
し
て
い
ま
す
(
エ
グ
ゼ
キ
ユ

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
)
が
、
実
際
に
は

そ
う
し
た
動
き
は
出
て
と
な
い
。

中
西
さ
ん

メ
キ
シ
コ
の
誘
拐
事
件
で
平

気
で
カ
ネ
の
解
決
を
し
た
よ
う
な
、
在
外
日

本
企
業
の
暴
力
に
対
す
る
姿
勢
の
弱
さ
、
そ

れ
を
支
え
る
利
益
一
辺
倒
の
経
営
は
、
事
件

の
隠
れ
た
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

な
か
に
し

・
て
る
ま
さ

京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

や
ま
し
た
・
え
っ
こ

女
性
史
研
究
家

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

東
京
工
業
大

学
教
授
ハ
社
会
学
)

中
西
さ
ん
保
守
の
き
一回
説
は
本
来
、
資
託

の
重
い
も
の
、
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

問
題
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
と
ζ
ろ
か
ら

出
て
き
た
あ
る
穏
の
軽
さ
で
す
。
例
え
ば
、

1
9
3
0年
代
の
日
本
の
新
し
い
国
家
主
設

は
、
明
治
・
大
正
期
の
国
家
主
義
と
は
似
て

も
似
つ
か
な
い
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
も
の

で
、
そ
れ
を
軍
部
が
利
用
し
左
翼
も
そ
れ
に

乗
っ
か
っ
た
。
そ
の
点
、
橋
本
首
相
が
強
行

突
入
直
後
の
記
者
会
見
で
、
日
本
政
府
の
承

諾
な
く
日
本
の
領
土
で
あ
る
大
使
公
邸
に
突

入
し
た
乙
と
に
対
し
て
「
遺
憾
の
意
を
申
し

上
げ
た
い
」
と
述
べ
た
の
は
、
日
本
の
国
家

と
し
て
の
体
面
を
守
ろ
っ
と
す
る
ギ
リ
ギ
リ

の
一
言
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

橋
爪
さ
ん
私
は
、
事
前
の
通
告
な
し
に

震
力
突
入
に
な
っ
た
の
は
信
義
違
反
で
あ
る

と
い
う
意
味
の
「
遺
憾
」
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
「
諸
君
!」

で
江
藤
淳
さ
ん
は
、
ウ

ィ
ー
ン
条
約
の
ポ
イ
ン
ト
は
在
外
公
館
が
不

可
侵
を
体
を
護
っ
て
守
る
乙
と
と
、
接
受
国

ま
ず
、
英
国
で
の
労
働
党
の
勝

利
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
社
会
党
の

伸
張
は
そ
の
意
義
を
、
実
は
大
き

く
異
に
し
て
い
る
点
を
押
さ
え
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
英

国
の
場
合
、
す
で
に
行
き
詰
ま
っ

史
的
な
大
転
換
を
行
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
九

五
年
の
大
統
領
選
で
十
四
年
ぶ
り

に
生
ま
れ
た
保
守
の
シ
ラ
ク
大
統

領
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
本
格
的

改
革
の
動
き
に
、

「痛
み
」
を
つ

の
ら
せ
た
有
権
者
の
、
い
わ
ば
「反

射
的
反
応
」
が
左
派
へ
の
投
票
に

走
ら
せ
た
と
い
え
る
。
同
僚
の
現

象
は
、
イ
タ
リ
ア
や
北
欧
、
さ
ら

に
は
旧
社
会
主
義
圏
の
東
欧
で
も

見
ら
れ
た
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
か
つ
て
の
や
り
方
に
戻
れ

る
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、

ロ
シ
ア
人
を
始
め
、
ど
の
欧
州
国

て
い
た
保
守
党
に
よ
る
堅
革
を
引

き
継
い
で
、
労
働
党
が
い
わ
ば
「
改

革
の
総
仕
上
げ
」
の
役
割
を
果
た

す
べ
く
政
権
の
墜
に
つ
い
た
。
そ

れ
を
可
能
と
し
た
の
は
、
清
新
な

ブ
レ
ア
党
首
の
下
で
労
働
砂
冗
が
歴

民
も
実
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
本

当
に
歴
史
が
動
く
と
き
、
む
し
ろ

大
き
な
反
発
や
反
作
用
が
起
き
な

い
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

今
後
ド
イ
ツ
に
お
い
で
さ
え
、

同
僚
の
動
き
が
出
る
可
能
性
は
あ

る
。
「
何
と
し
て
も
通
貨
統
合
を
」

と
い
う
歴
史
を
前
へ
動
か
す
力
は

働
き
つ
づ
け
、
ぞ
れ
故
に
反
作
用

を
生
む
。
そ
れ
に
引
き
か
え
今
の

日
本
で
は
、
歴
史
を
前
へ
動
か
さ

ん
と
す
る
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

作
用
と
反
作
用
が
激
突
す
る
季
節

の
到
来
が
待
た
れ
る
。(

中
西
輝
政
)

左
派
勝
利
と
い
う
「
反
作
用
」
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@私のお勧め2点・ (注記した以外の月刊誌はすべて8月号〉

橋爪大三郎 中西輝政 山下悦子 編集部

。特集朝鮮半島乱気流 (W・テイラー、朱 。米中グ)関係が香港の将来を決める (H・ハーデ 。特集 アジア・プロブレム(原洋之介、佐伯 @特集 沖縄尚独中立をシミュレーションする(小
建栄、李英和ほか=Thisis 読売 ィン ゴ rhisis競売 啓恩、高津秀次、経 秀実ほか発言者 川和久、菱 ほか広告批評7・8月号

専門家15人の近未来予測はけっとうばらば アメリカの視点からではあるが、各種の香港 国柄に見合った経済システム、開発主義はア 国家の枠組みが崩れつつある中で、州制度導

斗ら、、。酒司予夫鬼畜断、大で葎u槻きぬ状況のなか、飢えが進行する
論の中で、最も急所を押さえた好論 ジアの価値を残すのか…・・新アジア論が満載 入なとを克実的な「独立」の可能性を検証する

@ はボクの代わりに捕まった(岡 @対談 日本研究と文化研究 (H・ハルトゥー
回 ケンヂ)=週刊アスキー7/21 @ビッグパンは大丈夫か(藤井良広)=中央公論 @保育園カf変わる (今井文意 -世界 ニアン、酒弁直樹 思想
皆の代表で捕まってくれた彼はイエス・キリ 日本の金融界にとって、ビッグパンがビッグ 6月の児童福祉法改正で保育園にお貯る国の 「植民地的構造」をはらむ日本研究を批判し
ストのようなもの、と両氏。それも真実かも クランチ(金融大混乱〉にならないために 責任は大きく後退する。保育園の今後を分析 カルチユラル・スタディーズの重要性を採る

批評と表現文化(夕刊)間新日毎
(第3種郵便物認可)

l1:1:1:1~J:~!!i襲撃!議議議護憲能|
・子どもたちはなぜ暴力に走るのか(芹沢俊介)

十四歳の衝撃 (小田音)
=ゴrhisis 競売

社会・教育一般の問題に砿散すると、本質を見誤る

.~鬼蓄積霊斗は時代の子力、異常者か(高村薫、野田
正彰-文筆春秋

若者の人生のモティベーション喪失は日本的〈野田〉

• i酒鬼蓄積」少年

-連続対論「かくて『悪魔』は解き放たれたJ.(吉岡
忍、日!野啓三、小西聖子、大津真幸ほか現代
「欠如」の欠如が自己顕示的な欲求の動機に(大湾〉

• i理由なきJ犯罪(野坂昭如ボイス
「群れへの垣没で自分を確認する」子供たちの矛盾

-頭部第一発見者を、、容疑者扱い、、した大新聞
=吋昆刊文春7/17

、第二の松本サリン、、になりかねなかった取材攻勢

山
下
家
族
っ
て
何
だ
っ
た
の
か

山
下
悦
子
さ
ん
神
戸
の
小
学
生
殺
人
事
鋪
」
と
聞
い
て
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
小
田
さ

件
は
、
容
疑
者
の
少
年
と
同
じ
1
9
8
2年
ん
と
野
田
さ
ん
と
は
、
同
じ
精
神
医
学
者
で

生
ま
れ
の
子
供
を
持
つ
身
と
し
て
、
逮
捕
は
あ
り
な
が
ら
立
場
が
か
な
り
違
う
。
小
田
さ

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
。
逮
捕
前
、
雑
誌
も
ん
は
、
事
件
は
個
人
的
な
要
素
が
極
め
て
高

新
聞
・
テ
レ
ビ
も
容
疑
者
像
を
「
鈎

1
却
代
」
い
の
だ
か
ら
社
会
的
影
響
や
教
育
の
問
題
に

と
し
、
目
撃
談
な
ど
を
報
道
し
て
い
た
わ
り
一
般
化
し
て
し
ま
っ
て
は
い
げ
な
い
、
少
年

で
、
そ
う
し
た
情
報
の
流
れ
方
も
問
わ
れ
な
法
を
改
正
し
て
で
も
容
疑
者
が
簡
単
に
社
会

り
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
週
刊
文
春
7
/口
」
に
復
帰
で
き
な
い
よ
う
に
手
を
打
っ
た
ほ
う

に
よ
る
と
、
第
一
発
見
者
を
疑
っ
た
り
、
ワ
が
よ
い
と
す
る
。
乙
れ
に
対
し
て
、
野
田
さ

イ
ド
シ
ョ
l
の
取
材
で
情
報
ほ
し
さ
に
中
学

生
に
現
金
が
支
払
わ
れ
た
り
と
い
っ
た
こ
と

も
、
過
熱
し
た
報
道
の
舞
台
裏
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
(
頭
部
第
一
発
見
者
を
H

容
疑
者
扱

い
H

し
た
大
新
聞
)
。
月
刊
誌
で
は
、
逮
捕

前
の
情
報
を
前
提
に
脅
か
れ
た
も
の
が
多
か

っ
た
。
芹
沢
俊
介
さ
ん
の
「
子
ど
も
た
ち
は

な
ぜ
暴
力
に
走
る
の
か
」
(
世
界
)
は
、
幼

稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
教
員
が
子
供
た
ち
の

印
象
を
一
言
ず
つ
諮
っ
た
資
料
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
「
『
つ
ま
ら
な
い
』
と
と
が
多
い
生

徒
が
た
く
さ
ん
い
る
」
「
無
気
力
な
生
徒
が

増
え
て
い
る
」
と
い
っ
た
言
葉
に
、
今
の
消

費
社
会
の
子
供
た
ち
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
、
教
育
の
中
に
問
題
点
が
あ

る
と
す
る
見
方
と
、
小
田
晋
さ
ん
の
よ
う
に

と
の
事
件
は
快
楽
殺
人
で
あ
っ
て
、
少
年
法

を
改
正
し
刑
を
重
く
す
べ
き
だ
と
い
う
論
調

(
「
『
酒
鬼
蓄
積
』
少
年
十
四
歳
の
衝
撃
」

T
h
i
s
-
-
s
読
売
)
の
二
つ
に
分
か

れ
る
。
私
は
、
野
田
正
彰
さ
ん
の
「
『
小
学

生
一
惨
殺
』
『
親
殺
し
』
少
年
た
ち
の
H

弱
者
H

へ
の
加
虐
は
同
根
で
あ
る
」
(
サ
ピ
オ
7
/

お
)
や
、
野
田
さ
ん
と
高
村
繋
さ
ん
の
対
談

「
酒
鬼
諸
積
聖
一
斗
は
時
代
の
子
か
異
常
者
か
」

(
文
義
春
秋
)
に
共
感
し
ま
レ
た
。

橋
爪
大
三
郎
さ
ん
私
も
「
H
H
歳
少
年
逮

9 
e 
l降

新
潮
社
の
写
真
週
刊
誌
「
フ
ォ

ー
カ
ス
7
/
9」
が
、
神
戸
小
6

殺
人
事
件
の
容
疑
者
で
あ
る
少
年

の
顔
写
真
を
掲
載
し
た
。
明
白
な

少
年
法
違
反
で
あ
る
。
と
れ
に
対

し
、
キ
オ
ス
ク
な
ど
駅
売
后
や
コ

ン
ビ
ニ
、
大
手
書
后
な
ど
が
販
売

中
止
を
決
定
。
販
売
し
た
脅
盾
で

は
た
ち
ま
ち
一
売
り
切
れ
、
日
本
中

の
后
頭
か
ら
同
誌
が
姿
を
消
す
騒

止
め
方
に
社
会
全
体
の
危
う
さ
を
感
じ
る
と

レ
て
い
ま
す
。
吉
岡
忍
さ
ん
の
連
続
対
論
「
か

‘く
て
『
悪
魔
』
は
解
き
放
た
れ
た
」
(
現
代
)

も
、
作
家
や
社
会
学
者
、
心
理
学
者
ち
と
の

話
し
合
い
を
通
じ
、
社
会
の
問
題
と
し
て
浮

か
び
上
が
る
の
は
制
度
で
は
な
く
価
値
観
、

精
神
状
況
だ
と
し
て
い
ま
す
。
乙
の

m
s

m年
の
閥
、
日
本
が
自
画
像
を
描
と
う
と

し
な
か
っ
た
情
性
が
集
約
的
に
現
れ
、
大
人

の
反
応
の
問
題
性
と
し
て
出
て
い
る
。

山
下
さ
ん
大
人
の
側
の
問
題
性
と
は
、

具
体
的
に
い
う
と
何
で
し
ょ
う
か
。

中
西
さ
ん
一
つ
は
、
吉
岡
さ
ん
が
指
摘

し
て
い
る
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
l
的
な
「
ぞ
う
状

態
」
で
す
。
情
報
化
時
代
の
と
の
初
年
間
に

高
進
し
た
パ
ニ

ッ
ク
的
な
情
報
依
存
症
み
た

い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
乙
の
事
件
の
報
道
で

も
さ
さ
い
な
一
挙
手
一
投
足
に
注
目
す
る
。

テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
に
は
オ
ウ
ム
事
件
な
ど
で

反
省
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
の
に
ほ
と
ん
ど

生
か
さ
れ
ず
、
同
じ
無
質
任
な
報
道
の
パ
タ

ー
ン
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
視
聴
者
の
側
に

も
拒
否
反
応
が
な
い
の
は
、
や
は
り
社
会
的
、

精
神
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
衰
え
て
い
る
か

ろ
だ
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
情
報
を
提
供
す
る
側
に
も
、

少
年
の
犯
行
声
明
文
に
も
自
己
顕
示
欲
が
前

面
に
出
て
い
て
、
提
供
す
る
と
注
目
さ
れ
る

か
ら
と
目
撃
談
も
飛
び
交
っ
た
。
ま
た
、
「
週

刊
宝
石
7
/
M」
で
大
林
高
士
さ
ん
ら
が

「
H

い
じ
め
ら
れ
つ
子
H

か
ら
グ
い
じ
め
っ

橋
爪
方
向
感
覚
失
っ
た
社
会

山下悦子さん

ん
の
一場
合
は
、
社
会
的
な
要
素
や
学
校
・
地
域

社
会
な
ど
環
境
の
要
素
を
事
件
の
背
震
と
し

て
十
分
掘
り
下
げ
な
け
れ
ば
類
似
の
事
件
が

ま
た
起
と
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
私
は
、

社
会
的
背
景
に
犯
行
を
促
し
た
要
因
を
見
い

だ
し
、
対
策
を
考
え
な
い
と
、
類
似
の
事
件
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
そ

の
点
、
「
犯
人
は
異
常
者
で
な
い
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
高
村
さ
ん
と
野
田
さ
ん

の
議
論
に
説
得
力
を
感
じ
ま
レ
た
。

中
西
輝
政
さ
ん
現
代
の
日
本
が
置
か
れ

て
い
る
歴
史
的
な
精
神
状
況
が
重
要
で
す
。

事
件
自
体
も
シ
ヨ
ツ
ヰ
ン
グ
で
す
が
、
社
会

の
反
応
の
ほ
う
に
一
一
層
問
題
を
感
じ
た
。

ω

年
代
半
ば
を
境
に
し
て
、
戦
後
日
本
で
戦
前

か
ら
つ
な
が
っ
て
き
た
世
代
や
社
会
観
の
連

続
性
が
と
ぎ
れ
、
そ
れ
で
い
て
、
と
の
連
続

性
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
戦
後
的
な
考
え

方
や
価
値
観
に
す
が
り
つ
こ
う
-
と
す
る
流
れ

が
強
く
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ

な
シ
ス
テ
ム
を
変
え
ら
れ
な
い
原
因
で
、
教

育
も
そ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
野
坂
昭
如

さ
ん
の
「
あ
な
た
の
隣
に
あ
る
『
少
年
A
W

淳
君
』
」
(
現
代
)
と
「

『
理
由
な
き
』
犯

罪
」
(
ボ
イ
ス
)
は
、
事
件
に
対
す
る
受
げ

ぎ
と
な
っ
た
。

翌
週
の
同
誌
7
/問
は
、
田
島

一
昌
編
集
長
の
「
編
集
長
取
材
メ

モ
・
本
誌
が
問
題
写
真
の
掲
載
を

決
断
す
る
ま
で
の
会
経
過
と
対

中西輝政さ ん

橋爪大三郎さん

が
一
般
の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
区
別
つ
か
ず
、
至

る
と
こ
ろ
に
出
て
き
た
。
も
う
一
つ
は
情
報

化
。
知
っ
て
い
な
い
と
話
題
に
加
わ
れ
な
い

の
で
、
と
り
あ
え
ず
事
件
が
起
こ
る
と
テ
レ

ビ
番
組
を
見
て
頭
の
中
に
入
れ
て
お
か
な
り

れ
ば
と
い
う
強
迫
神
経
症
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。
そ
う
し
て
現
在
が
め
ま
ぐ
る
し
く
自

己
増
殖
し
て
過
去
を
忘
れ
る
。
ま
た
、
サ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
が
出
て
き
て
境
界
が
な
く
な

り
、
正
し
さ
の
基
準
が
な
く
な
る
。
と
う
い

う
残
失
感
覚
と
、
ワ
イ
ド
シ
ョ

1
的
そ
う
状

態
は
同
じ
も
の
だ
と
思
う
。

中
西
さ
ん
日
本
の
教
育
は
精
神
面
で
は

ほ
ぼ
極
限
ま
で
病
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
教

育
は
い
わ
ば
被
害
者
で
す
。
社
会
の
精
神
状

回
や
価
値
観
、
理
A

『
品
、
道
徳
観
は
実
は
崩
楠
唱

し
て
い
る
が
、
市
場
経
済
の
シ
ス
テ
ム
が
一

応
機
能
レ
法
秩
序
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、

大
人
の
世
界
は
一
一
見
動
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
と
と
ろ
が
、
内
面
は
崩
壊
し
て
い
る
か

ら
、
そ
れ
が
教
育
に
だ
げ
鮮
烈
に
出
て
く
る
。

隻
か
な
社
会
が
崩
れ
て
い
く
過
程
を
印
年
代

以
降
、
世
界
は
経
験
レ
て
お
り
、
日
本
よ
り

も
先
に
進
ん
で
い
る
欧
米
の
社
会
で
は
モ
ラ

ル
と
い
う
点
で
「
社
会
を
い
か
に
防
衛
す
る

か
」
が
重
要
な
関
心
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
日

本
は
、
い
か
に
社
会
倫
理
、
社
会
の
精
神
状
況

を
築
き
直
し
、
健
全
な
も
の
を
守
っ
て
い
く

か
と
い
う
岐
路
に
き
て
い
る
気
が
す
る
。

橋
爪
さ
ん
「
文
萎
春
秋
」
で
野
田
さ
ん

が
述
べ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
も
日
本
と
同
じ

よ
う
に
情
報
化
が
進
み
犯
罪
も
増
え
た
。
し

か
し
、
一
つ
違
う
の
は
、
日
本
の
よ
う
に
自

分
の
人
生
の
モ
チ
ベ

1
シ
ョ
ン
を
失
っ
た
若

者
は
出
て
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
モ
ラ
ル

が
消
失
し
て
大
人
も
子
供
も
ア
ノ
ミ
1
(無

規
範
)
に
陥
っ
て
い
る
中
か
ら
、
社
会
を
防

衛
す
る
決
意
を
レ
、
新
し
い
制
度
を
作
っ
て

い
く
の
は
至
難
の
業
で
す
。

山
下
さ
ん

子
供
と
向
き
合
う
母
親
は
閉

そ
く
感
に
苦
し
ん
で
い
る
。
今
、
覚
泣
い
剤
な

中
西
健
全
さ
を
守
る
岐
路
に

子
H

へ
の
変
貌
の
過
程
」
な
ど
少
年
に
関
す

る
情
報
を
脅
い
て
い
ま
し
た
が
、
と
の
事
件

で
は
、
家
族
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
加
年
代
以
降
の
日
本
の
家
族

は
空
洞
化
し
、
再
生
産
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く

機
能
し
て
お
ら
ず
、
一
見
平
和
な
家
庭
に
も

い
ろ
い
昼
間
題
が
あ
る
。
「
失
楽
園
」
や
「
不

機
嫌
な
果
実
」
な
ど
不
倫
も
の
が
ヒ
ッ
ト
し

て
い
る
の
は
戦
後
の
近
代
的
霊
祭
察

し
て
い
る
証
拠
で
、
と
う
し
た
状
況
が
何
ら

か
の
形
で
影
響
し
て
い
る
気
が
す
る
。

橋
爪
さ
ん

「

現
代
」
の
吉
岡
さ
ん
と
の

対
論
で
大
海
真
幸
さ
ん
が
、

ω代
の
団
塊
の

世
代
と
、
下
の
世
代
と
の
違
い
を
述
べ
て
、

「
『
欠
包
の
欠
如
」
と
言
っ
て
い
た
。
団

塊
の
世
代
に
は
所
得
が
少
な
い
と
い
っ
た
あ

る
欠
如
感
覚
が
あ
り
、
そ
れ
を
埋
め
よ
う
と

い
ろ
ん
な
運
動
を
し
た
。
し
か
レ
、
ポ
ス
ト

団
塊
の
世
代
に
な
る
と
、
何
か
が
欠
如
し
て

い
る
と
い
う
と
と
が
な
く
な
っ
て
方
向
感
覚

を
見
失
っ
た
。
そ
乙
で
二
つ
の
と
と
が
起
こ

っ
た
と
思
う
一
。
一
つ
は
、
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

妙
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
し
か

し
、
我
々
は
拍
象
論
や
タ
テ
マ
エ

で
物
を
言
お
う
と
は
恩
わ
な
い
。

現
実
の
、
個
々
の
ケ
1
ス
に
即
し

て
考
え
、
何
を
す
る
べ
き
か
を
決

し
よ
う
と
い
う
の
か
。
大
衆
に
迎

合
し
、
の
ぞ
き
趣
味
的
な
欲
望
を

満
た
し
て
売
り
上
げ
を
の
ば
し
て

い
る
だ
け
な
の
に
、
少
年
法
の
問

題
点
を
指
摘
し
て
世
論
を
喚
起
し

た
か
っ
た
と
居
直
っ
て
い
る
。
容

疑
者
少
年
と
同
質
の
、
底
知
れ
ぬ

ア
ノ
ミ
ー
で
あ
る
。

問
題
点
が
あ
っ
て
も
、
少
年
法

は
法
で
あ
る
。
法
を
守
ら
な
い
こ

と
で
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
で
き

る
と
考
-
え
る
な
ら
、
大
間
違
い
だ
。

同
誌
は
編
集
長
取
材
ノ
1
ト
の
後

に
、
灰
谷
健
次
郎
氏
の
「
一
『
フ
ォ

l
ど
子
供
の
薬
物
汚
染
も
す
ご
い
。
ま
た
、
「
フ

ォ
ー
カ
ス
7
/
9」
が
容
疑
者
の
少
年
の
写

真
を
載
せ
て
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
写
真

を
見
た
子
供
た
ち
の
現
実
の
反
応
と
い
う
の

は
「
(
少
年
の
)
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
作
り
た

い
」
「
私
も
殺
し
を
や
っ
て
み
た
い
」
「
か

っ
と
い
い
。
む
か
つ
く
と
と
多
い
じ
ゃ
ん
」

と
い
っ
た
も
の
で
す
。
な
ぜ
乙
ん
な
に
病
ん

で
し
ま
っ
た
の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

中
西
さ
ん

精
神
や
倫
理
に
関
す
る
問
題

斑
あ
り
の
ま
ま
に
と
ら
え
て
指
摘
す
る
強

靭
さ
が
、
日
本
の
社
会
の
指
導
層
に
火
山
U

て

い
る
乙
と
が
大
き
い
。
戦
後
日
本
社
会
を
維

持
す
る
と
と
の
み
を
論
じ
て
き
た
人
た
ち
に

誤
り
を
認
め
る
勇
気
が
な
い
乙
と
が
、
本
当

の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
や
ま
し
た
・
え
っ
こ
女
性
史
研
究
家

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
な
か
に
し
・
て
る
ま
さ
京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

カ
ス
』
が
犯
し
た
罪
に
つ
い
て
」
を

掲
載
し
、
両
論
併
記
で
良
心
的
な

さ
ま
を
装
っ
た
が
、
そ
ん
な
乙
と

で
責
任
を
逃
れ
ら
れ
は
レ
な
い
。

少
年
法
の
問
題
点
は
、
凶
惑
事

件
に
対
応
で
き
な
い
と
と
の
ほ
静

航
、
事
実
の
立
証
が
不
十
分
で
寛

罪
を
う
み
や
す
く
、
少
年
の
権
利

が
十
分
に
守
ら
れ
な
い
乙
と
だ
。

物
証
も
な
い
段
階
で
今
回
の
よ
う

に
少
年
容
疑
者
の
顔
写
真
が
掲
載

さ
れ
、
し
か
も
彼
が
無
罪
だ
っ
た

ら
と
考
え
る
と
、
空
恐
ろ
し
い
思

い
が
す
る
。

(橋
爪
大
三
郎
)

フ
ォ
ー
カ
ス
の
顔
写
真

応
」
を
掲
載
し
た
。

A
少
年
の
や
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

っ
た
こ
と
は
、
少
年
法
の
枠
を
踏
で
あ
る
。

v

み
越
え
て
い
る
。
伝
え
る
な
ら
、
と
れ
を
読
ん
で
、
私
は
背
中
に

そ
の
少
年
の
顔
を
キ
チ
ン
と
伝
え
う
す
ら
寒
い
も
の
を
覚
え
た
。
一

ょ
う
o
V
A私
た
ち
は
(
法
務
省
写
真
週
刊
誌
に
な
ん
の
権
利
が
あ

か
ら
の
勧
告
に
)
素
直
に
耳
を
傾
っ
て
、
少
年
法
の
適
用
を
「
判
断
」



8i. 1997年(平成9年)8月25日(月曜日)批評と表現(夕刊)⑤ ⑤ 
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2版

| 雑誌会読むl

月

文化

@私のお勧め2点.、町 〈注記した以外の月刊誌はすべで9月号3

山 下 悦 子

、
編集部守 白、

中西輝政 橋爪大三郎

。スハルト以後のインドネシア (A.の・不中シ安央ュ定公ワ要論ル 。医療費値上げの前に必要なこと・上(岩上安
。知的ラ国亡ルの国大・学論アがー(立教ツ花)養隆部の)軽を視廃止は =文筆春秋

崎@正闘論和 歴史教科書、これだけは言いたい(亮山
ツ) 身 -世界 全 中。一般教養(リ 、坂本多加史雄 記 rhisis 読
朝鮮半島・台湾海峡と並ぶアジア

ー年家の平庭自科均己3負教3担科億増書円の不正請しボた新をそ保のまぎに、 患者
ベ の軽視日本を滅ぽすiI&ち 国家、教育、歴は両義的な存在。ゆえに国

因となっできたインドネシア情勢をリポート を輸に 険制度への疑問

家陪歴史但混評価にの「「かい高内証かい申子わ入ア篇試るッd 章べのフJrき重Fφて臣刃マアのま三包い下ラでA(山-7ZR崎J2JqP$ p 〉@橋龍「米国債発言」の真意(高尾義一) 8*>>1fl~~1こ見るf家庭の崩壊J (佐藤光)
@吉沖、国際縄浜都下の未武市志来、、像自差を是考部政え明るほー(佐か)々木雅季、 =高度世倉界

@仮面中学生うむ
=司示、イス =Thisis 競売 「内申書」重視 t 

現在のアメリカの「繁栄」が、きわどい綱渡 検定不合格となった4点の高校家庭科教綿密 由貿易地域構怨などる提、日本とい 学生に浸透する
りの本質をもつものであるととを論じる の検証を通νて、現代家族像のあり様を見る ， う闘いから世界め沖縄へ飛躍する 案の数々

聞新日毎
〈第3種郵便閉認可〉

(
山
下
悦
子
)
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( 雑誌を読むl

月9 

2版批評と表現

-私のお勧め2点。 〈注記した以外の月刊誌はすべて10月号〉

橋爪大三郎 山 下 悦 子 中西輝政 編集部

。特瀬集直樹「子、どもか変だ!J (河合隼雄、久田恵、 。総(力吉取原材清特児集、和「医Jは患者と家族を救えるか 。歴史教科書をつくる際の12の要点(坂窓多加 。レンタルの思想(松井孝典)
猪 黒沼克史Iまか). 文理事春秋 !? 回 秀 樹 ほ か 現 代雄 正論 =中央公論

不登校の体験談からドラッグ、少年法の欠陥 医療費値上げとドった患者不在の厚生省改革 近代史や戦争責任に過度に集中する教科書論 21世紀に人類が生き残るためのカギを、 「所
まで。子供を取り巻く現実と大人のギャップ 案批判や老人ホームの現状など、一読の価値 争に、日本史全体への視野の必要を教える 有からレンタルへ」という発想の転換に探る

@資本主義の脅威(ジョージ・ソロス) @新資料発見徳富蘇峰、弟草花を語る @超大国アメリカの文化的ジレンマ (S・ハン 81メガ中東Jを見据える新たな視座を(立山
=アステイオン秋号 =中央公論 ティン卜ン) =中央公論 良司) =フオーサイトト109

市場均衡を万能視するレッセフェール資本主 発見された貴重な新資料が一挙掲載されてい 冷戦の終わりが、いかに唯一の超大国を悩ま ペルシャ湾と東地中海、カスピ海を合む「メ
義は、開かれた社会を瓦解させる危険な敵だ る。蘇降の孫敬太郎氏のエッセーも興味深い ぜているかを示す ガ中東」の出現に着目。戦略の構築を訴える

文化(夕刊)⑧ 間新日毎⑤ (第3種郵便物箆可〉

一
方
、
寺
島
実
郎
さ
ん
は
、
日
下
公
入
さ
ん
が
大
き
な
曲
が
り
角
で
あ
っ
て
、
大
震
災
と

と
の
対
談
「
国
家
の
ウ
ソ
、
企
業
の
ウ
ソ
、
オ
ウ
ム
事
件
、
金
融
危
機
と
い
う
三
つ
の
シ

個
人
の
ウ
ソ
」
〔
T
h
i
s
-
-
s
競
売
)
グ
ナ
ル
を
日
本
は
そ
乙
で
与
え
ら
れ
た
と
恩

で
、
日
本
人
の
現
状
は
個
人
主
餐
で
は
な
く
う
。
一
番
大
き
い
の
が
金
磁
で
、
不
良
債
権

て
「
私
生
活
主
義
」
、
ミ
l
イ
ズ
ム
で
あ
る
処
理
は
住
専
問
題
で
国
会
が
空
転
す
る
ほ
ど

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
自
己
中
心
主
義
で
、
の
波
乱
を
呼
ん
だ
の
に
、
そ
の
後
の
推
移
を

自
分
に
火
の
粉
が
飛
ん
で
と
な
い
限
り
動
か
見
る
と
本
当
の
危
機
感
が
な
い
。
逆
に
い
う

な
い
。
棲
井
よ
し
こ
さ
ん
も
「
橋
本
世
紀
末
と
、
も
っ
と
式
き
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
が
来

内
閣
で
は
生
き
残
れ
な
い
」
(
諸
君
!
)
で
、
な
い
と
改
革
は
進
ま
な
い
。

ビ
ッ
グ
パ
ン
な
ど
改
革
が
進
め
ら
れ
危
機
が
山
下
さ
ん
糸
山
さ
ん
は
「
闇
社
会
の
人

叫
ば
れ
る
り
れ
ど
も
、
国
民
生
活
は
そ
れ
な
聞
は
、
あ
る
場
合
に
は
政
治
や
企
業
活
動
の

り
の
豊
か
さ
を
維
持
し
て
い
る
た
め
に
危
機
潤
滑
油
に
な
り
う
る
」
な
ど
と
平
然
と
述
べ

感
が
実
感
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
閤
社
会
が
政
治

て
い
ま
す
。
郵
政
省
改
革
今
に
つ
い
て
、
紺
谷
や
企
業
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
る
か
と
い
う

典
子
さ
ん
が
「
『
金
融
ビ
ッ
グ
パ
ン
』
で
日
と
「
義
理
と
人
情
」
で
動
い
て
い
る
か
ら
だ
、

本
経
済
は
ト
ド
メ
を
刺
さ
れ
ま
す
'
己
(
宝
と
。
と
れ
に
対
し
て
「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」

石
)
で
、
民
営
化
す
る
と
経
営
上
、
過
源
地
は
、
閣
の
世
界
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

か
ろ
は
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
問
題
点
ビ
ッ
グ
パ
ン
は
「
ビ
ッ
グ
バ
ス
ト
(
大
破
産
)
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
今
の
日
本
の
改
革
は
国
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘

・

ー

‘

}

，

l

，

t
i
l
t
-
-
-
v

民
不
在
で
、
「
閣
の
部
分
」
と
あ
わ
せ
て
考
し
て
い
る
わ
り
で
す
。
果
た
し
て
、

ζ
う
い

橋

爪

目

立

つ

「

選

亮

現

象

言

、
国
民
の
あ
芸
員
を
求
め
る
う
棄
を
変
え
る
具
体
策
室
の
か
。

・

;

、

プ

'
1
1
J
L
:
・
;
'
よ
り
、
政
治
家
や
企
業
家
や
官
僚
た
ち
の
倫
中
西
さ
ん
日
本
に
は
法
律
で
解
決
す
る

橋
爪
大
三
郎
さ
ん
堺
屋
太
一
さ
ん
の
知
性
的
H

タ
コ
ツ
ボ
。
現
象
を
指
摘
し
て
い
理
と
そ
れ
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
を
関
わ
な
文
化
が
な
い
と
い
う
「
文
化
決
定
論
」
が
よ

「
現
代
官
僚
『
超
』
無
能
論
」
(
文
義
春
秋
)
ま
す
。
金
融
不
祥
事
や
ビ
ッ
グ
パ
ン
関
連
の
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
く
あ
る
が
、
法
律
で
解
決
す
べ
き
な
の
に
し

が
、
「
い
ま
の
日
本
の
官
僚
は
本
当
に
優
秀
論
文
が
一ポ
レ
て
い
る
の
も
退
廃
で
あ
り
、
企
橋
爪
さ
ん
桜
井
さ
ん
は
「
諸
君
!
」
で
、
て
い
な
い
、
そ
う
し
ょ
っ
と
思
つ
で
も
で
き

な
の
か
」
と
い
う
内
実
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
業
の
中
の
「
総
務
部
的
議
論
」
で
、
共
通
レ
橋
本
内
閣
の
政
策
に
期
待
で
き
な
い
理
由
と
な
い
構
造
が
あ
る
。
規
制
緩
和
に
し
て
も
製

て
い
ま
す
。
堺
屋
さ
ん
は
、
日
本
で
は
組
織
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
社
会
そ
の
も
の
を
し
て
ペ
ル
1
人
質
事
件
の
例
を
挙
げ
て
い
ま
造
者
責
任
の
問
題
に
じ
て
も
、
改
革
を
進
め

が
自
己
目
的
化
し
共
同
体
化
し
て
い
て
、
ほ
動
か
す
、
惑
い
意
味
で
の
原
動
力
に
な
ヲ
て
す
。
事
件
発
生
直
後
、
ペ
ル
1
に
行
っ
た
地
て
い
く
と
必
ず
法
律
問
題
が
出
て
く
る
。
今

ぼ
す
べ
て
の
官
僚
が
、

J
忍
べ
き
で
な
い
い
る
。
日
本
の
改
革
に
は
、
他
の
国
の
改
革
国
外
相
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
た
記
者
に
月
8
日
の
毎
日
新
聞
社
説
は
、
日
本
の
裁
判

と
と
を
や
っ
て
し
ま
っ
H

腐
敗
を
通
り
越
し
、
に
は
な
い
特
殊
な
角
度
、
例
え
ば
「
世
直
し
」
対
し
怒
っ
て
一
騒
動
起
と
し
た
の
で
す
が
、
宮
の
数
が
欧
米
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
を
取

dを
や
る
べ
き
で
何
吃
沖
る
べ
き
で
な
い
と
い
っ
た
、
物
的
、
精
神
的
な
意
味
で
血
を
そ
れ
は
、
ペ
ル
1
に
長
い
闘
い
て
ゲ
リ
ラ
側
り
上
げ
ま
レ
た
が
、
社
会
の
側
に
も
司
法
の

か
す
ら
分
か
ら
な
い
H

退

廃

に

陥

っ

て

い

る

惨

‘

‘

，

j
-
-
1‘
.
充
実
を
強
く
求
め
る
意
識
が
な
い
。
司
法
、

「
、
、
」
広
間
目
言
伝
暗
百
〈

と

診

断

し

て

い

ま

す

。

糸

山

英

太

郎

三

の

中

西

人

乙

一

帯

」

カ

必

要

法

律

の

イ

ン

フ

ラ

ス

ト

ラ

ク

チ

ャ

ー

z

「
政
治
家
と
暴
力
団
の
壮
絶
『
癒
着
関
係
』
」

J

d

-

d

対叶

4
/
一E
一二

に
整
備
レ
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
民
」
主

(
宝
石
)
と
、
細
川
護
照
さ
ん
の

「
私
の

ヨ
丹
流
し
、
「
人
心
を

一
新
す
る
」
と
い
う
日
本
か
ら
交
渉
に
呼
び
出
さ
れ
た
り
す
る
と
い
げ
導
の
社
会
は
法
律
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
る

挑
戦
』
宣
言
」
(
文
墓
春
秋
)
は
、
日
本
の
的
な
歴
史
感
覚
が
必
要
で
は
な
い
か
。
な
い
の
で
、
す
ぐ
帰
る
乙
と
に
な
っ
て
い
た
社
会
で
す
。
官
僚
が
通
達
を
出
し
て
絹
を
張

政
治
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
裏
表
両
側
か
山
下
悦
子
さ
ん
「
宝
石
」
で
糸
山
さ
ん
か
ら
だ
と
い
う
の
で
す
。
結
局
、
ペ
ル
l
に
っ
て
し
ま
う
と
か
、
影
響
力
の
強
い
政
治
家

ら
見
せ
て
い
る
。
糸
山
さ
ん
に
よ
る
政
治
の
は
政
治
家
と
暴
力
団
と
の
癒
着
を
実
体
験
か
行
っ
た
と
い
う
ア
リ
バ
イ
を
作
る
の
が
目
的
が
綱
引
き
を
し
て
決
め
る
と
い
う
と
と
で
は

護
世
界
に
つ
い
て
の
赤
裸
々
な
報
告
に
対
ら
「
結
局
は
選
挙
で
あ
る
」
と
諮
っ
て
い
ま

一
だ
っ
た
わ
り
で
、
橋
本
首
相
と
池
田
外
相
は
な
い
。

‘

し
、
細
川
さ
ん
は
国
会
議
員
の
族
議
員
体
質
す
が
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
の
が
、

企
業
に
巣
「
当
事
者
で
あ
り
な
が
ら
当
事
者
に
な
る
気
橋
爪
さ
ん
「
文
義
春
秋
」
で
細
川
さ
ん

や
官
庁
の
組
織
防
衛
と
一
体
と
な
っ
た
政
治
く
う
暴
力
団
と
の
関
係
を
清
算
で
き
な
げ
れ
持
も
な
」
か
っ
た
と
桜
井
さ
ん
は
述
べ
て
い
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
官
僚
の
人
数
と
予
算

構
造
に
つ
い
て
の
危
機
意
識
を
書
い
て
い
ま
ば
日
本
は
開
か
れ
た
市
場
に
な
る
と
と
は
で
ま
す
。
乙
れ
が
、
退
廃
の
一
つ
の
現
れ
で
は
の
ス
リ
ム
化
が
行
政
改
革
の
メ
ル
ク
マ

1
ル

す
が
、
糸 -現代官僚「超」無能論(堺屋太一文重量春秋

何が悪いか分からない「倫理の退廃」に陥った官僚

.特集「ウソと無責任J時代の終わり(日下公人、寺
島実郎、奥村宏ほか =Th i S i S 競売

日本人はミーイズムで、個人主義ではない(寺島)

-日本版ビッグパンという茶番に惑わされず真の改革
に取り組まなければならない(K・V・ウォルフレン)

=エコノミスト 9/9
'1建前」の多用で現実が見えなくなった官僚や政治家

-橋本世紀末内閣では生き残れない(樫弁よしこ)
=諸君!

旗は掲げるが、自ら当事者になろうとはしない首相

(糸山英太郎)
=毛主石

選挙で借りカ，~き、閣社会と関係が切れない政治家

.ビッグパンを阻む「閣の世界」
=ニューズウィーク 9/3

米企業はトラブルに弁護士を、日本はやくざを使う

-政治家と暴力団の壮絶「飯着関係J

な
い
か
。
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
9
/
9」
で
カ

レ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
さ
ん
は
、

日
本
入
が
改
革
に
つ
い
て
諮
る
言
葉

が
、
欧
米
諸
国
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉

と
同
じ
に
見
え
て
実
は
中
身
が
ず
れ
て

さ
で

子
社
お
り
、

実
態
と
か
砂
離
れ
て
い
る
。
現

明
津

笑
と
虚
構
の
区
別
が
付
か
な
く
な
っ
て

叩
闘
い
る
の
で
、
い
く
ら
改
革
を
論
じ
言
葉

、
聞
を
積
み
重
ね
て
も
現
実
は
動
か
な
い
と

山
珊
述
べ
て
い
ま
す
(
日
本
版
ビ
ッ
グ
パ
ン

肱
毎
と
い
う
茶
番
に
惑
わ
さ
れ
ず
真
の
改
革

三
=
に
取
り
組
ま
な
防
れ
ば
な
ら
な
い
)。

大
ん

爪
さ
日
本
人
が
真
剣
に
な
っ
て
言
葉
を
並
べ

橋
世
て
も
現
実
は
動
か
ず
、
本
音
や
閤
世
界

一
切
酬
の
ほ
う
が
現
実
を
作
っ
て
い
く
。
現
実

か
申
と
対
応
す
る
言
葉
だ
貯
を
使
っ
て
、
も

佑
ハ
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

J

中
西
さ
ん

今
、
「
改
革
が
進
ま
な

い
」
と
嘆
く
議
論
が
各
分
野
で
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
、
戦
後
日
年
の
釘
年

に
な
る
。
ど
れ
だ
け
予
算
や
余
分
な
人
員
が

節
約
で
き
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上

す
る
の
か
と
い
う
袈
付
げ
が
な
い
と
、
改
革

な
の
か
改
惑
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
一
方
、

「T
h
i
s

--
s
読
売
」
の
対
談
で
日

下
さ
ん
は
、
年
金
改
革
で
年
金
が
お
M
W
カ
ッ

ト
さ
れ
た
と
と
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
国
民

は
全
く
声
を
上
げ
な
か
っ
た
が
、
欧
米
な
ら

政
権
が
交
代
し
た
だ
ろ
う
と
書
い
て
い
ま

す
。
日
本
人
が
ミ
1
イ
ズ
ム
に
沈
没
し
、
改

悪
で
あ
ろ
う
と
自
分
の
身
に
何
か
あ
る
ま
で

は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
改

革
を
身
近
な
金
銭
の
問
題
に
置
き
換
、
え
た
と

し
て
も
不
十
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
な
か
に
し
・
て
る
ま
さ

京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

マ
や
ま
し
た
・
え
っ
こ
女
性
史
研
究
家

と
も
い
え
る
感
情
の
大
津
波
、
九

月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
投
票

に
よ
る
三
百
年
ぶ
り
の
独
立
議
会

再
興
の
決
定
、
と
と
の
三
カ
月
、

い
ず
れ
も
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史

の
構
図
を
転
換
さ
せ
る
よ
う
な
で

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
投
票
は
、

王
室
問
題
な
ど
よ
り
も
は
る
か
に

一J
?ン

章
一
大
な
英
国
の
「
終
わ
り
の
始
ま

り
」
と
言
え
る
が
、
人
々
は
も
は

や
そ
ん
な
と
と
に
関
心
を
払
お
う

と
も
し
な
い
。
香
港
も
「
ダ
イ
ア

ナ
」
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
、
現

在
の
イ
ギ
リ
ス
だ
貯
を
見
る
眼
で

言
え
ば
、
む
し
ろ
自
然
な
動
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
と
、
決
し
て
大
げ
さ

で
は
な
く
、
そ
こ
に
や
は
り
「
近

代
」
や
「
西
欧
」
の
終
わ
り
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
、
の
だ
が
。

(
中
西
輝
政
)

代
状
況
を
問
う
問
題
と
し
て
西
欧

世
界
の
真
剣
な
関
心
の
対
象
と
な

り
始
め
て
い
る
。
彼
女
の
死
に
際

し
て
イ
ギ
リ
ス
国
民
が
示
し
た
反

応
は
、
「
世
紀
末
の
狂
操
」
で
は

片
づ
げ
ら
れ
な
い
、
深
刻
な
意
味

て
「
強
く
同
象
づ
り
ら
れ
た
」。

六
月
末
、
香
港
返
還
の
前
夜
、
か

の
地
で
開
か
れ
た
英
国
住
民
に
よ

る
「
お
別
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出

席
し
た
私
は
、
そ
の
一終
世
帯
、
満
場

の
英
国
人
聴
衆
が
総
立
ち
に
な
っ

て
国
旗
を
打
ち
髭
っ
て
(
国
歌
で

は
な
く
)
十
八
世
紀
の
愛
国
歌
「
ル

ー
ル
j

ブ
リ
タ
ニ
ア
」
を
大
合
唱

し、「
弼
酷
よ
、
世
界
を
支
配
せ

よ
」
の
リ
ブ
レ
ー
ン
に
狂
喜
孟
舞

す
る
様
を
見
て
、
植
民
地
支
配
な

ど
よ
り
も
は
る
か
に
深
い
窓
味
で

イ
ギ
リ
ス
の
「
近
代
の
終
わ
り
」
を

シ
ョ
ッ
ク
を
も
っ
て
実
感
し
た
。

自
由
l降

と
の
夏
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
ま
る

で
別
の
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。
少
な
く
と
も
、
「
九
七
年

の
差
は
将
来
、
イ
ギ
リ
ス
史
を

書
く
人
に
と
っ
て
大
変
、
重
要
な

一ト
ピ
ッ
ク
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

五
月
の
総
選
挙
で
「
粧
一
い
」
d

を

一
新
し
た
労
働
党
が
十
八
年
ぶ
り

の
政
権
復
帰
を
果
た
し
た
後
、
七

月
の
香
港
返
還
、
八
月
の

V
Vア

ナ
元
妃
の
死
を
め
ぐ
る

「
狂
燥
」

英
国

「
近
代
」
の
終
わ
り

き
ご
と
が
続
い
た
。

「
ダ
イ
ア
ナ
問
題
L

は
と
れ
ま

で
(
日
本
で
も
そ
う
だ
つ
た
が
)

大
衆
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
い
わ
ば

風
俗
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
も
の

が
、
今
や
イ
ギ
リ
ス
の
国
柄
と
時

を
も
つ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
か

つ
て
長
く
あ
の
国
に
滞
在
し
、
三

十
年
に
わ
た
っ
て
強
い
関
心
を
抱

き
続
げ
て
き
た
私
自
身
、
そ
の
「
重

厚
さ
」
の
国
柄
と
は
か
砂
離
れ
た

今
回
の
反
応
に
は
、
少
な
く
言
つ
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l
e
s
t
r
F
Uト
ト
ト
ト
ト
b
i
rr
r
r
I
，
BL
ト
L
L
L
L
L
ι
L
L
h
L
L
Lト
ト
L
L
L七
L
L
L
L
L
L
L
r
r
r
v十
わ
い
い
h
L
L
L
L
L
L
L
h
L
L
L
L
L
L
Lト
L
Lト
ト
ト
l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1』

ド

ぃ

ト

上

十

ド

い

[
L
Kド
ト

ト

~

:
「ザ

rZ/忽
」
，
室
長
弾
一
万
書
記
量
り
ー
も
、
許
さ
れ
な
い
乙
と
で
す
。
ま
た
、
人
道

ス
晴
」
-
d
ち

-
56
一
戸
塚

1
一ド
谷
包
澗
一
の
手
記
』
全
文
入
手
」
に
見
ら
れ
る
黄
元
書
支
援
と
政
策
的
支
援
は
分
け
に
く
い
。
す
ペ

府
知

l

附昨「
V
脚
色
一
一
ト

ι
Jは
一
記
の
鋭
い
批
判
で
す
。
石
丸
さ
ん
が
奮
い
で
て
霊
祭
政
治
的
な
意
味
あ
い
を
待
つ
わ

一
一
町
慨
イ
ゴ
舵
割
賦
ー罰
一
「
仕
説
買
わ

一一
い
る
中
国
へ
の
越
境
者
の
証
言
で
注
目
し
た
げ
で
、
金
正
日
政
権
の
あ
り
方
に
も
普
遍
的

制

晴

芸

喧

史

遺

…

三

一

の
ま
、
工
場
の
機
械
や
家
財
な
語
れ
る
も
な
ル
l
ル
を
求
め
る
乙
と
の
必
要
性
が
関
わ

体

井

一

イ

丸

ア

飢

罪

里

(

サ

漂

一
一

b

創
出
-
オ
一
一
ィ
石
一
J

一，引
ー叫

い
-
手
。!一
例

一
一
の
は
自
由
市
場
で
売
り
、
そ
れ
で
も
行
き
詰
れ
て
い
る
。

畔
ペ
ヴ
ー
川
ぺ

-一
す
一万
寸
-
入
-
一
軒
一
ま
っ
て
み
な
亡
命
し
て
い
る
点
で
す
。
も
は
橋
爪
さ
ん
よ
く
考
え
る
と
、
北
朝
鮮
閲

細

目

=

駒

治

臨

歓

開

銀

眼

一

品

の

経

済

が

な

り

れ

室

き

て

い

げ

な

い

題

は

日

本

に

震

に

つ

な

が

っ

て

い

る

o

在

い
人

ー
で

越

-
6
ー貸
出
山
劃
一
と
と
ろ
ま
で
来
て
い
る
わ
砂
で
す
。
日
韓
国
・
朝
鮮
人
は
毎
年
、
北
朝
鮮
の
家
侠

点

紅

坦

続

か

礼

白和

明
一

註
一
山
下
悦
子
さ
ん
北
朝
鮮
む
問
題
が
重
要
ら
こ
国
家
予
算
に
匹
敵
す
る
仕
返
的
を
レ
て

し

商

た

境

ト

一
」
白

最

手

建

一

b

l

在
町

一
Jm
因

。
ン
匝
吋
む
封
一
な
の
は
確
か
で
す
が
、
素
人
の
感
覚
で
見
る
き
た
。
可
能
性
は
少
な
い
と
は
い
え
軍
事
的

惇

在

・

浩

明

-M
帰

一
説
ゆ

ーー

一
日
一
と
政
治
的
な
こ
お
い
が
強
す
ぎ
て
取
っ
つ
き
な
暴
発
も
起
乙
り
得
る
。
ま
た
、
「
T
h
i

が
る
i

ち
ゅ

¥
同

小

実

怒

ー佐
E

一

〉

o

b

リ

マ

け
れ

i

司
す
耕
一
一
島
町
り
一

1
月

間

一

に

く

iv

そ
の
点
、
富
一
啄
幸
雄
さ
ん
カ
「
日

s
i
s
読
売
」
で
深
川
由
起
子
さ
ん
も

派

捨

リ

リ

暗

帰

J

膚

記

ーー

順

一

本

人

妻

里

帰

り

『帰
国
』
礼
費
者
た
ち
の
罪
書
い
て
い
ま
す
(
「
破
た
ん
の
危
機
鑓
れ

四

一

切

鵬

鯨

話

一

備

諸

問

一

と

罰

」

(

諸

君

1

)

て

日

本

側

が

要

求

す

る

韓

国

語

」

互

い

ま

緯

国

経

済

は

が

謡
一
日
峨
カ
人
目
臨
時
…
牌
一
一
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
レ
て
挙
げ
た
百
本
人
妻
た
つ
い
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
体
制
が
崩
事

市
醐
環
一
側
出
向
官
話
泊
四
一
の
里
帰
り
、
日
本
人
装
疑
惑
、
覚
せ
い
剤
る
と
と
て
も
支
え
き
れ
ず
、
必
ず
日
本
語

剣

・

ぷ

専

科

吋

f
、
一
密
輸
の
事
実
解
明
」
の
三
つ
は
分
か
り
や
す
及
し
我
々
の
生
活
を
直
撃
す
る
。
そ
れ
を
防

I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
i
-
-
I
l
l
1
ん
い
。
日
本
人
妻
が
北
朝
鮮
に
わ
た
っ
た
経
緯
ぐ
の
は
日
本
の
重
大
な
国
益
で
す
。
乙
う
し

・白

r、
h
F
?
4
P
M、
ゃ
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
や
知
識
人
が
1
9
6
た
北
朝
鮮
と
の
閣
の
死
活
的
利
害
を
身
近
な

i

正
、

T
'
Y
4叫
HY
剖
伊
凶

O
年
前
後
に
「
北
朝
鮮
は
素
晴
ら
し
い
」
と
問
題
と
し
て
読
者
に
訴
え
か
り
、
解
決
を
目

4
l
J
t

、.E
Y
E
-「

4

-
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
と
と
な
ど
が
指
す
よ
う
な
訴
求
力
の
あ
る
論
文
が
見
ら
れ

正
日
の
一北
朝
鮮
」

(
T
h
i
s
-
-
s

読
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
ボ
イ
ス
」
の
西
岡
さ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

古
河
)
や
、
「
世
界
」
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
激
ん
と
、
「
正
論
」
の
荒
木
和
樽
さ
ん
の
「
『
北
』
山
下
さ
ん
林
茂
夫
さ
ん
は
「
朝
鮮
問
題

動
の
南
北
朝
鮮
」
に
も
、
危
機
の
半
島
を
正
の
国
家
犯
罪
詑
致
を
許
し
て
い
い
の
か
」
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
」
(
軍
縮
問
題
資

面
か
ら
見
す
え
始
め
た
点
で
は
、
北
朝
鮮
に
は
、
授
致
事
件
と
い
う
国
家
テ
ロ
に
毅
然
と
料
)
で
、
日
米
安
保
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
批
判

対
す
る
見
方
に
一
定
の
成
熟
を
感
じ
ま
す
。
レ
た
態
度
を
取
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
点
で
す
る
中
で
、
食
糧
支
援
問
題
に
触
れ
て
「
隣
人

橋
爪
大
三
郎
さ
ん
今
は
単
な
る
分
析
、
共
通
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
飢
餓
」
の
と
の
近
所
づ
き
あ
い
」
と
レ
て
対
北
朝
鮮
関

報
道
で
は
な
く
、
日
本
が
ど
う
い
う
ア
ク
シ
映
像
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
一
般
庶
民
は
人
選
係
を
と
ら
え
直
す
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
し

ヨ
ン
を
取
る
べ
き
か
が
関
わ
れ
て
い
る
。
一
支
援
を
レ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
レ
ま
か
し
、
「
つ
き
あ
い
」
の
前
提
が
で
き
て
い

つ
は
食
糧
支
援
の
問
題
で
、
人
道
的
観
点
か
う
。
面
白
か
っ
た
の
は
出
井
さ
ん
の
論
文
で
、
な
い
。

‘

中
西
さ
ん
北
朝
鮮
の
日
本
人
配
偶
者
が

自
由
に
帰
国
で
き
る
の
は
当
然
で
、
本
来
は

北
朝
鮮
の
譲
歩
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
核
査

察
も
、
詮
致
疑
惑
の
解
明
も
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
政
治
的
に
利
用
す
る
北
朝
鮮
の
外
交
姿
勢

は
異
様
で
す
。
乙
の
点
で
国
際
ル
l
ル
の
観

点
が
一
つ
の
取
っ
か
か
り
に
な
る
。
も
う
一

つ
の
取
う
か
か
り
は
日
本
の
死
活
的
利
害
に

か
か
わ
る
問
題
で
す
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

外
交
が
そ
れ
で
、
と
れ
に
つ
い
で
は
日
本
の

1997年(平成9年) 10月20日(月曜日)
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文化(夕刊)⑤ 間新日毎⑤ 〈第3種郵便明認可)

-特集朝鮮半島97秋(重村智計、小此木政夫、朱建
ι 栄、鈴木典幸、渡辺利夫中央公論
総書記就任などで新パワーゲームが始まった〈重村〉

・金正日の次の一手(武貞秀士)

中
西
分
析
に

中
西
輝
政
さ
ん
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
(北
朝
鮮
)
の
金
正
日
総
書
記
就
任
と
、

日
本
人
配
偶
者
の
里
帰
り
問
題
や
日
本
人
並

致
疑
惑
、
食
糧
危
機
、
さ
ら
に
日
米
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
な
ど
が
重
な
り
、
各
雑
誌

が
特
集
を
組
む
な
ど
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

「
中
央
公
論
」
の
特
集

「
朝
鮮
半
島
釘
秋
」

は
精
力
的
で
す
。
重
一一村
智
計
さ
ん
の
「
戦
略

的
朝
鮮
半
島
論
議
の
す
す
め
」
は
、
米
中
の

対
抗
を
軸
に
大
き
な
構
図
を
問
題
に
し
、
小

此
木
政
夫
さ
ん
の
「
金
大
中
が
勝
て
ば
ど
う

な
る
」
は
、
大
統
領
選
を
め
ぐ
る
韓
国
圏
内

橋
爪
死
活
的
利
害
考
え
よ

輝政さん

橋爪大三郎さん

悦子さん山下

の
混
乱
を
描
い
て
い
ま
す
c

朱
建
栄
さ
ん
の
ら
援
助
す
べ
き
だ
と
す
る
も
の
と
二
凶
岡
力

I
1
2
h
t
f
ト

「

富

の

霊

長

」

は

中

国

の

で

い

さ

ん

の

「

喜

『

重

量

の

危

険

」

山

下

命

譲

二

校

っ

関
与
の
動
き
を
論
じ
て
い
ま
す
。
乙
う
し
た
(
ボ
イ
ス
)
の
よ
う
に
軍
事
独
裁
政
権
の
人

a
Ei
-
-
a
i
l
-
J

大
き
な
状
況
論
の
一
方
で
、
鈴
木
典
幸
さ
ん
権
抑
圧
に
加
担
す
る
と
と
に
な
る
の
で
問
題
在
日
朝
鮮
人
も
若
い
世
代
で
は
考
え
方
が
変

の
「
北
の
メ
デ
ィ
ア
は
何
を
伝
え
て
い
る
か
」
だ
と
す
る
も
の
、
そ
の
中
聞
に
、
小
此
木
さ
わ
っ
て
き
て
い
る
乙
と
が
分
か
る
。
韓
国
籍

は
北
朝
鮮
の
公
的
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
フ
ォ
ー
ん
の
「
『
管
理
さ
れ
た
飢
餓
』
金
正
日
・
北

-
へ
の
変
更
の
動
き
や
在
日
商
正
人
に
よ
る
北

ロ
l
し
、
渡
辺
利
夫
さ
ん
の
「
い
つ
ま
で
も

・
朝
鮮
と
の
つ
き
合
い
方
」
(
潮
)
の
よ
う
に
、
朝
鮮
へ
の
投
資
の
実
態
に
つ
い
て
詳
細
に
紹

っ
か
北
朝
鮮
経
済
」
も
自
分
の
訪
朝
経
蔵
を
人
道
緩
助
と
政
策
的
援
助
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
介
レ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

踏
ま
え
低
い
回
線
で
書
い
て
い
ま
す
。
他
の
け
る
べ
き
だ
と
ず
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、

「
T
h
i
s
-
-
S
読
売
」
の
「
シ
ミ
ュ
レ

雑
総
で
は
、
北
朝
鮮
の
権
力
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
実
際
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
が
今
一
つ
見

1
シ
ョ
ン

『朝
鮮
有
事
』
」
と
べ
「
週
刊
金

を
載
せ
た
武
貞
秀
士
さ
ん
の
「
金
正
目
の
次
え
て
と
な
い
。
次
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
以
の
問
隠
目
印
/

3
」
の
韓
桂
玉
さ
ん
の
「
新
ガ
イ
ド

の
一
手
」
(
ボ
イ
ス
)
が
目
を
引
き
ま
ル
た
。
題
で
女
1

朱
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
ラ
イ
ン
『有
事
』
強
化
を
見
つ
め
る
在
日
朝

総
書
記
就
任
の
分
析
ど
し
て
は
、
「
ア
エ
ラ
固
に
は
中
園
、
韓
国
に
は
韓
国
の
視
点
が
あ
鮮
人
の
自
」
が
対
照
的
で
し
た
。
後
者
を
読

叩
/
6
」
の
「
『
総
書
記
就
崖
へ
四
つ
の
り
、
当
然
日
本
応
も
日
本
の
視
点
が
な
貯
れ

，
む
と
、
庶
民
に
と
っ
て
知
ら
な
い
で
は
済
ま

必
然
」
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
ば
な
ら
な
い
。
そ
ζ
か
ち
具
体
的
な
選
沢
肢
さ
れ
な
い
と
と
が
着
々
と
進
行
し
て
い
る
ん

北
朝
鮮
報
道
が
厚
み
を
増
し
て
き
だ
と
感
じ
を
考
え
て
い
く
現
実
的
な
議
論
が
欲
し
い
。
だ
な
と
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。

さ
せ
る
の
が
出
井
康
博
さ
ん
の
「
北
朝
鮮
を
北
朝
鮮
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
武
貞
さ
ん
が
、
中
西
さ
ん
北
朝
鮮
問
題
で
日
本
の
一
選
沢

見
捨
て
る
在
日
商
工
人
た
ち
」

(フ
ォ

l
サ
す
べ
て
の
北
朝
鮮
幹
部
は
金
正
日
派
で
、
反
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
は
、
な
か

イ
ト
尚
9
)
で
、
在
日
朝
鮮
人
の
「
金
五
日
金
正
日
派
は
い
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
1

そ
な
か
突
破
で
き
な
い
壁
が
あ
る
。
大
状
況
を

離
れ
」
や
ド
ラ
イ
な
二
世
た
ち
を
衝
い
て
い
の
通
り
で
し
ょ
う
が
ー
だ
か
ら
金
正
百
体
制
分
析
す
る
議
論
は
必
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

ま
す
。
石
丸
次
郎
さ
ん
の
「
『
飢
餓
難
民
』
は
万
全
、
乙
は
い
え
な
い
。
反
抗
の
這
が
封
で
は
い
げ
な
い
。
飽
食
の
日
本
の
す
ぐ
そ
ば

が
中
朝
国
境
を
越
え
る
」
(
ア
エ
ラ
叩
/
6
)

じ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
人
々
の
内
部
に
は
に
独
裁
と
飢
餓
に
苦
し
む
国
が
あ
る
の
に
、

も
、
飢
餓
に
苦
じ
む
人
々
の
肉
声
を
伝
え
て
「
反
金
正
日
」
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
蓄
日
本
人
が
と
の
問
題
を
ど
と
か
間
違
に
感
じ

い
ま
す
。
辺
真
一
さ
ん
の
「
最
新
事
情
金
積
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
↓
つ
の
例
が
、
で
い
る
の
は
、
人
間
的
な
感
情
か
ら
い
っ
て

9 
e 
修

「
気
候
変
動一
枠
組
み
条
約
第
三

回
締
約
国
会
議
」
と
い
う
長
い
名

前
の
会
議
が
、
ま
も
な
く
京
都
で

開
か
れ
る
。
石
油
や
石
炭
を
燃
や

し
て
出
て
く
る
炭
酸
ガ
ス
の
せ
い

で
、
地
球
が
温
ま
り
す
ぎ
る
と
困

る
の
で
、
今
の
う
ち
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
日
り
よ
う
と
い
う
相
談
だ
。
(
な

ぜ
炭
酸
ガ
ス
が
地
球
を
温
め
る
の

か
と
い
う
理
屈
や
、
地
球
環
境
へ

の
影
響
は、
『
月
刊

k
e
-
-
d
a
n

中西r
e
n』
叩
月
号
な
ど
に
詳
し
い
)
ん
と
か
と
の
会
議
を
と
り
ま
と
め
均
気
温
も
急
上
昇
し
て
い
る
乙
と

と
乙
ろ
が
議
長
国
を
つ
と
め
る
よ
う
と
、
一
九
九
O
年
比
で
5
M
W
だ
。
手
遅
れ
に
な
る
前
に
歯
止
め

日
本
は
、
頭
が
痛
い
。

E
U
(ヨ
削
減
と
い
う
A
控
え
め
な
自
穣
V

を
か
り
る
乙
と
は
、
至
上
命
令
で

!
ロ
ッ
パ
連
合
)
の
諸
国
が
一
致

一
を
提
案
す
る
乙
と
に
レ
た
。
環
境
あ
る
。

し
て
、
炭
酸
ガ
ス
の
排
出
を

一
九
庁
が
通
産
省
に
押
し
切
ら
れ
る
か
も
う
ひ
と
つ
、
厳
し
い
環
境
規

九
O
年
よ
り
目
%
も
滅
ち
す
と
主
た
ち
で
決
ま
っ
た
と
い
う
。
制
こ
そ
、
日
本
の
国
益
で
あ
る
乙

と
を
よ
く
理
解
す
べ
き
だ
。
と
れ

5
%
で
・は

J

な

ま

ぬ

る

い

ま

で

も

日

産

、

省

エ

ネ

実

績

を

あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
こ
十
一
世

張
し
て
い
る
の
に
対
レ
て
、
ア
メ
炭
酸
ガ
ス
が
ど
れ
く
ら
い
地
球
紀
、
事
態
は
格
段
に
深
刻
さ
を
噌

リ
カ
は
現
状
維
持
さ
え
む
ず
か
し

一
を
温
暖
化
す
る
の
か
、
正
確
な
と
す
。
環
境
に
と
乙
と
ん
鹿
描
出
し
た

い
と
、
き
わ
め
て
消
極
的
だ
か
ら
h

と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
わ
か
っ
「
持
続
可
能
な
経
済
」
で
な
い
と

だ
(
「
ア
メ
リ
カ
は
や
る
気
な
し
で
い
る
の
は
、
経
済
発
展
に
と
も
生
き
残
れ
な
い
。
そ
の
た
め
の
技

?
」
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
叩

/m
-な
い
L
灰
酸
ガ
メ
温
度
が
急
唱
し
て
術
開
発
に
全
方
を
集
中
す
る
べ
き

号
)
。
そ
乙
で
日
本
政
府
は
、
な

?い
る
と
と
。
そ
れ
に
つ
れ
て
へ
平
だ
。
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
石
油
な

っ
き
難
さ

立
場
は
米
穏
と
は
違
つ
。

山
下
さ
ん
北
朝
鮮
が
内
部
か
ら
民
主
化

し
、
自
ら
変
革
レ
て
い
く
可
能
性
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

橋
爪
さ
ん
そ
の
可
能
性
は
、
ま
ず
な
い

と
思
い
ま
す
。
「
中
央
公
論
」
で
鈴
木
さ
ん

が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
や
北
朝
鮮
は

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
国
家
か
ら
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

国
家
へ
と
変
化
し
て
い
る
」
。
情
報
統
制
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
締
め
付
り
が
強
く
、

一

人
々
が
自
発
的
に
特
殊
な
世
界
観
を
受
け
入

れ
て
い
る
面
も
あ
る
。
死
活
的
利
害
が
か
か

っ
て
い
る
以
上
、
専
門
家
以
外
に
も
多
く
の

日
本
人
が
関
心
を
持
ち
、
多
角
的
な
研
究
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

マ
な
か
に
し
・
て
る
ま
さ
京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
東
京
工
業

大
学
教
授
(
社
会
学
)

マ
や
ま
し
た
・
え
っ
こ

女
性
史
研
究
家

ど
資
源
の
浪
費
を
脱
し
に
く
い
街

道
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
と
の

問
題
で
E
Uに
同
調
し
、
ア
メ
リ

カ
に
対
す
る
「
環
境
カ
1
ド
」
を

手
に
で
き
る
の
だ
。

現
状
で
先
進
国
が
炭
酸
刃
ス
を

如
え
る
と
、
産
業
が
発
展
途
よ
国

に
脱
出
し
、
か
え
っ
て
環
境
が
悪

化
す
る
と
い
う
予
想
も
あ
る
。
検

討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
だ
が
、

京
都
会
議
へ
の
関
心
が
務
い
の
は

ど
う
し
た
乙
と
か
。
日
本
の
、
い

や
人
類
の
命
運
が
か
か
っ
た
重
大

会
議
な
の
で
あ
る
。ー(

橋
爪
大
三
郎
)
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l 雑誌を読む|
11月

1997年(平成9年) 1 1月20日(木曜日)

.私のお勧め2点・ 〈注記した以外の月刊誌はすべて12月号〉

橋爪大三郎 山 下 悦 子 中西 輝政 編集部

。座か談う会「アジアのナショナリズムはどこへ向 。藤死刑森囚永山則夫晴政の「最後のノートj(遠藤誠、 。行政改革とは何か(加藤寛) 。28年前の「酒鬼蓄積」は今(奥野修司)
か?j (菱昌一山室信ーほか)==位界 研、阿部 ほか論鹿 =ボイス =文義春秋

経済成長とともに強、まるアジアのナショナリ 死刑が確定した90年からのノート24冊のうち 行革がギリギリのがりっぷちにある今、その 当時15歳の高校生が起とした同級生惨殺事件
ズム。あるべき協力関係を各国の学者カf討論 のほん、環Mの境一・部ぺN の掲載なのが物足りないが・.. 原点を再度強力に訴える議論 のその後をたどり、少年法の問題を提起する

@r南京大虐殺j，をどう読むか(福田和也) @対談 Gorまいま何をすべきか(堂本 @郵取政材民班営)化 火だるまの攻防(向谷進&特別
@入緊急門企防(野画衛坂協昭3力0如歳の、た以田下め中のの明新た彦指め)=針の新広の告意ガ批味イ評をド反1ラ1月イ号ン=著者君! 暁子 ロー-世界 =文義春秋

ジョン・ラーべ日記を読む。日本兵の蛮行を 地球温暖化防止京都会議を前にした必見の特 とのまま 「幻に終わる」かも知れない行宣言へ 日米 対・
省み、加害者として自らの罪を認める誇りを 集 rC02一どうすれば減らせるか」の l編 の危機感から、密室の攻防を鋭くえぐり出す 賛成双方の論客が分かりやすい言葉で再検討

批評と表現文化(夕刊)聞新日毎

ド
k

f
l
l'
Y3一
い
る

と

主

主

義

足

意

義

し

で

勧

ム

り

で

す

J

ビ
ッ
グ
パ
ン
に
U

室

ス

る

論

n

h

m
幅
論
は
大
切
で
、
百
本
の
政
治
が
融
解
し
意
思
期
是
正
措
置
に
し
ろ
、
ぞ
れ
な
し
で
や
ろ
う

な

謡

ν硝
決
定
宮
祭
働
か
な
く
な
っ
て
い
る
と
す
と
す
る
、
今
の
金
融
を
め
ぐ
る
露
突
き

=

し

中

吻

ラ

安

る

「

フ

ォ

l
サ
イ
ト
」
の
タ
ス
カ
さ
ん
の
分
な
決
断
は
全
部
間
違
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

姐
二
の
エ
叩
析
も
そ
の
通
り
で
す
。
高
一
尾
義
一
さ
ん
の
「
平
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
設
定
し
た
た
め
に
危
機

欠

家

ア

カ

が
り
業
=
り
成
大
不
自
の
深
層
」
(
ボ
イ
ス
)
は
、
ロ
ン
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
構
図
が
あ
る
。
結

覚

酎

起

渋

グ

ウ

エ

ー
ブ
仮
説
、
郡
部
成
長
率
の
屈
折
な
局
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
解
決
し
か
な
い
が
、

)

楓
鴨
拘
乱
ど
の
概
念
を
用
い
て
、
深
い
き
ろ
か
ら
燈
そ
の
リ
ス
ク
は
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

一
的

付

立

の

史

的

状

況

を

理

爾

的

に

押

さ

え

て

い

ま

す

。

受

一げ
止
め
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が

義

史

ず

成

関

「

フ

ォ

l
サ
イ
ト
」
の
h
暮
さ
ん
ま
、
日
本
な
い
の
が
真
の
危
機
な
の
で
す
。

尾

歴

ら

に

機

J

b

高
、
知
え
融
人
の
苦
手
な
情
報
戦
に
つ
い
て
、
日
本
経
済
橋
爪
さ
ん
不
況
と
い
う
の
は
本
来
、
物

(

は

況

う
金
の
近
代
じ
の
難
し
さ
と
併
せ
て
論
じ
て
い
ま
価
や
地
価
が
下
が
り
、
金
利
も
下
が
っ
て
新

層

に

不

の

る

ィ

深

断

は

み

震

よ

す

。

「
ア
エ
ラ
日
/
叩
」
の
「
1
万
5
千
円
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
起
と
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

の
判

群

厚

激
に
割
れ
で
大
不
況
」
も
、

「
財
政
再
建
を
少
し
り
ま
す
。
中
沢
孝
夫
さ
ん
の
ル
ポ
「
東
大
阪

禁
一
認
畑
一
間
後
に
ず
ら
し
て
で
も
減
税
を
実
堕
せ
よ
と
工
場
群
は
不
況
知
事
」
(
異
議
)
に

大

の
阪
技
益
す
る
な
ど
危
機
感
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
よ
る
と
、
東
大
阪
市
に
集
中
し
て
い
る
中
小

成
局
大
盤
集
み
橋
爪
さ
ん
銀
行
家
や
政
府
当
局
者
、
企
企
業
に
は
企
柔
努
力
の
結
果
、
す
ば
ら
し
い

平

当

東

基

符

合

A
'
A
'
A
'

業
の
ト
ッ
プ
・
中
堅
幹
部
な
ど
は
、
経
済
現
技
術
力
と
国
際
競
争
力
を
持
ち
、
乙
の
不
況

象
の
理
解
、
も
っ
と
言
え
ば
経
済
学
の
理
解
下
で
も
業
績
を
鉱
大
し
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
足
り
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
自
分
で
判
断
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
と
う
し
た

し
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
経
済
の
か
じ
取
り
を
例
は
少
な
い
。
低
金
利
な
の
に
設
備
投
資
が

し
て
い
く
感
覚
が
、
特
に
バ
ブ
ル
の
と
ろ
に
刺
激
さ
れ
て
い
な
い
の
が
景
気
の
上
向
か
な

う
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
片
山
修
さ
ん
い
原
因
で
、
そ
の
結
果
、
資
金
が
海
外
に
逃

は

「ヤ
定
ハ
シ
型
倒
産
は
ま
だ
続
く
」
(
中
げ
出
し
て
い
る
。
財
政
再
建
も
大
事
で
す
が
、

央
公
論
)
。で

今
の
不
況
・
倒
産
は
カ
ネ
余
り
そ
う
い
う
消
極
策
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
乙

状
況
の
中
で
起
と
っ
た
な
ど
と
指
摘
し
ま
す
う
い
う
新
し
い
産
業
を
作
る
、
こ
う
い
う
新

が
、
預
貯
金
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
と
、
今
レ
い
部
門
に
投
資
す
る
と
い
っ
た
前
向
き
の

起
と
っ
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ク
ラ
ン
チ
長
期
計
画
も
打
ち
出
す
べ
き
で
す
。

(
貸
し
渋
り
)
と
は
両
立
す
る
。
「
現
代
」
中
西
さ
ん

日
本
の
現
状
は
、
1
9
8
2、

の
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
来
、
銀
行
田
年
ご
ろ
の
米
園
、
打
、
河
年
ご
ろ
の
英
国

は
「
担
保
は
な
く
と
も
、
企
業
の
収
益
性
ゃ
に
近
い
。
乙
の
ま
ま
行
く
と
結
局
、
国
民
は

一
層
大
き
な
痛
み
を
感
じ
、
雇
用
不
安
も
広

が
る
で
し
ょ
う
。
結
局
、
共
同
体
を
ど
の
よ

う
に
運
営
す
る
か
と
い
う
日
本
人
の
姿
勢
の

問
題
だ
と
思
う
。
経
済
だ
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、

司
法
制
度
、
大
学
な
ど
の
教
育
制
度
、
社
会

治
安
な
ど
あ
ら
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
の
制
度
疲
労

が
は
っ
き
り
し
て
き
で
い
る
。
共
通
す
る
の

は
、
本
当
の
破
局
を
経
験
し
な
い
と
変
え
ら

れ
な
い
の
か
、
一
歩
手
前
で
回
避
し
て
改
革

へ
向
か
う
の
か
と
い
う
大
き
な
分
か
れ
道
に

J療機1~~察宗務長
.大不況を覚悟せよ (水谷研治-文著書春秋 九
右肩下がりを迎えた。改革を行い 5年聞は耐え忍べ: ~:;.
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・「世界同時株安」で日本が敗れた 「情報戦j (小暮:仁
史章フオーサイトNoll'l
「情報本位制」下の世界市場はリスク転嫁ゲームの場 1

・「下降線」をたどり続けるほかない日本(ピータ-J'
・タスカ-フオーサイトNoll
底に落ちないと「改革」に向かう危機感は生まれない 1L 

橋
爪
前
向
き
施
策
、
打
ち
出
せ

橋
爪
大
三
郎
さ
ん

m月
の
世
界
同
時
株
の
ア
メ
リ
カ
に
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
」

暴
溶
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
日
本
経
済
は
一
「
『
破
綻
』
は
早
砂
れ
ば
来
年
三
月
ま
で
に

段
と
底
冷
え
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
始
ま
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
「
文
饗
春
秋
」

政
府
も
震
近
、

景
気
判
断
を
「
緩
や
か
な
回
の
水
谷
さ
ん
も
、
国
民
は
生
活
水
準
を
下
げ

復
」
か
ら
「
足
踏
み
状
態
」
に
変
え
ま
し
た
て
耐
え
る
し
か
な
い
と
し
て
い
ま
す
し
、
不

が
ス
単
な
る
景
気
循
環
に
よ
る
後
退
局
面
で
安
感
を
あ
お
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

は
な
に
て
、
ぞ
と
に
は
構
造
的
な
要
因
が
あ

中
西
輝
政
さ
ん

月

刊
誌
は
、
株
暴
落
以

る
。
不
況
に
直
面
し
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
前
の
状
況
を
踏
ま
え
て
編
集
さ
れ
て
い
る
の

目
先
の
手
段
に
と
ら
わ
れ
ず
に
我
慢
せ
よ
と
で
、
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
貯
は
強
い
が
、
ま
だ
危

訴
え
か
り
る
も
の
に
共
感
し
ま
し
た
。
水
谷
‘

I
l
‘1

‘
I

E

6

l

;

;

‘

b

F

‘
.

r
M
U
'同
国
-
豆
諸
調
也
、
J
t
'
・
凶
「
皇
、
、
』
，
、
P
玉
目
、

研
治
さ
ん
の
「
大
不
況
を
覚
悟
せ
よ
」
(
文
中
西
団
四
国
匹
盛
明

-Fι
品
提
唱
干
λ
川

J
N
v
-
E
B
F

義
春
秋
)
は
、
目
先
の
景
気
対
策
で
財
政
出
』
4
1
i
4
l
E
t

，t
、

-
J
2
d
-
E
一

、
4

6

こ
1

J

動
を
求
め
る
圧
力
は
必
ず
強
く
な
る
げ
れ
ど
機
感
が
務
い
と
感
じ
ま
し
た
。
一
時
1
万
5

成
長
性
を
評
価
し
、
将
来
性
が
あ
る
企
業
へ

も
、
む
し
ろ
政
府
は
歳
出
の
カ
ッ
ト
を
き
ち

0
0
0円
割
れ
し
た
株
価
水
準
な
ど
を
考
え
融
資
し
て
利
益
を
得
る
と
い
う
の
が
基
本
的

ん
と
や
り
、
消
費
税
も
m
m
wま
で
引
ぎ
上
げ
、
れ
ば
、
世
界
恐
慌
に
匹
敵
す
る
事
態
が
起
こ
な
役
割
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
銀
行

5
年
聞
は
耐
え
忍
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
処
方
せ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
金
融
シ
ス
テ
ム
維
は
土
地
を
抵
当
に
貸
し
ま
く
り
バ
ブ
ル
に
巻

ん
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
「
現
代
」
の
「
来
持
の
た
め
公
的
資
金
投
入
が
必
要
に
な
っ
て
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
打
つ
べ
き
手
は
、

曽
有
の
大
恐
慌
が
や
っ
て
き
た
」
(
グ
ル
l

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
住
専
問
題
の
時
の
国
倒
れ
る
べ
き
金
融
機
関
は
倒
し
、
残
す
と
と

プ
幻
)
で
、
グ
ロ
l
パ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
民
の
反
対
を
考
え
れ
ば
、
政
治
家
は
手
が
打
ろ
は
公
的
資
金
を
投
入
レ
て
で
も
残
す
と
い

取
り
入
れ
て
世
界
と
競
争
で
き
る
体
質
の
経
て
な
い
。
こ
れ
が
危
機
の
本
質
で
は
な
い
の

B
I
l
-
-
4
p
i
-
-
h
p
h

・

6
L
E
a
・'
6
・

・

-
E

・ae
-
-
a
M
h
v
‘
a
a
h

，、、，
I
A

・L

・-a仇
帽

V

】一、
aF

・

済
に
作
り
直
し
、
一
か
ら
出
直
せ
と
い
う
提
か
。
今
の
危
警
ど
う
管
理
す
る
か
と
い
う
山
下

一玉

三

式

b
士
唱
m
T
Aリ
恒
匂
揖
畑
町
調

rz

言
で
す
。
総
じ
て
、
構
造
不
況
の
原
因
や
対
短
期
的
課
題
と
と
も
に
、
長
期
的
に
規
制
緩

B
E
E
-
-
4
ノ・

1
4
l
、
4

寸

j
J
a
-
-
F
h
e
:

策
に
つ
い
て
、
自
信
を
持
っ
て
と
れ
だ
と
納
和
・
行
革
を
進
め
、
財
政
再
建
の
足
場
を
固

得
さ
せ
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
め
る
必
要
も
あ
る
。
繁
栄
の
一夢
は
終
わ
っ
て

山
下
悦
子
さ
ん
小
暮
史
章
さ
ん
の
「
冨
歴
史
的
に
大
き
な
衰
退
期
に
入
り
始
め
て
い

界
同
時
株
安
』
で
日
本
が
敗
れ
た
『情
報
戦
』
」

(
フ
ォ

I
サ
イ
ト
尚

nv
が
叩
年
前
の
ブ
ラ

ッ
ク
マ
シ
デ
ー
と
の
違
い
を
指
摘
し
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
電
脳
空
間
で
起
き
た

初
の
株
式
相
場
の
波
乱
で
あ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
ピ
l
タ
l
・
タ
ス
カ
さ
ん
は
『
『
下

降
線
』
を
た
ど
り
続
財
る
ほ
か
な
い
-
日
本
」

ハ
同
)
で
、

「日
本
人
は
危
機
感
を
持
つ
こ

と
が
必
要
だ
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
は
個
人
の
投
資
家
が
2
割
前
後
と
少
な
い

の
で
ま
だ
危
機
感
が
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
国
際
競
争
を
生
き
扱
く
た
め
の
改
革
や

政
治
の
あ
り
方
が
後
手
記
回
っ
て
い
る
と
レ

た
ら
、
政
治
家
や
官
僚
だ
り
で
な
ぐ
国
民
全

体
が
危
機
感
を
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う
。
「
未

曽
有
の
大
恐
慌
が
や
っ
て
き
た
L

は
分
か
り

ゃ
す
か
っ
た
。
既
に
「
平
成
恐
慌
」
に
突
入

し
て
い
る
と
い
う
認
識
で
、
明
世
界
恐
慌
下

9 e 
l隊

拠
地
に
住
ん
で
い
る
の
だ
が
、
フ

ラ
ン
ス
行
き
の
ゴ
1
ル
を
決
め
た

「
野
人
岡
野
」
が
、
浦
和
レ
ッ
ズ

の
選
手
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
で
、

子
供
達
の
フ
ィ

l
パ
ー
ぶ
り
は
頂

点
に
達
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
グ

別
世
紀
最
後
の
W
杯
の
た
め
に
」

と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
4
本
の
エ

Y
セ
1
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
福

健
太
氏
に
よ
れ
ば
、
国
家
原
理
に

従
属
し
て
き
た
近
代
サ
ッ
カ
ー

は
、
今
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
l
ム

来
年
6
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催

さ
れ
る
今
世
紀
愚
後
の
W
杯
を
め

ざ
し
て
の
イ
ラ
ン
四
日
本
の
サ
ッ

カ
ー
戦
は
、
視
聴
率
灯
・
9
M
W(
ビ

デ
オ
・
リ
サ
ー
チ
、
関
東
地
区
ν、

瞬
間
最
高
で
は
、
延
長
戦
に
λ
る

直
前
に
町
・
7
%を
記
録
し
た
。

わ
が
家
で
も
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
子

供
達
の
歓
声
が
深
夜
ま
で
響
い
て

い
た
。
熱
狂
的
な
サ
ボ
l
タ
1
の

存
在
で
有
名
な
浦
和
レ
ッ
ズ
の
本

サ
ッ
カ
ー
と
い
う
快
楽

ラ
ウ
ン
ド
を
埋
め
つ
く
し
た
日
本

の
サ
ボ
l
タ
1
達
の
姿
と
わ
が
家

の
子
供
達
の
姿
と
が
重
な
り
、
「
と

の
現
象
は
一
体
な
ん
た
!」
と
考

え
た
。「

論
座
」

U
月
号
が
「
論
考

か
ら
国
家
の
多
民
族
化
の
震
前
線

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
国
家
原

理
そ
の
も
の
の
終
駕
を
内
包
し
て

い
る
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
代
表

チ
1
ム
の
顔
ぶ
れ
は
、
中
心
選

手
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
フ
リ
カ
、
ア

〈左から〉中西輝政さん、山下悦子さん、
橋爪大三郎さん=毎回新聞東京本社で

う
厳
し
い
取
捨
選
択
だ
と
思
う
。
「
現
代
」

の
論
文
が
言
う
「
無
能
な
銀
行
員
」
に
平
均

以
上
の
給
与
を
払
っ
て
い
る
国
際
競
争
力
の

な
い
無
駄
な
体
質
を
削
り
、
生
き
残
る
銀
行

も
大
幅
な
整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
う
え
で
、
起
業
家
が
生
ま
れ
、
新
し
い

産
業
分
野
を
作
る
の
に
役
に
立
つ
長
期
的
施

策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
す
。

山
下
さ
ん
熊
谷
勝
行
さ
ん
は
、
黒
田
禄

郎
さ
ん
と
の
対
談
「
『
緩
や
か
な
回
復
』
の

嘘
八
百
」
(
ボ
イ
ス
)
で
、
経
済
実
態
の
観

点
か
ら
寸
『
景
気
回
復
』
と
い
い
つ
づ
砂
た

政
府
の
ミ
ス
リ
ー
ド
の
責
任
は
重
い
」
と
明

確
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
景
気
や
産

業
活
動
の
実
感
的
な
状
態
を
理
解
せ
ず
現
実

と
遊
離
し
て
い
る
と
批
判
し
、
「
不
良
債
権
問

題
を
一
気
に
整
理
す
る
」
し
か
な
い
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
す
べ
て
後
手
に

回
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

中
西
さ
ん
大
盈
の
公
的
資
金
投
入
の
決

断
な
し
で
不
良
債
権
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

今
あ
る
ζ
と
で
す
。
価
値
観
の
レ
ベ
ル
の
変

革
が
必
要
で
、
水
谷
さ
ん
の
い
う
よ
う
に
取

り
あ
え
ず
生
活
水
準
の
低
下
を
受
砂
入
れ
る

し
か
な
い
。
「
ボ
イ
ス
」
で
高
尾
さ
ん
が
金

融
恐
慌
下
の
井
上
準
之
助
の
言
葉
を
引
い
て

い
ま
す
が
、
当
時
、
危
機
が
起
こ
っ
た
の
は
、

経
済
界
や
政
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
「
自
分

の
社
会
的
地
位
が
務
ち
る
」
な
ど
と
自
己
中

心
の
ミ
1
イ
ズ
ム
に
徹
し
て
い
て
、
行
う
べ

き
整
理
を
先
延
ば
レ
に
し
た
せ
い
だ
と
い
う

の
で
す
。
日
本
社
会
は
今
、
全
く
同
じ
サ
イ

ク
ル
に
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
退
の
兆

候
に
対
し
て
は
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
を
含
む
「
厳

し
さ
」
に
よ
る
し
か
、
生
命
力
の
再
生
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

東
京
工
業
大

学
教
授
(
社
会
学
)

や
ま
し
た
・
え
っ
こ
女
性
史
研
究
家

な
か
に
し
・
て
る
ま
さ
京
都
大
学
教
授

(
国
際
政
治
学
)

ラ
ブ
圏
か
ら
の
移
民
の
息
子
、
海
め
、
な
ん
て
思
う
わ
り
が
な
い
」

外
領
土
の
出
身
者
だ
。
日
本
で
も
「
オ
レ
の
興
味
は
自
分
が
世
界
で

呂
比
須
ワ
グ
ナ
1
や
ラ
モ
ス
瑠
ど
れ
く
ら
い
適
用
す
る
か
と
い

偉
、
富
津
ミ
ッ
シ
ェ
ル
な
ど
の
選
う
、
た
だ
そ
れ
だ
り
」
と
言
っ
て

手
が
活
躍
し
、
「
君
が
代
」
を
口
の
げ
る
「
世
界
性
」
を
持
っ
た
選

ず
さ
む
の
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
日
本
手
が
登
場
し
て
き
で
い
る
。

人
と
は
限
ら
な
い
現
象
が
起
き
て
「
サ
ッ
カ
ー
好
き
は
旅
行
好
き

い

る

。

で

あ

り

、

サ

ッ

カ

ー

の

楽

し

さ

広
瀬

一郎
民
の
ベ
サ
ヅ
カ
!
と
は
旅
の
楽
し
さ
だ
」
と
は
、
サ

は
「
メ
デ
ィ
ア
と
結
託
す
る
世
界

ッ
カ
l
愛
好
家
中
条
一
雄
民
の

商
品
」
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
。
弁
。
日
本
'
の
サ
ボ
l
タ
ー
も
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
培
島
み
サ
ッ
カ
ー
そ
れ
自
体
に
酔
い
し
れ

ど
り
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
て
し
ま
う
欧
州
や
南
米
の
サ
ッ
カ

に
、
今
回
大
活
躍
だ
っ
た
中
田
英

1
狂
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
み
る

寿
選
手
の
よ
う
な
「
日
の
丸
の
た
べ
き
か
。
(山
下
悦
子
)
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今の行革は外国人のための、‘績から来ている行革だ I

に
、
た
ま
た
ま
私
自
身
が
『
大
英
そ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
乙
で
詳
の
あ
り
様
を
み
て
い
る
と
、
「
衰

帝
国
衰
亡
星
と
題
す
る
本
を
出
し
く
論
じ
ら
れ
な
い
し
、
す
で
に
空
白
一
文
字
が
徐
々
に
真
に
迫

し
た
と
乙
ろ
、
幸
い
大
き
な
反
響

故
・
高
坂
正
尭
氏
の
定
評
あ
る
っ
て
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
も
感

を
得
た
の
だ
が
、
そ
の
関
係
で
私
『
文
明
の
衰
亡
す
る
と
き
』
や
、
じ
ら
れ
る
。
し
か
レ
過
去
、
高
度
成

の
と
ζ
ろ
に
各
方
面
か
ら
、
大
英
刊
行
中
の
塩
野
七
生
氏
の
『
早
l

長
の
真
つ
最
中
に
お
い
て
も
、
ぁ

帝
国
の
衰
退
を
ロ
l
マ
帝
国
と
比
マ
人
の
物
語
』
な
ど
の
優
れ
た
作
る
い
は
明
治
・
大
正
期
の
、
そ
れ

!

!
?

-

v

I

F

-

-

-

h

と
そ
「
坂
の
よ
の
雲
」
を
め
ざ
し
て

i
民

亡

史

」
へ

乞

業

心

自

主

体

が

ま

っ

し

ぐ

ら

に

進

み

つ
つ
あ
宮
た
と
き
も
、
上
掲
の
ギ

較
し
て
ど
の
よ
つ
な
共
通
点
が
あ
晶
が
あ
る
。

ζ
乙
で
私
が
指
摘
し
ボ
ン
を
始
め
と
す
る
東
西
の
様
々

る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
現
代
日
本
た
い
の
は
、
日
本
人
読
者
の
可
愛
な
衰
亡
史
に
日
本
人
読
者
の
関
心

と
の
関
わ
り
は
ど
う
か
、
と
い
っ
亡
史
】
へ
の
普
遍
的
と
一
吾
っ
て
も
は
向
か
い
つ
づ
砂
た
の
で
あ
る
。

た
関
心
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
間
よ
い
ほ
ど
の
、
一
関
心
の
強
さ
、
で
そ
う
言
え
ば
、
西
欧
に
お
い
て

題
提
起
が
し
ば
陰
ば
寄
せ
ら
れ
る
レ
あ
る
。

~
，
、

u

e

も

a

も
ー
ま
た
か
つ
て
の
中
国
に
お
い

よ
う
に
な
っ
た
川

J
¥

-

o

た
じ
か
に
ι
ζ
の
↓
年
、の
臼
本
て
も
ぷ
む
b
ろ
国
の
勢
い
が
よ
い

f

-

a

p
K
4

白

冨

時
代
の
方
が
、
逆
に
衰
亡
史
へ
の

関
心
が
強
か
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ

る
。
そ
こ
に
は
「
前
車
の
轍
」
を

い
か
に
し
て
遊
げ
る
か
、
と
い
う

教
訓
を
求
め
る
動
機
が
強
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
ら
の
戒

め
と
し
て
の
意
味
を
見
い
だ
し
得

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

一
つ
確
か
な
乙
と
は
、
・
本
当
に
自

ら
の
表
選
を
強
く
自
覚
し
た
と

き
、
人
は
衰
亡
論
を
読
ま
な
く
な

る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
そ
の
伝

で
言
え
ば
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
望

み
が
あ
る
、
と
い
え
る
か
も
し
れ

な

い

。

(

中
西

輝
政
)

9 
8 
瞬

今
、
ギ
ボ
ン
の
『
ロ

1
マ
帝
国

衰
亡
史
』
を
改
め
て
読
み
返
レ
て

い
る
。
三
十
年
前
に
初
め
て
通
読

し
た
あ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中

に
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
だ
。
そ

れ
は
、
西
欧
を
考
え
る
と
き
、
「
ロ

ー
マ
」
と
い
う
欠
か
せ
ぬ
視
点
を

与
え
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
に

単
純
に
歴
史
を
読
む
楽
・
じ
み
を
教

え
ら
れ
た
本
、
と
つ
ね
づ
ね
感
じ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
年
二
月
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「脳内革命Jにヲlかれる風土 関われる日本のr甘さ」

中
西
さ
ん
ペ
ル
l
の
人
質
事
件
に

つ
い
て
は
、
雑
誌
記
事
の
論
点
が
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
危
機
管
理
」
論
。

「
諸
君
!
」
の
麻
生
幾
さ
ん
「
日
本
特

殊
部
隊
S
A
Tは
動
く
か
」
や
三
島
健

二
郎
さ
ん
「
橋
本
総
理
が
閏
わ
れ
る
『
国

家
の
覚
悟
』
」
、
「
ボ
イ
ス
」
の
岡
崎

久
彦
さ
ん
と
佐
々
淳
行
さ
ん
の
対
談

「
修
繕
場
を
貸
借
し
た
平
和
」
な
ど
で

す
。
次
に
、
貧
困
層
が
一
向
に
減
ら
な

い
ペ
ル
l
の
現
状
や
日
本
の
鏡
助
政
策

と
ゲ
リ
ラ
の
行
動
を
結
び
つ
け
て
論
じ

る
も
の
で
す
。
「
週
刊
金
曜
日
」

(
l

/
叩
)
の
太
田
昌
国
さ
ん
「
日
本
大
使

公
邸
は
な
ぜ
狙
わ
れ
た
の
か
」
や
「
フ

ォ
l
サ
イ
ト
」
(
恥

l
)
の
渥
野
井
茂

雄
さ
ん
「
『
ペ
ル
1
人
質
事
件
後
』
の

フ
ジ
モ
リ
政
権
の
行
方
」
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
野
田
宣
雄
さ
ん

「
ペ
ル
l
人
質
事
件
に
み
る
国

家
の
表
退
」

(
T
H
I
s
-

S

競
売
)
の
よ
う
に
、
世
界

の
危
険
な
現
実
を
提
示
し
て
、

日
本
の
「
国
家
性
」
を
闘
う
も

の
で
す
。

橋
爪
さ
ん
「
文
慈
春
秋
」

の
「
総
力
特
集
」
が
力
が
入
っ

て
い
ま
す
。
間
中
野
厚
さ
ん
の
「
テ

ロ
集
団
の
O
D
A批
判
に
唱
和

し
た
日
本
人
」
は
、
日
本
の
O

D
Aは
そ
れ
な
り
に
よ
く
や
っ

て
い
て
、
テ
ロ
集
団
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
批
判
は
的
外
れ
だ
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
「
フ
ォ
l

山
下
さ
ん
『
脳
内
革
命
』
が
l
、

2
都
合
わ
せ
て
5
0
0万
部
も
売
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
大
脳
生
理
学
の
新
し

い
研
究
に
基
づ
い
た
と
い
う
『
E
Q
-

-
こ
と
ろ
の
知
能
指
数
』
も
ヒ
ッ
ト
し

ま
し
た
。
い
ま
や
少
な
く
な
っ
た
人
間

に
と
っ
て
の
来
知
の
領
域
と
し
て
脳
が

関
心
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
中
田
潤
さ
ん
の
「
脳
内
革
命
・
春

山
茂
雄
の
『
裁
か
れ
な
い
反
則
技
』
」

(
現
代
)
は
『
脳
内
革
命
』
の
著
者
の

春
山
さ
ん
が
経
営
す
る
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
を
取
材
し
て
、
医
師
が
お
金
も
う
り

に
走
る
背
景
を
追
及
し
て
い
ま
す
。
「
週

刊
文
春
」

(
1
/
2
・
9
、
l
/
時
)

も
春
山
さ
ん
を
ス
ヰ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
取

り
上
げ
て
い
ま
す
(
岩
よ
安
身
「
『
脳

内
革
命
』
で
5
0
0万
人
を
隠
レ
た
春

山
茂
雄
の
大
罪
」
)
。
『
脳
内
革
命
』

に
つ
い
て
は
「
エ
セ
科
学
」
と

い
う
批
判
が
強
い
よ
う
で
す

が
、
私
と
レ
て
は
そ
う
し
た
も

の
に
引
か
れ
て
い
く
日
本
の
状

況
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

橋
爪
さ
ん
『
脳
内
革
命
』

の
第
1
部
は
、
い
つ
も
前
向
き

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ

を
し
て
い
れ
ば
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ

が
分
、
蛍
己
れ
て
幸
せ
に
な
り
、

健
康
に
も
い
い
と
い
う
内
容
で

す
。
「
健
康
法
」
の
一
っ
と
レ
.

て
続
め
ば
「
無
害
援
本
で
す
。
-

と
こ
ろ
が
、
第
2
部
に
な
る
と
、
一

脳
に
は
「
自
己
脳
」
と
「
先
祖

脳
」
が
あ
り
、
「
先
祖
脳
L

に

サ
イ
ト
」
の
森
本
敏
さ
ん
の
「
ま

た
も
箆
呈
し
た
日
本
の
危
織
管

理
の
欠
陥
」
は
、
テ
ロ
集
団
に

対
レ
で
断
固
と
レ
た
非
鍛
声
明

を
出
す
べ
き
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
日
本

政
府
が
反
省
す
べ
き
点
を
五
つ
に
し
ぼ

っ
て
論
じ
て
い
て
、
納
得
す
る
点
が
多

か
っ
た
。
「
諸
君
!
」
の
三
島
論
文
は
、

ペ
ル
1
政
府
が
日
本
政
府
に
強
行
突
入

の
了
解
を
求
め
て
来
た
場
合
、
決
断
へ

の
時
間
的
余
裕
は
な
い
が
日
本
政
府
に

事
前
単
備
と
覚
告
は
あ
る
の
か
、
と
述

べ
て
い
ま
す
。
適
切
な
指
摘
で
す
。

山
下
さ
ん
江
藤
淳
さ
ん
の
「
『
ア

ン
パ
ン
総
理
』
も
限
界
か
」
(
ボ
イ
ス
)

は
、
日
本
領
土
で
あ
る
大
使
公
邸
か
ら

外
敵
を
排
除
す
る
責
任
は
第
一
世
額
約
に

日
本
に
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
「
諸

君
!
」
の
三
島
さ
ん
は
、
抽
出
受
国
に
公

館
の
安
全
を
守
る
責
任
が
あ
る
と
い
う

ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
規
定
を
引
い
で
当
事

国
は
ペ
ル
l
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
毛
利
一
冗

貞
さ
ん
「
ペ
ル
1
人
質
事
件
に
み
る
日

本
の
な
め
ら
れ
か
た
」
(
サ
ン
サ
1
ラ
)

の
よ
う
に
、
今
回
の
事
件
で
日
本
の
テ

.'
ロ
対
策
の
甘
さ
を
指
摘
す
る
人
た
ち

.
は
、
治
外
法
継
の
場
所
で
起
き
た
こ
と

を
重
要
視
す
る
よ
う
で
す
。

中
西
さ
ん
国
際
法
的
に
は
解
釈
に

一

的
な
営
利
誘
拐
で
は
な
く
、
反

幅
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
日
本
は
む
し
一
政
府
組
織
に
よ
る
政
治
的
な
安

ろ
ペ
ル
1
政
府
の
強
行
方
針
を
抑
え
る
一

求
を
持
っ
た
人
質
事
件
で
す
。

か
た
ち
で
主
体
慨
を
行
使
し
て
い
る
と
忠
一

人
質
の
人
命
が
大
切
な
の
は
当

ぅ
。
国
際
社
会
で
は
、テ
ロ
に
対
し
て
一

然
で
す
が
、

「
人
命
世
帯
電ヰ
」
論

強
く
出
る
・
交
渉
に
応
じ
な
い
・
強
く
一
に
日
本
政
府
が
引
き
ず
ら
れ
る
と
そ
れ

非
難
す
る
と
い
う
原
則
が
ほ
ぼ
同
意
さ
一
だ
り
犯
人
側
の
ベ
l
ス
に
は
ま
る
筒
題

れ
て
い
る
。
日
本
が
ζ
つ
し
た
原
則
を
一

の
徳
造
が
あ
り
ま
す
。
「
T
H
I
S

基
本
的
な
政
策
的
態
度
と
し
て
と
っ
て
一

I
S
競
売
」
の
「
メ
デ
ィ
ア
月
評
」

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
国
際
社
一
で
、
井
沢
一
冗
彦
さ
ん
が
、
朝
日
新
聞
の

会
の
危
倶
が
、
「
日
本
は
な
め
ら
れ
て
一
社
説
は
「
平
和
的
な
窓
終
解
決
の
道
」

い
る
」
と
い
っ
た
論
文
の
背
崇
に
あ
る
一
だ
け
を
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
で

の

で

し

ょ

う

。

は

「

テ

ロ

リ

ス

ト

の

要
求
に
屈
す
る
」

山
下
さ
ん
回
中
関
彦
さ
ん
の
「
ペ
乙
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
と
書
い
て

ル
1
人
質
事
件
を
米
国
マ
ス
コ
ミ
は
ど
い
ま
す
(
「
ベ
ル
l
人
質
事
件
朝
日

う
見
て
い
る
か
」
(
フ
ォ

1
サ
イ
ト
)
新
聞
の

『願
書
」
)
。
私
も
同
感
で

は
、
日
本
の
テ
ロ
事
件
へ
の
甘
さ
を
諭
す
。

評
レ
た
も
の
な
ど
を
紹
介
し
て
い
て
興

-

味
深
く
読
み
ま
し
た
。
政
情
不
一

安
定
な
国
で
要
人
を
集
め
た
大
一

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
な
ら
ば
、
一

も
っ
と
厳
重
な
警
備
を
す
る
ベ

一

き
だ
っ
た
と
い
う
「
諸
活
!
」
一

の
三
島
さ
ん
の
指
摘
も
も
っ
と
一

も
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一

橋
爪
さ
ん
ゲ
リ
ラ
や
テ
ロ
一

活
動
の
不
法
を
絶
対
に
許
さ
な
一

い
と
い
う
窓
志
を
は
っ
き
り
打
一

ち
出
す
こ
と
が
、

ζ
つ
し
た
事

一

件
の
発
生
を
防
ぎ
、
人
質
に
さ
一

れ
て
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
一

る
人
を
守
る
の
に
愚
大
の
効
果
一

控
室
で
す
。
今
回
は
個
人
一

は
人
類
数
百
万
年
の
知
恵
が
遺

伝
子
情
報
と
レ
て
蓄
-
え
ら
れ
て

い
て
、
駒
郡
に
よ
っ
て
こ
れ
を

活
性
化
す
れ
ば
自
我
が
解
き
政

た
れ
、
脳
内
革
命
が
実
践
で
き

る
と
い
っ
た
「
珍
説
」
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
、

こ
れ
を
「
東
大
出
身
の
医
学
僧

士
」
が
嘗
い
た
科
学
に
つ
な
が
る
も
の

と
レ
て
読
み
、
人
に
勧
め
た
り
し
て
い

る
。
何
か
を
信
じ
る
た
め
に
「
科
学
」

の
名
前
を
ほ
レ
が
っ
て
い
る
わ
け
で
、

大
変
に
因
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
西
さ
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
目
は
絶
対
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
で
は

そ
れ
が
相
対
的
に
あ
い
ま
い
に
さ
れ
や

す
い
。
社
会
問
題
や
国
際
問
題
で
選
択

を
迫
ら
れ
た
と
き
に
し
ば
し
ば
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
か
た
ち
で
現
れ
る
と
の
自
本
の

文
化
的
土
纏
が
、
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ま
の
日
本
の
読

者
は
自
分
の
「
聞
き
た
い
こ
と
」
を
「
聞

か
さ
れ
た
い
」
と
い
う
精
神
的
に
堕
耳
慣

し
た
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
田
中
聡
さ
ん
の
「
『
脳
内
革
命
』

は
科
学
を
装
う
擬
似
宗
教
」
(
鰭
君
!
)

に
も
、
こ
の
本
を
読
ん
で
自
分
が
漠
然

l祭t&>Jtffl獄事::itita益法iii&Z?il
1;::;:己主:三::kf川 泌 烹 川 県::i;amttri:!i:i!

・橋抹総理かア』われる「国家の覚悟J (三島健二郎)

=諸君!
強行突入の了解を求められた時の「覚悟」が必要だ

と
考
え
て
い
た
こ
と
を
ズ
パ
リ
言
い
切
一
と
ド
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
思
-

っ
て
い
る
の
に
引
か
れ
た
と
い
う
感
想
一
考
が
出
て
き
て
い
る
。
根
源
的

を
述
べ
て
い
る
警
告
が
出
て
い
ま
一
な
も
の
に
向
か
う
、
護
期
と
も

す
。
逆
に
い
え
ば
、
「
聞
き
た
く
な
い
一
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
室

乙
と
」
に
は
関
、
老
持
た
な
い
と
い
う
、
一
な
発
想
か
ら
『
脳
内
革
皇
が

い
ま
の
日
本
の
知
的
風
土
が
、
と
こ
に
一
売
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
言
葉

現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
議
い
で
す
が
、
危
機
的
な
気

山
下
さ
ん
「
ス
パ

1
/幻
」
も
脳
一
が
し
ま
す
。

の
特
集
を
し
て
い
ま
す
。
「
冨
』
を
一
橋
市
川
さ
ん
「
脳
内
モ
ル
ヒ

整
え
る
こ
と
は
健
康
に
も
幸
福
に
も
通
一
さ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
ヒ
ッ
ト
の

じ
る
」
と
い
う
見
出
し
に
あ
り
ま
す
が
、
一
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。
モ
ル
ヒ
ネ
は
?

と
て
も
安
易
な
幸
福
の
追
求
の
仕
方
で
一
薬
で
、
こ
れ
が
脳
内
で
出
て
く
る
と
ハ
↑

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

一
う
の
で
す
か
ら
、
合
法
的
に
麻
薬
を
釦
一

「
女
性
に
そ
で
る
ク
ス
リ
よ
り
も
、
記

え
る
錯
覚
を
与
え
て
い
ま
す
。

精
神
社

L

憶
力
や
頭
が
良
く
な
る
ク
ス
リ
が
ほ
し
に
対
す
妥
当
の
興
味
実
は
と
の
本
一

V
と
い
う
回
答
の
ほ
~
つ
が
農
家
つ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
斗
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
」
一

さ
そ
う
で
す
。
リ
ス
ト
ラ
を
心
配
す
と
い
う
物
質
が
幸
せ
の
も
と
な
の
で
、
一

る
寸
ラ
リ
l
マ
ン
を
は
じ
め
、
い
ま
の
ピ
ア
ノ
や
自
家
用
車
や
マ
ン
シ
Z
ン
が
一

時
代
、
不
安
だ
ら
り
で
す
か
ら
、
信
じ
あ
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
の
と
町
一

ら
れ
る
も
の
は
自
分
の
脳
だ
げ
じ
く
ら
い
即
物
的
な
感
覚
で
す
。
こ
う
一

で
、
脳
を
改
造
し
て
幸
福
を
つ
い
う
も
の
に
引
か
れ
て
い
く
人
々
の
心
一

中
、
う
と
す
る
ん
で
し
ょ
う
の
中
に
は
、
努
力
し
な
い
で
よ
い
結
果

一

カ

・

を

得

た

い

と

い

う

安

直

な

思

考

が

あ

中
西
さ
ん
「
ス
パ
」
の
特
る
。
そ
の
も
と
を
た
ど
る
と
、
自
か
で

集
の
グ
ラ
ビ
ア
に
た
く
さ
ん
チ
自
分
の
世
界
を
築
き
あ
げ
た
感
覚
が
な

ュ
1
ブ
や
ら
を
付
げ
た
脳
が
出
い
の
で
し
ょ
う
。
乙
れ
も
学
校
教
育
の

て
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
エ
ン
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
工
学
的

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
思
考
と
悩
プ
ー
な
思
考
に
走
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ー

ム
は
つ
な
が
っ
て
い
る
気
が
レ

-
か

。

一

ま
す
。
精
神
的
な
も
の
へ
の
関
一

1
」

心
は
高
ま
3
て
い
る
の
で
す
一

が
、
ぞ
れ
を
ど
う
や
ヲ
て
求
め

一

て
い
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

ふ

護

い

漏

喧

は

脳

だ

」

一

中
西
さ
ん

人
質
事
件
が
鮪
発
し
て

い
る
欧
米
の
国
々
と
日
本
と
に
料
院
の

追
い
か
ら
来
る
態
度
の
長
が
あ
る
の
も

た
し
か
で
す
。
し
か
し
、
日
本
人
も
い

ま
や
リ
ス
ク
に
身
を
さ
ら
す
党
結
が
凶

わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
下
さ
ん

人
質
に
さ
れ
た
桜
前
さ

ん
の
話
を
鰐
成
し
た
小
凶
紀
郎
さ
ん
の

「
ペ
ル
l
事

件

そ
の
M
の
大
使
公
邸

一

(
中
央
公
論
)
は
、
生
々
し
い
体
験
政
と

し
て
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
自
分
自

身
を
含
め
て
、
日
本
人
は
平
和
ぽ
け
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

-総力特集ペル一大使公邸人質事件(深田祐介、広
岡裕児、草野厚、浜田和幸-文書長老手秋
rODAが貧富の差を鉱大したJ'~綬拠静弱〈立l!l!f)H! t:j:j:;i~E与を:訴訟iぶにふ怜烹玄烹m

4;:';:::111開設奈川主計三!?日111，:1.1
-ペル一人質事件にみる日本のなめられかた(毛利手
配 =サンサーさ
臼本政府の人命尊重主義一辺倒は然保、がずれている• i脳内革命」は科学を装う擬似宗教(田中聡)

=諸君!
制度と権威としての「科学」が通俗道徳本をアームに

-脳内革命・春山茂雄の「裁かれない反則筏J (中国
潤 現代

医の理念とはか砂離れた医者を生み出す日本の土纏 -またも露呈した日本の危縫管理の欠陥(森本敏)

-フ オーサイトNu.1
まずテロ行為に対し強い非鍛戸闘を出すべきだった

.ペル一事件
.ボクらを夢中にさせる【脳を変える】の誘惑

=スパ 1/22
脳(こ効くクスリやレイブ・カルチャーの動向を特集

+r脳内革命」で500方人を騒した春山茂雄の大罪
( 岩上安身=i圏刊文春 1/2.・ 9、1/1(;
綬本教設を擬似科学が保証する 「脳内モ J[.. ヒ ~:..~J

その日の大使公邸 (小西紀郎)

='iJ;Jと土"治
人質となった説地料耳Uh"5の較的が~fir{fj文まで」をi壮 i3~

ー-
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一

山
下
さ
ん
「
た
ま
と
っ
ち
」
が
ブ

一

l
ム
で
す
。

「
『
た
ま
ご
つ
ち
』
が
わ

一

か
ら
な
い
」

(
ボ
イ
ス
)
の
池
田
晶
子

一

さ
ん
は
説
明
省
を
統
ん
で
遊
び
方
を
担

国間
す
る
段
階
で
放
挺
し
た
そ
う
で
す

が
、
死
の目
風
味
を
助
巡
い
し
て
育
つ
子

が
増
え
る
の
が
怖
い
、
と
謂聞
い
て
い
ま

す
。ち
ょ
っ
と
考
え
す
ぎ
で
は
と
恩
う
。

中
伊
生
の
般
が
持
っ
て
い
て
、
私
も
や

っ
た
と
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
終
験

か
ら
い
う
と
、
横
山
久
司
さ
ん
の

「潮

市
民
講
座

『た
ま
ご
つ
ち
』

」

(
湖
)

の
分
析
が
適
切
で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
1
ム
の

一
つ
で
す
が
、
持
ち
歩
け
る
し
、
か
わ

い
い
感
じ
が
し
て
女
の
子
に
人
気
が
出

た
。
彼
女
た
ち
は
こ
れ
を
道
具
に
友
達

と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
一闘

が
強
い
よ
う
で
す
。
横
山
さ
ん

は
「
対
人
関
係
電
臥
げ
た
い
若

者
が
み
ん
な
で
面
白
が
っ
て
い

る
プ
1
ム
」
と
省
い
て
い
ま
す

が
、
同
感
し
ま
す
。
性
別
役
割

分
業
の
色
彩
の
濃
い
女
の
子
の

疑
似
育
児
ゲ
l
ム
で
あ
る
点
が

ん得
凡
な
り
ま
す
が
。

橋
爪
さ
ん

野
凹
香
田一
さ
ん

の
「
決
・定
版
!『た
ま
ご
つ
ち
』

と
は
何
か
」
(
現
代
)
が
リ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
発
翠
苅

の
パ
ン
ダ
イ
の
女
性
担
当
者
が

文
子
高
生
の
反
応
を
調
査
し
な

女性が発想、狙いも女性

陸騒ぎ~:II!:itl'議選挙援護緋|
・ 「たまごっち」がわからない(池田品子)=ボイス
死の意味を勘違いレて育つ子供が培えるのがとわい

が
ら
l
年
近
く
か
け
て
開
発
レ

た
。
ゲ
ー
ム
を
小
さ
く
し
た
だ

り
の

「テ
ト
リ
ス
ジ
ュ

ニ
ア
」

と
ハ
1
ド
園
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
の
で
す
が
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
時
計
と
し
て
の
婆
素
も

持
た
せ
た

「福
子
ペ
ッ
ト
」
と
し
て
女

の
子
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
確
か
に
性
別

役
割
分
業
を
な
ぞ
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
け
れ
ど
、
そ
れ
以
前
に
女
性
が
特

に
と
の
ゲ
l
ム
に
興
味
を
示
す
点
が
面

白
い
と
思
い
ま
す
。
ポ
ケ
ベ
ル
や
鰐
融
市

宮
話
な
ど
、
女
性
た
ち
は
電
子
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
思
い
を
込
め
て
使
っ
て
い
ま

す
。
と
の
点
が
興
味
深
い
。
一
過
性
の

流
行
で
し
ょ
う
が
、
だ
れ
の
予
一組
も
裏

切
っ
て
と
と
ま
で
大
化
げ
し
て
し
ま
っ

た
と
と
に
も
興
味
を
持
ち
ま
す
。

中
西
さ
ん

新
幹
線
で
中
年
の
女
性

グ
ル
ー
プ
が

「あ
な
た
は
子
供
を
育
て

た
と
と
が
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
の

よ
」
な
ん
て
高
い
合
い
な
が
ら
、
「
た

ま
と
っ
ち
」
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の

を
見
か
け
ま
し
た
。
お
堅
い
イ
ギ
リ
ス

の

「タ
イ
ム
ズ
」
の
社
説
が

「た
ま
ご

つ
ち
」
の
イ
ギ
リ
ス
上
陸
を
い
く
ぶ
ん

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
取
り
上
げ
て
い
ま
し

た。

鷲
朕
真
幸
さ
ん
の

「
『た
ま
ご
つ

ち
』
フ
ィ
l
パ
ー
を
分
析
す
る
」

(中

央
公
論
3
月
号
)
は
現
代
の
若
者
は
無

機
質
の
交
流
を
好
む
傾
同
に
あ
る
の
で

。潮市民講座「たまごっちJ (横山久司 湖
対人関係を広げたい若者がみんなで面白がっている

-決定版 rたまごっち」とは何か(野田香里)
=調代

コミュニケーションを生み出したのがフ"ームの秘密.rたまこ.っち」フィーパーを分析する(葦原真幸)
=中央公論3月時

右者のデジタルで無機質な交流を好む傾向が筒策に

.特集 平成新三種の神器大研究(岸田秀、養老孟司、
山室恭子、 橋爪大三郎ほか 広告批評3月号
プリクラ、「じゃマール」との聞に共通の感性を絞る

は
な
い
か
、
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
お

中
西
さ
ん

私
も
学
生
た
ち

も
ち
ゃ
の
話
に
目
く
じ
ら
を
立
て
る
こ
に
出
世
し
て
い
て
感
じ
ま
す
が
、

と
は
な
い
の
は
確
か
で
す
が
、
流
行
の

一

彼
ら
は
何
か

一
つ
の
方
向
の
あ

サ
イ
ク
ル
が
非
常
に
短
く
な
っ
て
き
て
一
る
話
は
避
け
て
、
軽
く
、
ネ
ア

い

る

点

が

気

に

な

り

ま

す

。

カ

に

言
葉
を
や
り
と
り
し
て
い

山
下
さ
ん

「
た
ま
ご
つ
ち
」
の
ア

一
る
。
流
行
の
サ
イ
ク
ル
が
極
端
に
短
く

イ
デ
ア
を
生
み
出
し
た
の
は
火
性
で
す
一
な
っ
て
い
る
の
は
、
と
の
あ
た
り
と
関

が
、
い
か
に
も
女
の
人
の
発
想
と
い
う
一
係
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
お
お
げ
さ
に

感
じ
は
し
ま
す
。
「
プ
リ
ク
ラ
」
も
女

一
い
う
と
、
文
明
の
変
容
と
い
え
る
か
も

性
だ
っ
た
そ
う
で
、
今
ヒ
ッ
ト
商
品
を
し
れ
ま
せ
ん
。
情
緒
的
な
触
れ
合
い
を

生
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
住
の
方
が
持
つ
大
事
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

て
い
る
よ
う
で
す
。
流
行
の
担
い
手
に
い
る
。
で
も
中
身
は
な
い
。
そ
う
い
う

な
る
の
も
女
子
中
高
生
で
す
。
今
の
女

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

「た
ま
と

子
中
高
生
は
可
処
分
所
得
も
多
い
。
商

っ
ち
」
の
よ
つ
な
介
在
物
が
い
つ
も
必

晶
を
開
発
す
る
側
も
彼
交
た
ち
に
焦
点
要
に
な
る
。
そ
の
介
在
物
が
新
し
い
「文

を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

化」

を
作
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
機
造

橋
爪
さ
ん

回
標
が
あ
っ
て
熊
償
の

と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま

献
身
的
な
努
力
を
し
て
充
実
感
を
味
わ

す
。

ぅ
。
し
か
も
対
象
と
情
緒
的
な
一
橋
爪
さ
ん
「
文
塾
春
秋
」
の
「
日

-

関
係
を
取
り
結
ぶ
乙
と
を
好

一
本
経
済
の
大
い
な
る
不
安
」
の
特
集
で
、

む
。
お
も
ち
ゃ
で
は
あ
る
げ
れ

一
回
尻
制
夫
さ
ん
が
「
所
得
格
選
が
広
が

ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
受
け
入

一一り
が
中
流
H

が
い
な
く
な
る
」

と
首
つ

れ
る
際
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
ん

一
て
い
ま
す
。
「
で
き
る
人
」
と
「
で
き

な
が
「
た
ま
ご
つ
き
に
感
じ

一
な
い
人
」
の
格
差
が
は
っ
き
り
し
て
く

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

る
と
い
う
の
で
す
が
、
消
費
文
化
は
「付

山
下
さ
ん

私
の
恨
の
閥
閤

一
い
て
い
け
な
い
人」
に
合
わ
せ
る
か
ら
、

な
ど
を
見
て
い
る
と
、
い
ま
の

一
ど
ん
ど
ん
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
ゆ
く
。

女
の
子
た
ち
は
シ
ビ
ア
な
会
話

一
「た
ま
ご
つ
ち
」
や
コ
ノ
リ
ク
ラ
」
の

は
し
な
い
で
、
「
た
ま
と
っ
ち
」
一

略
行
は
ど
っ
か
で
と
う
い
う
状
況
と
つ

や

「プ
リ
ク
ラ
」
を
媒
介
に

一
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す。

し
て
、
楽
し
く
そ
の
制
帽
を
過

ご
す
と
い
っ
た
感
じ
が
あ
り

ま
す
。
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⑥毎 日 新 聞 ⑤

きちんとした監視が必要

橋
爪
さ
ん

イ
ギ
リ
ス
で

「ク
ロ
ー

ン
羊
」
を
誕
生
さ
せ
る
乙
と
に
成
坊
し

た
件
に
つ
い
て
は
、
肝
心
の
解
説
を
間

違
っ
た
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。

間同盟
と

も
に
ま
さ
っ
た
の
は
「
サ
ピ
オ
4
/泊
」

の
特
集
で
す
ね
。

山
下
さ
ん

「
複
製
人
聞
に
も
独
自

の
『人
権
』
が
あ
る
」

(
サ
ピ
オ
)
の

宮
崎
信
弥
さ
ん
は
、
一
卵
性
双
生
児
も

ク
ロ
ー
ン
だ
と
い
っ
て
、
そ
ん
な
に
騒

が
な
い
で
い
い
と
し
て
い
ま
す
。

し
か

レ
、
体
細
胞
か
ら
新
し
い
生
命
が
生
ま

れ
る
の
な
ら
、

単
性
生
殖
が
可
能
な
わ

け
で
、
と
れ
は
「
人
間
」
の
概
念
が
変

わ
る
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
男
女
の
愛
、
結
婚
、
家
族
、

親
子
関
係
な
ど
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

と
考
、
え
る
と
衡
躍
を
受
り
ま
す
。

中
西
さ
ん

各
国
の
反
応
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
ね
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領

が
「
ク
ロ
ー
ン
人
間
」
に
つ
な

が
る
研
究
は
国
と
し
て
許
さ
な

い
と
は
っ
き
り
言
っ
た
。
西
洋

文
明
の
超
大
国
と
し
て
世
界
の

秩
序
を
縛
っ
て
い
る
人
聞
が
と

て
も
大
き
な
問
題
だ
と
感
じ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
英
国
や
ド

イ
ツ
も
敏
感
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
反
応

か
ら
は
、
そ
ん
な
印
象
を
受
け

2密接調;;ゑ
・複製人聞にも独自の 「人権」がある(宮崎哲弥)

=寸ナ};:;オバ /23
自初体細胞から生まれたクローンも耀込日也人」

.rバイオヱシックス」一一日本は論議も政策も10年
遅 れ た(米本昌平サピオ4/23
日本も生物技術に関する研究機関を国レベルで作れ

「遺伝子組み換え食品」の不
=サピオ4/23

「表示なし」では人体実験と同じ

ワ・るi

・1
J

で
祐
認

べ
啓
確

食
笠
来

も
天
は

た

(
性

な
味
全

あ
気
安

A' 

-クローン羊は「神の領域」を侵したか(上回俊英)
=中央公論

「ドリー」は60億ドル市場を生み出す、 との見込みも

-特集 クローン人聞が生まれる?
=ニューズウィーク3/12

「不斗学の前には、倫王霊的な懸念も太万打ちできない」

な
い
。
乙
の
技
術
は
老
化
防
止

ま
で
来
て
い
る

『バ
イ
オ
ソ
サ
エ
テ
ィ

中
西
さ
ん

そ
れ
は
真
瑚
で
し
一

や
肥
満
の
解
消
、

エ
イ
ズ
や
ア

1
』
の
見
取
り
図
」
サ
ピ
オ
)
、
そ
れ
よ
う
。
国
家
、
企
業
、
人
間
同
士

一

ト
ピ
l
の
治
療
な
ど
に
役
立
つ

は
、
人
為
に
よ
っ
て
地
球
潔
境
を
大
き
の
競
争
も
避
け
ら
れ
な
い
。
で
も
、

百
能
性
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
く
変
え
て
し
ま
う
と
と
を
滋
味
す
る
。

日
本
人
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

る。
ー
で
も
、
山
王
己
ん
が
言
わ

と

れ

は

予

測

し

な

い

即時
轡
を
も
た
ら
す
欧
米
の
議
論
に
追
随
す
る
だ
げ
じ

れ

た

よ

う

な

、

倫

理

的

に

み

て

か

も

し

れ

な

い

。

血

中

あ

仕

方

な

い

で

す

ね

。

文
明
が
境
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ

中
西
さ
ん

核
技
術
が
儀
初
に
人
間

山
下
さ
ん

遺
伝
子
様
作
の
技

な
い
か
と
い
う
危
機
感
も
感
じ
世
界
に
登
場
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
術
は
既
に
日
常
生
活
に
浸
透
し
て

る
ん
で
す
。
ク
ロ
ー
ン
技
術
が
し
ま
す
。
核
兵
器
を
持
て
ば
、
戦
争
は
い
て
、
例
え
ば
迎
伝
子
組
み
換
え

将
来
、
ど
ん
な
陣
筈
を
も
た
ら
な
く
な
る
と
科
学
者
は
世間
っ
た
。
で
も
を
し
た
野
菜
は
も
う
日
本
に
輸
入

す
の
か
。
も
っ
と
全
体
像
の
わ
結
果
は
、
核
が
世
界
中
に
散
ら
ば
り
、

さ
れ
、
表
示
さ
れ
な
い
で
出
回
っ
て
い

か
る
報
道
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ

-取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と
と
に
な
っ
て

る
。
乙
れ
を
長
期
的
に
食
べ
れ
ば
ど
う

だ。

一し
ま
っ
た
。
平
和
利
用
で
も
、
夢
の
よ
な
る
か
。
私
た
ち
は
人
体
実
験
を
や
っ

橋
爪
さ
ん

ロ
1
マ
法
王
は
ク
ロ
l

う
な
話
も
あ
っ
た
が
、
今
、
エ
ネ
ル
ギ

て
い
る
わ
り
で
す
。

ン
技
術
の
研
究
に
反
対
し
て
い
ま
す

1
源
と
し
て
コ
ス
ト
が
高
い
乙
と
も
わ
橋
爪
さ
ん

「ク
ロ
ー
ン
人
間
」
と

が
、
そ
れ
は
神
に
そ
む
く
行
為
だ
か

ι
か
っ
た
。
芝
、
動
燃
の
問
題
一
っ
と

一
卵
性
双
生
児
と
は
決
定
的
な
違
い
が

で
す
。
で
も
、
イ
エ
ス
・
ヰ
リ
ス
ト
ゆ
っ
て
も
、
人
聞
は
核
技
術
を
制
御
で
き
あ
り
ま
す
。
ク
ロ
ー
ン
は
、
す
で
に
存

神
の
ク
ロ
ー
ン
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
神
る
の
か
、
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ク
在
し
て
い
る
個
体
の
遺
伝
子
を
使
っ
。

の
怠
志
だ
っ
た
ら
い
い
わ
り
で
し
ょ

ロ
l
ン
授
術
も
そ
う
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
そ
の
時
に
ど
ん
な
溜
伝
子
を
使
う
の

う
。
ク
ロ
ー
ン
技
術
自
体
は
す
ば
ら
し
か
な
。
根
底
の
問
題
と
し
て
は
、
人
聞
か
、
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
で
も
、

ぃ
。
問
じ
遺
伝
子
の
実
験
動
物
を
多
数
は
技
術
に
見
合
っ
た
殴
閉
ざ
を
持
人
閣
へ
の
応
用
に
つ
な
が
る
か
ら
と
い

つ
く
る
乙
と
が
で
き
る
し
、
品
種
改
良
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ク
ロ

っ
て
、
一
切
の
ク
ロ
ー
ン
研
究
を
禁
止

も
推
進
で
き
る
。
人
聞
に
使
う
の
が
許

1
ン
人
闘
の
筏
術
は
全
面
的
に
規
す
る
の
は
不
可
能
だ
し
、無
意
味
で
す
。

さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
制
度
的
、
法
律
的
制
し
た
方
が
い
い
。
日
本
の
メ
デ
ク
ロ
ー
ン
は
数
千
万
円
の
予
算
で
研
究

に
ど
う
禁
止
し
て
い
く
か
を
徹
底
的
に
イ
ア
は
、
人
閥
の
不
完
全
さ
に
対
で
き
る
。
絞
は
そ
の

一
万
倍
か
か
る
。

議
論
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
動
物
笑

す
る
相削
減
心
-
を
も
っ
と
持
た
な
い
核
は
国
家
で
な
く
て
は
開
発
で
き
な
い

竪

改

良

の

有

用

性

が

明

ら

か

な

ら

]

と

危

う

い

。

け

れ

ど

、

ク

ロ
ー
ン
は
企
業
で
も
、
個

研
究
を
進
め
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

山
下
さ
ん

「
ニ
斗

1
ズ
ウ
イ
人
で
も
研
究
で
き
ま
す
。
禁
止
す
る
の

な
。
宋
怒
ろ
し
い
と
い
う
点
で
は
、
マ

ー
ク
3
/
ロ
」
の
特
集
で
科
学
は
で
は
な
、く
、
合
理
的
な
ル
1
ル
に
の
せ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
遺
伝
子
を
他
の
植
物
に
い
か
な
る
重
薬
品
え
て
し
て
き
完
と
監
視
す
る
こ
と
が
必
要

入
れ
て
強
い
植
物
を
つ
く
り
、
そ
れ
マ
九

'

ま
う
、と
指
摘
レ

‘て
い
ま
し
た
(ク

だ
と
思
い
ま
す
。

砂
漠
径
一緑
化
し
よ
う
一
と
い
う
話
が
出
て

ロ
l
ン
人
闘
が
生
ま
れ
る
?
)。

一

い
ま
し
た
が
(
絡
部
征
夫
「
も
う
そ
こ

-
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変化に対応できぬ司法

!?選議秘義務総)事務第~];被1
・「宮崎勤」は誰!こもわからない(大塚英志1

.
橋
爪
さ
や
大
変
、
衝
怒
的
な
事
件
面
)
で
大
塚
英
志
さ
ん
は
、

だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

7
年
間
に
わ
た
被
告
の
内
面
が
す
べ
て
ア
ニ
メ

る
裁
判
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
や
映
像
で
畑
一
め
尽
く
さ
れ
て
い

芹
沢
俊
介
、
佐
木
隆
三
、
吉
岡
忍
、
大
る
の
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
「
事

塚
英
志
の
各
氏
ろ
で
、
あ
ま
り
多
く
な
実
を
路
献
す
る
私
、
罪
を
煩
う

い
ん
で
す
ね
。
中
で
は
佐
木
さ
ん
の
「
多
私
、
そ
う
い
っ
た
責
任
主
体
と

重
人
格
論
が
否
定
さ
れ
た
理
由
」
(
過
し
て
の
〈
私
〉
を
被
告
は
欠
い

刊
朝
日
5
/
2
)
が
短
い
切
れ
ど
お
そ
』
て
い
る
」
と
い
う
の
は
印
象
的

の
濁
り
だ
な
と
思
っ
た
。
裁
判
で
は
事
な
言
楽
で
し
た
。
つ
ま
り
近
代

実
関
係
は
争
わ
れ
ず
、
責
任
能
力
、
す
法
の
原
理
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
人
と
言

な
わ
ち
、
犯
行
時
に
精
神
状
態
が
正
常
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
主
体
が
不

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
焦
点
が
絞
ら
れ
明
確
な
時
代
、
主
体
が
宙
づ
り
に
さ
れ

ま
レ
た
。
裁
判
の
過
程
で
三
つ
の
精
神
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
状
回
の
中
、
と

鑑
定
自
た
。
①
精
神
病
で
な
か
っ
た
う
い
っ
た
多
重
人
格
的
な
要
素
案
つ

②
多
重
人
格
(
離
人
症
及
び
ヒ
ス
テ
リ
犯
男
は
ど
ん
ど
ん
抽
唱
え
て
ぐ
る
ん
じ
A
V

l
性
解
脱
症
状
)
だ
っ
た
③
精
神
分
裂
な
い
か
。
で
も
、
性
的
虐
待
、
レ
イ
プ
、

病
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
②
と
③
な
ら
通
り
魔
殺
人
等
の
被
害
者
が
い
つ
も
女

責
任
能
力
は
問
わ
れ
な
い
わ
け
性
で
あ
る
と
と
を
考
え
る
と
、
死
刑
判

で
す
が
、
裁
判
で
は
①
を
録
用
決
も
い
た
し
か
た
な
い
と
思
う
。
多
重

し
、
死
刑
判
決
を
下
し
た
。
間
人
格
を
精
神
異
常
で
は
な
く
正
常
の
枠

題
は
、
と
の
判
決
が
ど
れ
だ
防
、
内
で
と
ら
え
、
罪
を
問
う
と
と
は
で
き

と
ね
ら
の
精
神
鑑
定
を
踏
ま
え
な
い
の
か
。

た
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
中
西
さ
ん
問
題
は
三
つ
の
鑑
定
が

ね
。
佐
木
さ
ん
は
、
世
論
に
押
裁
判
の
過
程
で
ど
う
扱
わ
れ
た
か
と
い

一

さ
れ
て
死
刑
に
し
た
の
な
ら
言
う
と
と
で
し
ょ
う
。
語
ち
れ
た
鑑
庄

一

う
べ
き
言
策
も
な
い
、
と
述
べ
(
現
代
)
で
吉
岡
忍
さ
ん
が
法
廷
を
見

て
い
ま
す
o

つ
め
て
き
た
人
間
と
し
て
最
後
に
「
法

山
下
さ
ん
論
文
「
『
宮
崎
と
い
う
も
の
は
、
実
つ
ま
ら
な
い
も

塑
単
に
も
わ
か
ち
な
い
」
の
を
と
記
し
て
駐
汚
死
刑
に
レ

(
諸
君
〆
)
や
香
山
リ
カ
さ
ん
な
砂
れ
ば
し
め
レ
立
づ
か
な
い
と
い
う

と
の
対
談
「
宮
崎
勤
被
告
の
死

刑
判
決
が
欠
洛
さ
せ
た
も
の
」

- 務 られた鑑定(吉岡忍-現代
事件が示した時代の精神を死刑判決は映していない

.特別企画連続幼女殺害事件死刑判決を考える(大
塚英志、香山リ力、中森明夫ほか創
fMの世代」は、負、の世代伎を刻印された(中森〉

-多重人格論が否定された理由(佐木隆三)
=寸庖干日朝日 5/2

「拘禁の影響による妄想的な説明」と言えぬ部分も

・第2、第3の「宮崎勤」も?
=ニューズウィーク 4/30-5/7

「わいせつなビデオへの執着が影響を与えた」と判決

か
、
社
会
の
治
安
や
「
民
心
」
を
第
一
精
神
病
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

に
置
い
た
判
決
に
の
よ
う
に
も
思
え
鑑
定
は
捜
査
段
階
の
供
述
調

る
。
そ
こ
に
は
一
つ
、
制
度
的
な
問
題

脅
、
多
重
人
格
や
分
裂
症
と
し

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
山
下
さ
ん
が
た
鑑
定
は
法
廷
で
の
本
人
の
ナ

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
被
告
の
よ
う
マ
の
供
述
に
基
づ
い
て
い
る
。

な
病
理
現
象
は
ま
ず
ま
ず
増
え
る
方
向
後
者
に
基
づ
く
②
、
③
の
鑑
定

に
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
受
け
皿
が
を
重
視
す
べ
き
で
す
。
次
に
法

問
題
で
、
司
法
が
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
廷
で
の
異
常
な
供
述
を
拘
禁
反

い
る
。

マ

応
と
し
て
い
る
点
で
す
ね
。
で

日
本
の
司
法
は
古
い
デ
カ
ル
ト
的
な
も
、
被
告
は
逮
捕
さ
れ
る
前
か
ら
祖
父

合
理
的
人
間
観
に
安
易
に
乗
っ
か
り
続
の
遺
骨
を
食
べ
た
り
、
自
分
が
殺
し
た

り
て
い
る
わ
げ
で
す
。
他
の
問
題
で
も
幼
女
の
ビ
デ
オ
を
部
屋
に
飾
っ
て
悪
魔

法
俸
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
社
会
の
変
化
か
に
祖
父
の
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
と

ら
遊
離
し
つ
つ
あ
る
と
と
を
感
じ
ま
し
た
り
し
て
い
る
。
乙
れ
ら
は
拘
禁
で

す
。
政
治
改
革
だ
け
で
な
く
、
司
法
改
は
説
明
が
つ
き
ま
せ
ん
。

革
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
乙
の
判
中
西
さ
ん
裁
判
所
の
管
理
シ
ス
テ

決
の
正
否
を
離
れ
て
も
、
現
代
の
社
会
ム
が
各
裁
判
官
の
「
良
心
」
を
支
回
し

現
象
に
対
し
て
ど
と
ま
で
司
法
か
ね
な
い
点
で
、
行
政
官
庁
以
上
に
関

が
対
応
で
き
て
い
る
の
か
が
問
治
官
僚
制
の
行
き
詰
ま
り
の
問
題
も
あ

わ
れ

τい
る
と
思
い
ま
す
。
と
る
。
官
僚
化
し
た
司
法
は
世
論
の
意
向

れ
は
、
明
治
以
来
の
法
学
教
育
と
治
安
維
持
に
傾
斜
し
や
す
い
。
今
回

が
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
と
の
判
決
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
気
に
な
り
ま

い
う
と
と
も
あ
る
の
か
も
レ
れ
す
ね
。
オ
ウ
ム
の
裁
判
が
進
{
戸
)
て
い

ま

せ

ん

。

る

。

何

ら

か

の

関

係

が

あ

る

の

か

ど

う

橋
爪
さ
ん
一
一
替
の
ポ
イ
ン
品
川
。

ト
は
宮
崎
被
告
の
人
権
だ
と
恩
橋
爪
さ
ん
世
論
の
自
制
が
大
切
で

い
ま
す
。
私
は
二
つ
の
点
か
ら
、
す
。
そ
れ
と
、
判
決
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
き

と
の
裁
判
は
充
分
に
被
告
の
人
ち
ん
と
国
民
が
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
が

権
を
守
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
ず
、
三
つ
の
鑑
定
が

，
、

ど
ん
な
デ
l
タ
に
依
拠
し
て
出

さ
れ
た
か
と
い
う
と
と
で
す
。

山
下
さ
ん
「
世
界
」
の
関

橋
爪
さ
ん
香
港
の
返
還
問
題
で
一
す
。
昨
年
、
香
港
を
訪
れ
た
臼
る
と
レ
て
い
る
の
に
、
「
ボ
イ
ス
」
で
志
雄
(
カ
ン
・
シ
ユ
ウ
)
さ
ん

一
番
、
読
み
ご
た
え
が
あ
っ
た
の
は
、
郎
五
人
は
前
年
比
幻
勿
ア
ッ
プ
の
は
や
や
中
国
サ
イ
ド
に
立
っ
て
い
る
。
「
中
国
経
済
悲
観
論
の
限
豆

一
義
さ
ん
の
論
文
「
『
危
険
思
想
』
が

2
3
8文
。
歴
史
的
イ
ベ
ン
微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
量
っ
て
い
て
で
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て
民

-
中
国
を
動
か
す
」
(
中
央
公
憩
で
レ
ト
に
酔
い
し
れ
て
い
る
の
は
む
括
れ
る
恩
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
主
主
義
も
浸
透
レ
て
い
く
と
曾

一
た
。
一
口
で
言
う
と
、
香
港
が
ど
う
変

一し
ろ
日
本
人
で
は
な
い
か
。
私
た
、
香
港
が
今
後
、
中
国
対
米
・
突
の
か
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に

一
わ
る
か
よ
り
も
、
香
港
富
国
の
五
回

目た
ち
は
、
テ
レ
ビ
で
見
る
あ
り
外
交
対
決
の
焦
点
に
な
っ
芝
る
と
い
は
、
ど
う
レ
て
も
天
安
門
事
件

一
に
な
る

Eで
、
中
国
に
大
き
な
イ
ノ
き
た
り
の
香
港
リ
ポ
ー
ト
に
影
響
さ
れ
う
見
方
浅
川
た
の
が
「
襲
」

6
月
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
同
誌
の
橋

パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
を
重
視
す
べ
ざ
が
ち
で
す
。
そ
う
い
っ
た
星
観
念
で

一
号
の

2
「
『
香
港
』
が
米
中
心
爪
大
三
郎
さ
ん
と
王
賢
(
ワ
ン
・
シ

だ
と
い
う
意
見
で
す
。
「
危
険
思
想
」
喜
返
還
を
と
ら
え
る
の
に
危
険
革
新
た
な
火
ダ
ネ
に
」
で
す
。
「
潮
」
の
ヤ
オ
ミ
ン
)
さ
ん
の
対
談
「
『
金
援
』

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
中
国
の
政
治
痛
い
た
エ
ッ
セ
ー
で
し
た
o

郎
義
完
五
百
頭
真
さ
ん
と
渡
辺
利
季
刊
の
な
か
の
語
人
の
役
割
」
で
は
、
中

を
歴
史
的
に
見
て
い
く
と
、
三
民
主
器
、
は
「
ボ
イ
ス
」
に
も
「
香
港
返
還
|
|
中
対
談
「
香
港
は
中
国
を
変
え
る
」

b

国
に
誕
生
し
つ
つ
あ
る
「
新
市
民
」
が

毛
沢
東
思
想
、
環
小
平
の
考
え
方
な
三
国
の
歴
史
は
変
る
か
」
を
執
筆
し
て
い
塁
で
の
一
般
的
な
見
方
を
代
表
レ
て
社
会
の
民
主
化
を
も
た
ら
す
原
動
力
に

す
べ
て
「
危
墜
と
さ
れ
る
も
の
が
、
で
、
や
は
り
力
作
で
し
た
。
「
ニ
ュ
ー
ズ
い
る
。
日
本
が
戦
時
中
に
占
領
し
F
こ
な
る
か
ど
う
か
が
指
摘
さ
作
て
お
り
、

次
の
時
代
の
主
流
に
な
っ
た
。
現
在
、

-ウ
ィ
ー
ク
6
/
U」
の
「
返
還
後
の
命
運
と
も
含
め
て
、
日
本
と
香
港
の
関
係
そ
「
中
国
の
香
港
化
」
の
可
能
性
を
考
え

「
危
墜
と
さ
れ
て
い
る
民
族
主
畿
や

一を
鐙
る
震
の
さ
」
は
行
政
長
官
の
の
も
の
を
論
じ
た
も
の
が
非
常
に
少
な
る
う
え
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

地
方
分
権
、
民
主
化
と
い
っ
た
考
え
方
陳
方
安
生
(
ア
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ン
)
さ

一
い
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
「
潮
」
の
橋
爪
さ
ん
一
国
ニ
制
度
と
い
う
の

が
次
の
時
代
の
主
流
に
な
る
可
能
性
が

一ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
興
味
深
い
。

一
両
羅
生
さ
ん
の
百
本
人
の
た
め
の
は
大
変
な
知
恵
子
が
、
両
刃
の
剣
で

高
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
で
一
中
西
さ
ん
「
文
筆
春
秋
」
に
露
香
港
小
史
」
が
唯
て
そ
れ
に
蝕
れ
た
す
。
制
度
が
逮
つ
で
も
中
国
の
一
翼
に

す
。
長
い
歴
史
的
視
野
か
ら
見
一
美
(
タ
ン
・
ロ
ミ
)
さ
ん
の
論
文
「
香
も
の
で
す
。
な
れ
る
の
な
ら
、
な
ぜ
、
チ
ベ
ッ
ト
が

た
考
え
方
で
、
説
得
力
を
前
四
じ
港
一
九
四
五
年
の
英
里
密
約
」
が
「
歴
山
下
さ
ん
占
領
は
3
年
間
自
治
権
を
持
つ
て
は
い
け
な
い
の
か
、

ま
し
た
。
中
西
輝
政
さ
ん
の
新
史
ス
ク
ー
プ
」
と
銘
打
っ
て
掲
載
さ
れ
で
し
た
ね
。
あ
ま
り
、
歴
史
の
ウ
イ
グ
ル
地
区
が
イ
ス
ラ
ム
体
制
に
な

連

載

「

富

と

国

際

社

会

」

の

て

い

ま

す

。

皇

降

伏

震

に

中

国

共

教

科

書
に
も
出
て
こ
な
い

γ
つ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
台
湾
が
今
の

1
回
目
『
香
港
返
還
で
鮮
明
こ
産
党
の
軍
隊
が
香
港
を
占
領
レ
ょ
う
と
中
西
さ
ん
観
光
や
シ

ー

ま
ま
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
と

な
る
東
西
文
明
の
語
」
(
和
主
ば
で
き
た
。
富
党
箪
と
の
戦
い
ピ
ン
グ
に
を
人
も
こ
れ
を
も
い
う
問
題
を
中
国
園
内
の
問
題
と
し
て

争
策
隊
経
済
)
も
回
象
的
で
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、
英
国
側
と
合
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
抱
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

し
た
。
中
・
英
の
対
立
を
ア
へ
滋
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
論
れ
な
し
で
は
香
港
を
論
じ
る
但
中
西
さ
ん
緊
漢
さ
ん
が
言
う
よ

ン
戦
争
以
来
の
文
明
史
か
ち
と
文
で
す
ね
。
と
れ
は
、
か
な
り
信
頼
性
格
が
な
い
と
い
え
ば
大
臼
さ
カ
う
に
中
国
の
香
港
化
が
必
要
で
す
が
、

ら
え
直
す
力
作
で
し
た
。
の
あ
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。
郎
永
漢
さ
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
そ
れ
今
の
押
仏
「
沢
民
体
制
乙
い
う
カ
リ
ス
マ
佐

山
下
さ
ん
「
週
刊
金
曜
日
ん
の
ニ
つ
の
論
文
は
、
「
中
央
公
論
」
な
し
で
は
だ
れ
も
日
本
人
の
識
を
欠
い
た
過
渡
的
な
政
権
が
そ
の
動
き

/
6」
が
金
丸
知
好
さ
ん
の
の
方
は
台
湾
の
立
場
か
ら
、
本
土
の
動
論
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と
い
う
を
守
れ
る
の
か
ど
う
か
。
注
視
し
た
い

連

載

罰

香

港

語

幽

乙

同

川

崎

県

思

決

暗

ーと
乙
ろ
が
あ
と
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
こ
ろ
で
す
ね
。

の
1
回
目
を
掲
載
し
て
い
ま

読みごたえある郎論文

:，'::.i.i!I:::il!::'l::!l'l.if'選議::'忌:Ell!
・「危険思想」が中国を動かす(郎永漢)

(夕刊)

1997年(平成9年)6月23日(月曜日)

⑤ 間新日毎⑤ 

次代の主流は常に「危険思想」。

.特別企画香港返還(渡辺利夫、五百餓頭真、石川
羅生、伴野朗ほか潮

「海のアジア」による攻勢閥始のシンボルに〈渡辺〉

-香港返還で鮮明になる東西文明の対崎(中西鱒政)
= 論 争 東 洋 経 済

中国とアングロサクソンとのせめぎ合いを凝視せよ・‘

+97香港“在騒曲"①(金丸知好)
=吋週刊金曜日 6/6

日本人にとって香港返還は「だまとっち」などと一緒

-返還後の命運を握る「鉄の女」
=ニューズウィーク 6/11

返還後ナンバー2となる陳方安生の素顔をリポート

、、、

、、¥ 
戸 J



1997年(平成9年)7月28日(月曜日)

⑤毎日新聞⑤(夕刊)

医療不信を克服できるか

橋
爪
さ
ん
国
会
で
の
足
か
け
4
年

に
わ
た
る
審
議
を
経
て、

臓
器
移
箱
詰
出

が
成
立
し
ま
し
た
ロ
問
題
を
掘
り
下
げ

て
い
て
、

最
も
説
得
力
が
あ
っ
た
の
は

「
諸
君
ノ
」

7
月
号
の
宮
田
親
平
さ
ん

の「
『
脳
死
移
植
』
か
く
も
長
き
不
在
」

で
し
た
。
脳
死
が
人
の
死
か
ど
う
か
総

論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
臓
器
を
必
要

と
す
る
人
と
臓
器
を
提
供
し
た
い
と
い

う
人
が
い
る
の
な
ら
、
な
ん
と
か
し
て

臓
器
移
植
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
い
う
合
意
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
ど
う
い
う
形
で
す
る
の
か
が
議

論
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
脳
死
は
人
の

死
で
は
な
い
の
だ
げ
れ
ど
も
、
臓
器
移

植
の
場
合
に
限
っ
て
移
植
を
認
め
る
の

か
、
そ
れ
と
も
、
脳
死
は
人
の
死
な
の

だ
か
ら
て
、
臓
器
を
取
り
出
し
て
も
い
い

の
か
。
富
田
さ
ん
に
よ
る
と
、

日
本
人
が
な
か
な
か
、
脳
死
を

入
閣
の
死
と
認
め
ら
れ
な
い
の

は
、
脳
死
者
を
見
て
も
、
死
ん

で
い
る
と
い
う
実
感
が
わ
か
な

い
た
め
で
す
。
体
は
温
か
い
し
、

心
臓
は
動
い
て
い
る
。
一
体
、

こ
れ
が
死
者
な
の
だ
ろ
う
か
と

思
っ
て
し
ま
う
。
ど
れ
だ
け
の

人
が
脳
死
と
い
う
概
念
を
理
解

し
て
い
る
か
も
疑
わ
し
い
。
と

"
い
や
つ

の
問
題
は
ま
だ
ま
だ
啓
蒙
段
階

で
、
す
る
と
と
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
、
と
い
う
回
象
で
す
。

2職難語撞;
.最後に問われる医師の倫理(羽田秀樹)

=This is 競売
移植医の功名心で「難しい」移植カ内ラわれる懸念も

中
西
さ
ん
私
も
宮
田
さ
ん

の
論
文
は
よ
く
脅
け
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
文
中
で
、
脳
死
を

死
と
認
め
な
い
の
は
「
文
化
に

よ
る
拒
否
」
だ
と
繰
り
返
し
主

張
し
て
い
ま
す
。
そ
の
通
り
だ

と
思
う
。
私
自
身
も
正
直
言
っ

て
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
ま
し
た
。

白
本
人
の
患
者
が
外
国
へ
行
つ
で
移
植

手
術
を
受
げ
る
と
い
う
現
状
を
考
え
れ

ば
、
脳
死
を
死
と
正
式
に
認
め
る
こ
と

が
当
然
の
よ
う
に
恩
-
え
ま
す
。
レ
か
し
、

文
化
的
な
も
の
が
中
核
に
あ
る
な
ら
、

安
易
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
も
思
い

ま
す
。
宮
崎
哲
郎
さ
ん
の
「
人
聞
は
脳

の
み
に
よ
っ
て
生
き
る
の
か
」
(
論
争

7
月
号
)
も
、
精
神
科
医
の
遠
山
高
史

さ
ん
の
「
『
脳
死
』
は
人
の
死
に
非
ず
」

(
選
捉
6
、
7
月
号
)
も
、
脳
死
を
人

の
死
と
認
め
る
不
適
切
さ
を
論
じ
て
い

ま
す
。
近
藤
誠
さ
ん
と
中
島
み
ち
さ
ん

の
対
談

「
『
移
植
O
K』
で
始
ま
る
臓

器
争
奪
地
獄
」
(
文
墓
春
秋
7
月
号
)

は
問
題
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。
ど
の
論

文
に
も
共
通
し
て
脅
か
れ
て
い
ま
す

が
、
医
師
に
対
す
る
不
信
が
日
本
の
場

合
は
深
刻
で
す
。
我
々
が
ま
ず
、
手
を

つ
け
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
と

の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医
師

の
功
名
争
い
で
移
植
手
術
が
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
る
、
と
は
っ
き
り
指
摘
さ
れ
て

-政・官・医の怠慢が「大量移植難民」を生む(吉原
清 児現代

「ニつの死」を存在させる法律は政治家の妥協の産物

.1脳死移植」かくも長き不在(宮回線平)
=諸君/7月号

反発は科学技術受容史にかかわる文化的拒絶現象だ

-対談 「移植OKJで始まる蛾器争奪地獄(近藤線、
中島みち文筆春秋7月号

法律で「脳死は人の死」とするのは医師を守るため

い
る
。
移
植
推
進
論
者
は
乙
の
と
と
を

避
げ
て
通
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

山
下
さ
ん
文
慈
春
秋
の
対
談
と
と

も
に
、
和
田
秀
樹
さ
ん
の
「
最
後
に
関

わ
れ
る
医
師
の
倫
理
」

(
T
h
i
s

i
s
銃
売
)
が
医
療
不
信
を
取
り
上

げ
て
い
て
回
象
に
残
り
ま
し
た
。
近
藤

さ
ん
も
和
田
さ
ん
も
、
医
師
が
臓
器
移

植
の
必
要
が
な
い
患
者
に
移
植
手
術
を

す
る
恐
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。
医
者
に

倫
理
が
な
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

起
こ
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
ね
。
と
の

法
案
自
体
が
、
患
者
で
は
な
く
医
者
を

守
る
た
め
の
も
の
だ
と
近
藤
さ
ん
は
言

い
切
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

・
コ
ン
ゼ
ン
ト
(
十
分
な
説
明
に
基
づ

く
合
意
)
を
保
障
す
る
た
め
、
患
者
の

権
利
法
が
必
要
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
。
低
温
療
法
で
回
復
し
た
例

も
あ
る
の
に
、
医
者
が
ド
ナ
ー

に
な
る
人
を
き
ち
ん
と
治
療
す

る
の
か
、
心
配
に
な
り
ま
す
ね
。

臓
器
移
植
と
い
う
の
は
、
ど
乙

か
す
っ
き
り
し
な
い
。
吉
原
清

児
さ
ん
が
「
政
・
官
・
医
の
怠

慢
が

『
大
量
移
植
難
民
』
を
生

む
」
(
現
岱
で
、
ド
ナ
ー
と

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
自
己
決
定

権
、
「
心
」
を
社
会
全
体
で
ど

と
ま
で
尊
重
レ
合
え
る
の
か
が

大
切
だ
と
一言
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
他
人
の
脳
死
と
引
き
換
え
に

.1脳死」は人の死に非ず(遠山高史)
=選沢6、7月号

「例外的死」を設けると、素朴な死の認識が失われる

し
か
命
が
助
か
ら
な
い
と
い
う

の
も
つ
ら
い
気
が
し
ま
す
。
自

分
の
子
供
が
臓
器
を
も
ら
え
ば

助
か
る
と
い
う
立
場
に
な
れ

ば
、
私
も
他
人
の
脳
死
を
望
一一む

感
情
に
陥
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が。
橋
爪
さ
ん
臓
器
移
植
が
医

学
的
に
も
、
倫
理
・
道
徳
的
に
も
理
想

的
な
治
療
法
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、

そ
の
週
一
り
で
す
。
も
し
人
工
臓
器
が
あ

れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
脳
死
者
か
ら
臓
器
を

取
り
出
さ
な
く
て
も
い
い
わ
け
で
す
。

で
も
、
現
に
臓
器
移
植
希
望
者
が
い
る

限
り
、
乙
の
問
題
は
避
切
で
通
れ
ず
、

ル
1
ル
が
必
要
で
す
。
そ
の
意
味
で
、

政
治
的
妥
協
の
産
物
と
い
う
側
面
は
あ

っ
て
も
、
ま
が
り
な
り
に
も
ル
1
ル
が

で
き
た
と
い
う
の
は
い
い
と
と
だ
、
と

私
は
率
直
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
法
律

に
問
題
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
少

年
へ
の
移
植
手
術
が
困
難
だ
と
い
う
点

で
す
。
大
人
の
臓
器
は
大
き
さ
な
ど
か

ら
子
供
に
移
植
す
る
の
が
賎
し
い
の

に、

6
歳
以
下
は
脳
死
の
判
定
を
し
な

一
い
レ
、
文
替
に
よ
る
合
意
な
の
で
凶
歳

以
下
も
ド
ナ
ー
に
な
れ
な
い
。
も
う
一

つ
は
、
今
回
の
厳
し
い
枠
組
み
で
、
こ

れ
ま
で
は
問
題
な
く
実
行
で
き
て
き
た

移
植
に
つ
い
て
も
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る

ケ
1
ス
が
出
て
く
る
こ
と
で
す
。

単純には行かぬ食糧支援

Mm一
一
以
防
的

整備釦
一朝
一際

司
…日常

万九・

.hew-
山中
継
益

。日
:品
以

後

国

単
一
世

一咽A' 

1997年 (平成9年)8月25日 (月曜日)

⑤毎日新証否 (夕刊F

-北朝鮮「飢餓宣伝」に乗せられるな(西岡力)
=諸君!

「人道援助」の美名の下に軍用米を確保するのが目的 I I 

・日本に数十万人の「飢餓難民」が雪崩込む日{辺真 町

=宝石
白書室証言を元に 「人肉食い」などの惨状をリポート

危
機
へ
の
対

a
E
(世
界
)
で
助
は
金
正
日
政
権
の
思
う
つ
ぼ
で
す
。

中
西
さ
ん
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
す
ね
。
危
機
を
避
け
る
た
め
に

中

国
は
か
な
り
の
規
模
の
経
済
媛
助
を

和
国
(
北
朝
鮮
)
の
飢
餓
問
題
は
、
と
食
糧
支
援
が
必
要
比
と
し
て
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
人
道
的
と
い

て
も
わ
か
り
に
く
い
問
題
で
す
ね
。
食
る
。
で
も
、
果
た
し
て
食
糧
を
う
よ
り
、
国
益
に
か
な
う
と
い
う
冷
静

燈
支
援
を
す
る
の
が
妥
当
か
、
と
い
う
送
っ
て
も
、
本
当
こ
飢
え
た
人
な
判
断
に
従
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
で

疑
闘
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
な

b

ミ
々
の
と
こ
ろ
へ
い
く
の
か
ど
う
す
ね
。

流
れ
と
し
て
は
、
四
者
協
議
に
北
信

一
か
。
さ
ら
に
、
今
回
の
飢
餓
は
山
下
さ
ん
秦
辰
也
さ
ん
の
「
北
朝

鰯
開
設
お
守
い
尋
問
刊
誌
対
抗
刊
誌
刊
誌
弓
自
主

る
の
か
、
日
本
の
安
全
保
障
体
制
に
も

一
北
朝
鮮
の
失
敗
を
恒
常
的
に

に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
日
本

影
響
レ
て
く
る
問
題
で
す
。
よ
く
脅
け
し
り
ぬ
ぐ
い
す
る
こ
と

に

な

で

育
っ
て
き
て
い
る
の
を
知
り
ま
し

て
い
る
と
印
象
的
だ
っ
た
の
は
佐
藤
勝

唱
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
た
。
世
界
食
糧
計
画
が
、
約
加
万
ト
ン
に

巳
さ
ん
の
論
文
「
金
正
日
は
後
継
者
で
る
。

「
人
道
」
だ
け
で
こ
の
問
題
を
考

つ
い
て
は
救
援
物
資
を
人
々
に
確
実
に

は
な
い
」
(
正
論
)
で
し
た
》
踏
み
込
え
る
段
階
は
過
ぎ
た
で
し
ょ
う
。
届
け
る
乙
と
を
保
証
し
て
い
る
と
の
こ

ん
だ
滋
論
を
し
な
が
ら
、
大
き
く
は
ず
橋
爪
さ
ん
今
、
ど
こ
ま
で
飢
え
の
と
で
、
興
味
深
く
読
み
ま
レ
た
。
隣
の

れ
て
は
い
な
い
と
思
う
。
程
、
中
国
震
が
進
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
辺
国
で
子
供
や
お
年
寄
り
が
飢
え
て
死
ん

が
北
朝
鮮
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
鼠
真
一
さ
ん
の
「
日
本
に
数
十
万
人
の
『飢
で
い
っ
て
る
の
を
知
れ
ば
、
そ
れ
を
可

響
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
長
五
餓
難
民
』
が
雪
崩
込
む
日
」
(
宝
石
)

哀
そ
う
、
で
さ
る
こ
と
な
ら
助
け
て
あ

し
い
。
中
縛
国
交
正
常
化
に
よ
っ
て
中
が
詳
レ
い
。
中
国
と
の
国
境
の
町
(
新
げ
た
い
と
思
う
の
は
人
と
レ
て
当
た
り

国
が
影
響
力
を
失
っ
た
、
と
の
見
方
を

議
州
)
に
難
民
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
前
の
感
情
で
す
。
国
益
に
し
ば
ら
れ
ざ

し
た
日
本
弱
者
が
ま
つ
は
の
で
す
と
い
う
の
は
、
昨
年
、
私
が
還
を
旅
る
を
え
な
い
政
府
と
は
違
う
立

ヵ
。
佐
藤
さ
ん
は
、
現
在
の
ゴ
し
=
経
験
、
ら
言
つ
で
も
位
制
性
が
場
ー
か
ら
、
自
分
た
ち
に
出
来
る

朝
鮮
は
ま
っ
た
く
正
当
性
葬
払
ま
す
日
M

普
通
な
ら
、
社
会
が
量

乙
と
を
し
て
ゆ
乙
う
と
い
う
の

た
な
い
軍
事
独
裁
政
権
で
あ
る
ず
る
の
で
す
が
、
軍
が
飢
え
て
い
な
い
は
、
市
民
と
し
て
当
然
の
対
応

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
西
岡
力

の
で
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
も
レ
、
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

さ
ん
の
「
北
朝
鮮
『飢
鐙
宣
伝
』

舗
が
一
歩
で
も
引
い
た
ら
、

軍
も

国

家

中

西

さ

ん

た

だ

、

食

糧

が

に
乗
せ
ら
れ
る
な
」
(
諸
君

J

も
解
体
し
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
確
実
に
彼
ら
に
届
く
の
か
ど
う

は
北
朝
鮮
の
対
日
戦
略
を
細
渇
倣
底
し
て
、
て
、
そ
の
頂
点
こ
金
正
日
か
が
問
題
な
ん
で
す
。

N
G
O

く
分
析
し
て
、
食
糧
援
助
を
す
守

l

u

-

v

1
1
る
の
さ
ろ
う
と
思
つ
の
で
す
。
と

e

の
動
き
に
、
だ
れ
も
反
対
し
な

る
必
要
は
な
い
と
論
じ
て

い

ま

釦

権
札
餓
の
解
消
策
に
取
り
組
ま
い
と
思
っ
。
た
だ
し
、
送
っ
た

す
。
対
照
的
な
の
は
小
此
木
政
ず
に
、
巨
大
望
蒔
を
作
る
と
か
、
然
食
糧
が
寧
に
い
っ
て
レ
ま
う
の

夫
さ
ん
の
「
迫
ら
れ
る
北
朝
鮮
駄
な
乙
と
ば
か
り
レ
て
い
る
。
食
額
援
な
ら
、
意
味
が
な
い
。
国
会
で 北朝鮮の残酷な夏(落合信彦、恵谷治ほか)

=サピオ 8/27-9/3
阻給崩綾で援助食糧が人々に届く保証はない(落合〉

-特集

池
田
外
相
は
、
北
朝
嚇
ゆ
政
府

機
関
が
か
か
わ
っ
た
位
致
事
件

が
あ
っ
て
、
日
本
政
府
は
そ
れ

在
認
識
し
て
い
る
、
と
は
っ
き

一

り
言
っ
た
。
で
あ
る
以
上
、
位
一

致
事
件
解
決
の
筋
道
を
つ
け
な
一

い
と
、
政
府
は
食
糧
援
助
を
一

一

切
で
き
な
い
。
北
朝
鮮
は
そ
れ
一

を
認
識
す
べ
き
で
、
ぞ
れ
が
国
一

際
関
係
の
常
織
で
す
。
北
朝
鮮

一

以
外
に
も
人
道
支
回
復
を
必
要
と

一

ず
る
国
は
イ
ラ
ク
や
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
、

一

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
北
朝
鮮
が
も
う
少
レ

-

マ
シ
な
対
応
を
一
ボ
す
よ
う
に
第
力
す
る

こ
と
が
国
際
貢
献
で
あ
り
、
日
本
の
国

益
で
は
な
い
か
。

橋
爪
さ
ん
北
朝
鮮
の
政
権
が
新
レ

一

い
政
策
に
移
行
す
る
乙
と
が
、
飢
え
を

一

解
決
す
る
最
良
の
方
法
で
す
。
た
だ
、

戦
争
の
危
険
が
裏
腹
に
ひ
か
え
て
い

る
。
ま
か
り
間
違
っ
て
金
正
日
政
綾
が

強
化
さ
れ
て
戦
争
準
備
で
も
さ
れ
る
の

な
ら
、
食
糧
援
助
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る

を

え

な

い

。

一

中
西
さ
ん
ア
メ
リ
カ
と
中
国
が
そ
一

れ
ぞ
れ
、
自
国
の
国
益
の
た
め
に
北
朝

一

鮮
の
実
態
を
知
り
な
が
ら
、
甘
や
か
し

て
き
た
。
世
界
戦
略
の
中
で
も
て
あ
そ

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
日
本
は
も

っ
と
広
い
視
野
で
考
え
ら
れ
る
立
場
に

い
る
は
ず
で
す
。



1997年(平成9年)9月22日(月曜日)

⑤毎日新聞⑤(夕刊)

フィーパーの意味

;1:111'擁護主1，1'務総議
.特集 ダイアナよ永遠に=ニューズウィーク 9/17

事故の経過から、英王室の問題、皇室との比較まで

. .~.." 

ダイアナ元皇太子妃の悲劇
=サンデー毎日 9/21 

パバラッチを批判する人々は大衆紙の読者でもある

-特集

中
西
さ
ん

ダ
イ
ア
ナ
元
砲
の
死
に
山
下
さ
ん
「
週
刊
ア
ス
ヰ

つ
い
て
は
悦
界
中
が
大
フ
ィ

1
パ
1
レ

1
9
/凶
」
で
は
、
「
我
々
み

て
い
ま
す
。
各
地
の
高
級
紙
も
第
二
次
ん
な
が
ダ
イ
ア
ナ
を
殺
し
た
の

世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
時
に
並
ぶ
よ
う
だ
」
と
い
う
主
彊
が
さ
れ
て
い

な
破
格
の
扱
い
で
報
じ
て
い
ま
す
。
中
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
大
衆
の
ど

で
印
象
的
だ
っ
た
文
箪
を
ニ
つ
挙
げ
ま
ん
欲
な
欲
濯
が
彼
女
を
死
に
至

す
と
、
一
つ
は
、
ダ
イ
ア
ナ
は
ど
ん
な
ら
し
め
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。

ア
チ
1
プ
メ
ン
ト
(
達
成
)
を
し
た
の
彼
女
の
死
を
悲
し
ん
で
い
る
人

か
、
と
い
う
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
指
摘
で
た
ち
は
す
な
わ
ち
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
で

レ
た
。
も
う
一
つ
は
ア
ジ
ア
在
住
の
英
彼
女
の
私
生
活
を
の
ぞ
き
見
た
い
と
い

国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
記
述
で
、
と
う
人
々
で
も
あ
る
わ
げ
で
す
。
だ
れ
も

の
フ
ィ

1
パ
ー
を
ア
ジ
ア
人
が
見
た
ち
が
拶
見
る
よ
う
な
結
婦
生
活
を
レ
て
い

ど
う
思
う
か
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
な
が
ら
、
多
く
の
人
と
同
じ
よ
う
な
悩

と
の
よ
う
な
合
型
的
な
思
考
を
超
え
た
み
に
苦
し
ん
で
い
た
と
い
う
の
も
人
気

感
情
的
な
動
さ
を
も
し
ア
ジ
ア
の
人
が
の
週
由
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
知
ら

や
れ
ば
ヘ
西
沖
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
狂
っ
せ
た
の
も
マ
ス
コ
ミ
だ
っ
た
と
い
う
の

て
い
る
」
と
か
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
根
つ
は
皮
肉
な
と
と
で
す
ね
。
ま
た
、
「
ア

乙
が
あ
る
」
と
報
じ
た
の
で
は
な
い
か
、
エ
ラ
9
/ほ
ど
で
は
吉
田
司
さ
ん
が
ダ

と
い
う
問
い
か
け
で
し
た
。
日
本
で
は
、
イ
ア
ナ
一冗
妃
と
松
田
聖
子
さ
ん
霊
較

恋
愛
関
係
も
合
め
た
ダ
イ
ア
ナ
さ
ん
個
し
て
「
閣
安
と
聖
女
は
紙
一
重
」
と
い

人
の
事
情
、
さ
ら
に
英
国
王
室
の
抱
え
う
結
論
を
噂
き
出
し
て
い
ま
す
。
松
田

る
問
題
な
ど
に
言
及
さ
れ
ま
し

ん
製
子
さ
ん
と
比
較
す
る
感
覚
は
、
日
本

た
。
香
山
リ
カ
さ
ん
の
「
あ
ま
で
の
ダ
イ
ア
ナ
元
妃
の
存
在
が
芸
能
人

り
に
も
現
代
的
な
シ
ン
デ
レ
に
近
い
こ
と
を
一
廓
し
て
い
ま
す
。
「
ニ

ラ
」
(
週
刊
競
売
臨
時
増
刊
)
子
l
ズ
ウ
ィ
ー
ク
9
/口
」
で
は
雅
子

は
、
ダ
イ
ア
ナ
さ

ん

は

英

国

、

妃

と

比
較
し
て
、

二
人
の
違
い
を
閤
民

日
本
を
閲
わ
ず
平
均
的
な
自
立
と
の
阪
雌
に
求
め
て
い
ま
し
た
。

し
た
中
年
女
性
の
姿
を
代
表
し
橋
爪
さ
ん
日
本
で
の
芸
能
ゴ
シ
ツ

て
い
た
闘
が
あ
る
の
で
は
な
い
ブ
的
盛
り
上
が
り
と
比
べ
、
英
語
圏
、

か
、
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
で
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ

I
パ
ー
ぶ
り
は

レ

た

。

ヶ

タ

が

返

っ

て

い

ま

し

た

。

C
N
Nや

B
B
Cで
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、 -あまりにも現代的なシンデレラ(香山リカ)

司圏刊競売臨時増刊
ダイアナの悩みは現代女性の普通の悩みの極端な形

-死して成長する聖女伝説(吉田司)=アエラ 9/15
7Eの悲劇性によってく魔女〉からく聖女〉へと転生

.血を望んだのはメディアだけではない。我々みんな
がダイアナを殺したのだ(歌因明弘)

=週刊アヌギー9/1.5
事件直後から事般を「物語」として銭ったネット空間

人
々
が
口
々
に
「
天
が
溶
ち
て
き
た
」

か
「
自
分
の
家
族
が
全
部
死
ん
だ
」
か

の
よ
つ
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
点
が
印

象
的
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
、
ダ
イ

ア
ナ
が
亡
く
な
っ
て
と
ん
な
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
は
思
わ
忽
か
っ

た
、
と
一
硲
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
一

体
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
私
に

は
興
味
深
く
思
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と

と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ダ

イ
ア
ナ
一
元
妃
の
恋
人
が
エ
ジ
プ
ト
の
富

援
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
っ
た
点
な
ん

で
す
。
ダ
イ
ア
ナ
一
万
妃
が
も
し
彼
と
結

婚
す
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
す
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
、
将
来

の
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
実
母
が
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
あ
る
と
い
う
、
英
国
人
に
と
っ

て
は
な
ん
と
も
居
心
地
の
惑
い
事
態
に

な
る
。
乙
の
へ
ん
に
、
微
妙
な
問
題
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
突
然
の
死
に

よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
ダ
イ

ア
ナ
元
紀
を
自
分
た
ち
が
好
む

イ
メ
ー
ジ
に
回
収
で
き
た
と
い

う
側
面
も
あ
る
の
か
も
、
と
思

い
ま
し
た
。

中
西
さ
ん
ブ
レ
ア
政
微
な

ど
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
は
ま

だ
ま
だ
閉
鎖
的
だ
と
い
う
胤
い

が
あ
る
。
北
欧
型
の
王
室
を
待

望
す
る
考
え
で
す
ね
。
で
も
、

今
回
の
教
訓
は
逆
で
、
ダ
イ
ア

ナ
一
元
妃
が
迫
い
踏
め
ら
れ
た
の

も
、
王
室
が
闘
か
れ
過
ぎ
た
か

ら
で
す
よ
ね
。
初
年
前
は
多
く

の
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
熱
心
な
王

室
支
持
者
で
、
王
室
不
要
論
で

も
唱
え
よ
う
も
の
な
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
ス
ト
呼
ば
わ
り
さ
れ
ま

し
た
。
と
と
ろ
が
、
随
分
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
知
恵
に
あ
ふ
れ
た
国
民

と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
狂

奔
ぶ
り
に
、
現
代
の
西
欧
文
明
が
深

い
と
こ
ろ
で
抱
え
て
い
る
精
神
的
な

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
露
呈
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

橋
爪
さ
ん
こ
れ
だ
け
の
大
フ
ィ

1

パ
ー
に
な
っ
た
背
策
に
は
ダ
イ
ア
ナ
一
元

妃
の
生
き
方
が
個
人
の
あ
り
方
と
し
て

よ
く
見
え
る
と
い
う
西
欧
的
な
文
脈
も

あ
る
ん
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
凶

は
、
主
筆
を
個
人
と
そ
の
役
割
に
分
割

し
つ
く
す
ほ
ど
に
他
人
主
議
と
近
代
を

徹
底
さ
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
す

る
と
ダ
イ
ア
ナ
元
妃
は
犠
件
省
、
チ
ャ

ー
ル
ズ
闘由来
子
は
悪
役
に
な
る
。
こ
れ

は
と
て
も
危
険
忽
と
と
で
、
日
本
の
皇

族
は
、
こ
ん
な
風
に
聞
か
れ
で
も
困
る

な
と
思
い
ま
し
た
。

中
西
さ
ん

王
窓
を
ど
う
し
で
い
く

の
か
と
い
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家

論
に
も
か
か
わ
る
問
闘
で
、
そ
の
根
本

概
念
が
関
わ
れ
ま
す
ね
。

1997年 (平成9年) 10月20日 (月曜日)

毎日新聞⑤(夕刊)⑤ 

政治と倫理の聞で

義援;擁護;猿鵬~f:tJrFl!4.
・橋本首相の醜態が意味するもの(福田和也)

=文重量春秋
田本人の倫理はあるべき人間像という形を痩失した

山
下
さ
ん
佐
藤
孝
行
氏
が
総
務
庁
と
「
保
保
派
」
の
抗
争
が
あ
る
)

v

長
官
を
辞
任
し
、
橋
本
首
相
の
資
任
も
を
解
説
し
た
も
の
で
す
。
岩
見

関
わ
れ
て
い
る
問
題
で
は
、
「
文
欝
春
隆
夫
氏
「
バ
ラ
ン
ス
持
続
に
失

秋
」
の
福
田
和
也
氏
の
論
文
「
橋
本
首
敗
し
た
橋
本
政
権
二
期
目
」

相
の
醜
態
が
意
味
す
る
も
の
」
を
興
味

I

(

湖
)
は
辞
任
劇
よ
り
も
、
も

深
く
読
み
ま
し
た
。
画
一
的
な
世
論
の
っ
と
大
き
な
失
敗
が
あ
っ
た
と

危
険
、
そ
れ
に
迎
合
し
な
が
ら
変
節
や
指
摘
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
橋

空
騒
ぎ
を
繰
り
返
す
社
民
党
の
お
か
し
本
政
権
は
「
自
社
さ
派
」
と
「
保

，さ
な
ど
、
的
確
な
指
摘
で
す
。
そ
れ
に
保
派
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
つ

と
ど
ま
ら
ず
、
「
あ
る
べ
き
人
間
像
」
て
い
た
の
に
、
梶
山
静
六
氏
が
官
房
長

を
持
っ
て
い
な
い
現
代
日
本
人
の
虚
無
官
を
辞
め
た
後
、
大
き
く
「
自
社
さ
派
」

感
が
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
T

に
傾
い
て
し
ま
っ
た
。
政
権
は
も
う
長

h
i
s
-
s
読
売
」
の
三
宅
久
之
ぐ
な
い
と
論
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三

氏
「
佐
膝
更
迭
無
定
見
だ
っ
た
の
は
宅
氏
の
論
文
は
、
佐
藤
氏
は
自
民
党
の

離
だ
」
は
マ
ス
コ
ミ
が
世
論
を
リ
l
ド

特
車
本
部
長
と
し
て
ら
つ
腕
を
ふ
る

す
る
「
大
衆
情
報
社
会
」
の
恐
ろ
し
さ
い
、
特
殊
法
人
の
統
廃
合
や
規
制
緩
和

を
示
し
た
う
え
で
、
「
少
々
手
が
汚
れ
を
進
め
た
た
め
に
、
恨
み
を
持
っ
た
政

て
い
て
も
有
能
な
政
治
家
」
が
求
め
ら
治
家
ら
に
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
た
と
解

れ
る
こ
と
も
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
ま
説
し
て
い
ま
す
。

す
。
剛
腕
の
佐
藤
氏
が
辞
任
し
て
、
一
中
西
さ
ん
三
宅
氏
の
論
文
は
印
象

番
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
の
は
官
僚
的
で
す
ね
。
世
論
は
倫
理
倫
理
と
エ
モ

た
ち
だ
と
い
う
の
は
皮
肉
で
す

1
シ
ョ
ナ
ル
に
動
い
た
。
で
お
、
結
局
、

ね。

，利
継
を
享
受
し
て
い
る
族
議
員
た
ち

橋
爪
さ
ん
政
界
の
型
事
情
や
、
現
代
日
本
が
直
面
す
る
課
題
を
避

を
解
説
し
て
い
る
も
の
が
目
を
け
て
遡
ろ
う
と
す
る
政
治
家
が
と
れ
を

-引
き
ま
し
た
。
赤
坂
太
郎
氏
の
う
ま
く
利
用
し
た
。
冷
徹
に
政
治
を
見

「橋
本
政
権
『
終
わ
り
の
始
ま
る
と
、
佐
藤
氏
の
辞
任
以
降
、
行
箪
を

り』

」

(
文
筆
春
秋
)
は
「
佐
濁
そ
う
と
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
り
ま

藤
・
山
崎
セ
ッ
ト
論
」
(
佐
藤

氏
の
入
閣
へ
の
協
力
と
山
崎
箔

氏
の
政
調
会
長
続
投
を
ワ
ン
セ

ッ
ト
に
す
る
と
い
う
加
藤
紘
一

幹
事
長
と
中
曽
根
康
弘
氏
の
閣

の
取
引
。
背
祭
に
「
自
社
さ
派
」

(赤坂太郎)
=文軍事春秋

先がない橋本に量産題処理を押し付げた自民党執行部

無定見だったのは誰だ(三宅久之)
=This is 競売

一番胸をなでおろしたのは行革の危機を脱した官僚

-橋本政権「終わりの始まり」

-佐藤更迭

-バランス持続に失敗した橋本政権二期目(岩見隆夫)

自社さ派が党・内閣を制したととで対立は先鋭化更

し
た
。
倫
理
と
政
治
的
能
力
を
ど
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
る
の
か
と
い
う
の
は

政
治
の
永
遠
の
テ
l
マ
で
す
が
、
今
回

の
問
題
で
、
日
本
人
が
悩
ん
だ
形
跡
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。

山
下
さ
ん
佐
藤
氏
以
外
に
人
材
は

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?
手
の
汚
れ

た
人
に
頼
ら
な
い
と
行
革
は
ゃ
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
?

B

中
西
さ
ん
や
れ
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。
政
治
は
つ
ね
に
と
の
ジ
レ
ン
マ
の

中
の
営
み
な
ん
で
す
。
福
田
氏
が
言
う

よ
う
に
、
「
市
川
房
枝
さ
ん
」
に
政
権

を
任
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
三
宅
論
文
は
単
純
な
プ
ラ

グ
マ
テ
イ
ズ
ム
で
、
か
え
っ
て
危
険
で

す
。
共
同
体
と
し
て
の
意
識
な
し
に
い

き
な
り
功
型
主
義
に
訴
え
る
の
は
、
党

派
性
を
帯
び
た
議
論
に
も
な
る
し
、
安

易
な
ニ
者
沢
一
論
に
堕
し
て
し
ま
う
。

橋
爪
さ
ん
特
定
の
政
治
家
を
狙
い

撃
ち
に
す
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
危
険
を
痛
感

し
ま
し
た
。
だ
れ
で
も
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
の
種
ぐ
ら
い
あ
る
。
現

政
権
の
有
力
者
で
、
疑
惑
が
さ

さ
や
か
れ
な
か
っ
た
人
は
い
な

い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
う

わ
さ
が
し
り
す
ぼ
み
に
な
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
泊
が
注
が
れ
大

事
に
な
る
と
と
も
あ
る
。
劃
動

的
に
特
定
の
人
物
を
狙
い
盤
ち

に
で
き
る
。
と
れ
に
政
局
が
動

.r品位」を重んじない伝統 この国の政治もメ手J

アも(鳥越俊太郎) ー =論生
欲望抑制型社会であったゆえに希務になった「品位」か

さ
れ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
渦
中
に
あ
る
政
治
家
の
業
績

に
つ
い
て
も
公
平
に
報
道
し
て

ほ
し
い
と
思
う
。

山
下
さ
ん

鳥
越
俊
太
郎
氏

「
『
品
位
』
を
重
ん
じ
な
い
伝

統
乙
の
国
の
政
治
も
メ
デ
ィ

ア
も
」
(
論
座
)
で
、
某
大
新

聞
社
長
が
行
革
会
議
後
、
「
批

判
す
る
ヤ
ツ
に
は
、
筆
珠
を
加
え
て
や

る
!
」
と
言
っ
た
と
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
乙
れ
も
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方

と
い
う
も
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
文

で
し
た
。

中
西
さ
ん

福
田
氏
の
論
文
に
は
、

重
要
な
指
摘
が
二
つ
あ
る
と
思
う
。

ま
ず
、
戦
後
日
本
を
ト
ー
タ
ル
に
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、

1
9
7
0年

以
後
の
日
本
の
精
精
的
硬
直
を
指
摘
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
の
近
代
化
、
合
理
化
と
い
っ
た
課

題
も
こ
の
お
年
間
積
み
残
し
て
き
た
。

も
う
一
つ
は
、
倫
理
を
議
論
す
る
時
に

は
そ
ラ
リ
ズ
ム
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、

「
形
」
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
と

と
で
す
。
倫
理
と
は
何
か
。
そ
の
時
に

ど
う
い
う
人
物
像
を
考
え
る
の
か
。
社

会
の
価
値
観
を
姻
り
起
乙
す
論
述
で
し

た



1 1月20日 (木曜日)

⑤ 

予防・治療に求められる

(夕刊)聞

1997年 (平成9年)

⑤ 新日毎

「自己責任」

::.'1:.露:議選i.:l議! 
.ガン病棟目録(江園滋新潮45 11月号

8月に亡くなった筆者の壮絶な闘病記。連載第2回 “

山
下
さ
ん

母
も
義
姉
も
が
ん
で
亡

一

橋
爪
さ
ん
が
ん
の
諮
ら

く
し
た
の
で
、
切
実
な
テ
l
マ
で
す
。
れ
方
が
変
わ
っ
て
き
た
の
を

告
知
す
る
の
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
ば
ら
く
前
ま

闘
う
の
か
、
医
者
と
の
付
き
合
い
方
な
で
は
、
が
ん
と
い
う
の
は
不

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
と
思
い
治
の
病
で
、
か
か
る
の
は
ク

ま
す
。
も
っ
と
も
印
象
的
な
文
章
は
連
ジ
引
き
の
よ
う
な
も
の
だ
と

戦
中
の
江
国
滋
氏
「
ガ
ン
病
棟
目
録
」
考
え
ろ
れ
て
い
た
。
で
も
、

(
新
潮
必
)
で
し
た
。
俳
句
を
交
え
た
侵
近
は
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

リ
ア
ル
な
闘
病
記
で
、
が
ん
と
い
う
の
が
か
な
り
分
か
っ
て
き
て
、

は
甘
く
な
い
病
気
な
ん
だ
と
改
め
て
実
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
、

感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
が
ん
は
検
査
や
切
除
手
術
な
ど
で
早
、
中
期

治
療
が
患
者
に
と
っ
て
と
て
も
厳
し
く
な
ら
な
ん
と
か
克
服
で
き
る

つ
ら
い
病
気
で
す
ね
。
で
は
、
ど
う
い
ヶ
l
ス
が
増
え
て
き
た
。
橋

う
治
療
を
選
ぶ
の
か
、
と
れ
は
自
身
の
本
光
弘
氏
の
「
が
ん
予
防
の

死
生
観
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
自
分
で
~
た
め
の
日
常
生
活
の
工
夫
」
(
曹
は
、

選
ぶ
し
か
な
い
。
梅
原
猛
民

併
が
ん
も
ス
ト
レ
ス
や
食
習
慣
、
喫
煙
な

と
瀬
戸
内
寂
聴
氏
の
対
談

一
ど
が
引
き
起
ζ
す
「
生
活
習
慣
病
」
的

「
ガ
ン
か
ら
の
復
活
」
(
中

一
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
人
の
ラ
イ
フ

央
公
論
)
や
五
木
寛
之
氏
と

，
ス
タ
イ
ル
と
が
ん
の
発
生
が
か
な
り
結

竹
中
文
良
民
の
対
談
「
『
が

F

び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
ま

ん
の
時
代
』
を
生
き
る
」
な

e

す
。
が
ん
は
ク
ジ
引
き
と
い
う
よ
り
、

ど
を
収
録
し
た
「
潮
」
の
特
自
分
の
資
任
で
か
か
る
と
も
考
え
ら
れ

別
企
画
「
が
ん
と
の
対
話
」
る
し
、
か
か
っ
た
後
も
、
自
分
の
覚
悟

も
読
み
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
で
治
療
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
自
分
の

た
。
が
ん
は
痛
み
が
ひ
ど
く

時生
き
方
の
問
題
と
し
て
、
が
ん
を
考
え

て
、
身
内
が
見
て
い
ら
れ
な

一る
状
況
が
で
き
て
き
た
、
と
思
い
ま
し

い
ほ
ど
苦
し
み
ま
す
が
、
五

吻た。

木
氏
が

「
『

痛

み

』

を

と

る

中

西
さ
ん
瀬
戸
内
氏
と
の
対
談
で

乙
と
が
、
末
期
だ
M
U
で
な
/入
、

-
梅
原
氏
が
終
始
、
が
ん
に
な
っ
た
ζ
と

医
療
の
い
ち
ば
ん
の
目
的
」

で

、

と

れ

ま

で

や

り

た

く
て
も
社
会
の

一と
主
彊
し
て
い
る
の
に
共
感
し
が
ら
み
で
や
れ
な
か
っ
た
乙
と
を
や

し
ま
し
た
。

ガンからの復活(梅原猛、瀬戸内寂聴)
=中央公論

2度目のガ、ン体験で、人生の冬を痛感した(梅原〉

-対談

「がんの時代」を生きる(五木寛之、竹中文良)
=湖

がんを考えることは、社会の問題に通じる〈五木〉

-対談

ろ
う
、
「
社
会
的
義
務
は
果
た
し
た
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
本
当
に
樹
き
た
い
も

の
だ
貯
脅
と
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
自
分
は
今
、

何
を
し
な
げ
れ
ば
い
け
な
い
か
を
考
、
え

さ
せ
る
力
が
、
乙
の
病
気
に
は
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
と
今
の
日
本
で
健
康
ブ
ー

ム
が
異
常
に
大
き
い
。
こ
れ
は
ど
と
か

ら
来
る
か
と
い
う
と
、
今
世
紀
初
頭
の

イ
ギ
リ
ス
で
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
繁

栄
し
た
社
会
が
少
レ
衰
退
し
始
め
る
と

異
常
な
健
康
ブ
!
ム
が
起
き
る
の
で

す
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
を
見
る

と
、
薬
の
広
告
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
温

泉
ブ
l
ム
も
古
代
ロ
1
マ
と
共
通
し
て

い
ま
す
。
と
れ
は
文
明
史
の
観
点

か
ら
考
え
て
も
興
味
深
い
。
時
代

の
行
き
詰
ま
り
、
と
い
う
感
覚
が

ま
ん
え
ん
し
て
く
る
と
、
個
人
レ

ベ
ル
の
本
音
の
関
心
が
露
出
す
る

現
象
と
レ
て
普
遍
性
が
あ
る
。
各

雑
誌
を
見
て
も
全
体
と
し
て
、
が

ん
に
つ
い
て
非
常
に
細
か
い
各
論

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

デ
ィ
テ
ー
ル
に
目
を
向
け
る
わ
り

に
は
、
が
ん
を
克
服
す
る
可
能
性

な
ど
、
速
い
未
来
を
見
す
え
た
前

向
き
の
総
合
的
な
論
考
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
で
す
ね
。

+i近藤誠理論」を検証する(深見輝明潮
「がんと闘うな」をめぐる論争の経理、検証を試みる

-延命できればいいではないですか

=サンデー毎日11/23
抗か、ん剤の延命効果のデータ評価をめぐって議論に 白

橋
爪
さ
ん
近
藤
誠
氏
の
主
張

を
め
ぐ
っ
て
、
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」

と
「
週
刊
文
春
」
と
が
や
り
合
っ

て
い
ま
す
が
、
現
代
の
が
ん
治
療

が
か
な
り
の
部
分
で
無
駄
だ
と
い

う
の
が
近
藤
さ
ん
の
持
論
で
す
。

早
期
発
見
も
無
駄
、
手
術
も
無
駄
、

抗
が
ん
剤
は
効
か
な
い
。
と
の
思

い
切
っ
た
主
張
を
「
潮
」
で
深
見

輝
明
氏
が
検
証
し
て
い
ま
す
が
、

両
論
併
記
で
煮
え
切
ら
な
い
。
近

藤
氏
が
火
を
付
げ
て
下
さ
っ
た
の

は
と
て
も
い
い
こ
と
で
、
ま
す
ま

す
、
患
者
が
自
分
の
貨
任
で
治
療

法
を
選
ば
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
が
見
え
て
き
た
。

山
下
さ
ん
近
縁
氏
の
発
言
に

は
妥
当
な
部
分
と
言
い
墨
己
て
い
る
部

分
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
不
幸

に
し
て
が
ん
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
「
治

る
」
と
と
を
信
じ
て
前
向
き
に
治
療
を

受
け
る
姿
勢
を
愚
者
が
持
て
な
い
よ
う

で
は
、
や
り
き
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
健

康
ブ
l
ム
で
す
が
、
病
気
に
な
る
と
会

社
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
と
か
、
つ
ま
り
、

体
が
資
本
で
、
健
康
に
対
す
る
自
己
管

理
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
状
況

が
あ
る
と
一
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と

と
も
考
え
る
と
、
健
康
ブ
i
ム
の
背
景

に
は
深
刻
な
事
情
も
あ
る
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
の
で
す
が
。

1997年 (平成9年) 12月22日(月曜日)

毎日新聞 (夕刊)

山
下
さ
ん
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表

が
史
上
初
め
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出

場
す
る
と
と
が
決
ま
り
ま
レ
た
。
論
文

で
は
ま
ず
、
金
子
達
仁
氏
の
ヲ
平
歳

の
リ
ー
ダ
ー
『
中
田
英
寿
』
誕
生
の

夜
」
(
文
古
鵬
首
春
秋
)
や
「
カ
ズ
と
中

国
主
役
交
代
の
時
」
(
ア
エ
ラ
ロ

/
1
)
の
よ
う
に
、
三
浦
知
良
選
手

か
ら
中
回
選
手
へ
と
代
表
チ
1
ム
の

中
心
が
移
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の

に
目
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
特
に
、
中
田

選
手
の
独
特
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
マ

ス
コ
ミ
か
ら
生
意
気
だ
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
従
来
の

体
育
会
系
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
随
分
違

っ
た
選
手
で
す
。
国
家
の
た
め
に
戦

う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
に
戦

う
の
だ
と
言
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
。
そ

う
い
う
世
界
性
と
で
も
時
ベ
る

傾
向
は
、
野
球
の
野
茂
英
雄
投

手
と
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
中
国
選
手
は
イ
タ

リ
ア
で
の
プ
レ
ー
を
希
望
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
。
も
う
一
つ

印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
岡
田
監

督
『
孤
抽
出
な
戦
争
』
」
(
週
刊

文
春
辺
/
U
)
に
代
表
さ
れ
る

岡
田
監
督
論
で
す
ね
。
イ
ラ
ン

と
の
第
3
代
表
決
定
戦
で
、
も

う
だ
れ
が
見
て
も
、
早
く
選
手

交
代
し
な
い
と
、
と
思
っ
て
い

る
と
と
ろ
で
、
き
っ
ぱ
り
と
、

リーダー誕生のドラマ

-強くもなく弱くもない日本サッカー(石川好) “ 

=正論
根拠不確定なサッカー界は日本の急製造近代に似て

・韓国の留学生が見たW杯韓日決戦(権容爽)
=論陸

出場決定は「大和魂」でなく中田のクールな判断力

• iサッカ一日本代表か強が人生」の人々
=スパ12/1マ

会社を辞めた、転職した……サポーターたちの肖像

・二十歳のリーダー「中田英寿」誕生の夜(金子達仁)
=文書喜春秋

「カスヨミ代」に象徴されたイラン戦のドラマを再現

・人物交差点・岡田武史 =中央公論
「最も気の毒な部下」と呼ばれた監督の人心掌握術

大
物
選
手
を
降
ろ
し
て
、
城
選

手
と
呂
陥
須
選
手
を
入
れ
た
。

乙
の
選
手
起
用
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
は
、

権
威
と
か
首
の
実
績
に
頼
ら
な

い
選
手
起
用
に
、
政
治
な
ど
も

含
め
て
、
日
本
の
現
在
の
暗
い
雰
囲
気

を
吹
き
飛
ば
す
道
を
求
め
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
も
う
↑
っ
、
目
を
転
じ

る
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
男
女
と

も
、
世
界
選
手
権
に
出
場
す
る
と
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
サ
ッ
カ

ー
も
世
界
選
手
権
に
出
場
し
ま
す
。
若

い
世
代
の
男
女
が
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
水
準

ま
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
。
サ
ッ
カ
ー
の
フ
ィ

1
パ
i
を
相

対
化
す
る
意
味
で
、
と
れ
ら
に
も
注
目

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

橋
爪
さ
ん
読
ん
で
一
番
奇
妙
に
思

っ
た
の
は
「
『
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が

我
が
人
生
』
の
人
々
」
(
ス
パ
ロ
/
げ
)

で
す
。
い
い
大
人
が
大
枚
は
た
い
て
外

固
ま
で
応
援
に
行
っ
た
り
、
会
場
の
周

辺
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
何
回
も
前
か

ら
試
合
を
待
つ
。
中
に
は
会
社
を
辞
め

る
人
も
い
る
。
そ
し
て
全
身
全
霊
を
上

げ
て
応
援
す
る
。
動
機
を
聞
く
と
、
感

動
す
る
と
か
、
サ
ボ
1
タ
l
の
頑
張
り

で
試
合
を
左
右
で
き
る
と
か
言
う
わ
り

で
す
。
私
は
、
こ
こ
に
大
変
な
成
刷
用
を

感
じ
る
。

つ
ま
り
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
中
年
紳
士
が
い
っ
た
ん
サ
ッ
カ

こ
と
に
ほ
と
ん
ど
関
心
が
持
て
な
い
わ

1
場
に
入
る
と
叫
び
、
足
を
踏

け
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
本
来
、
数
あ
る
み
鳴
ら
し
、
最
後
に
は
感
動
の

事
柄
の
一

つ
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
そ
れ

涙
を
流
す
。

こ
う
い
う
ス
ポ
ー

を
は
る
か
に
超
え
て
、
人
々
の
心
の
空
ツ
が
あ
る
ん
だ
と
驚
い
た
記
憶

自
に
入
り
込
み
、
満
た
し
て
い
る
。
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
不
況
の

中
西
さ
ん
私
が
一
番
問
象
的
だ
っ
中
で
、
サ
ボ
1
タ
ー
が
ど
ん
ど

た
の
は
「
人
物
交
差
点
・
岡
田
武
史
」
ん
フ
l
リ
ガ
ン
に
化
し
て
い
っ
た
。
人

(
中
央
公
論
)
で
し
た
。
我
々
日
本
人
々
は
興
奮
し
た
い
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
見

は
、
岡
田
監
督
と
い
う
一
人
の
リ
I
ダ
に
「
ヲ
¥
の
で
、
ぞ
れ
に
す
べ
て
身
を
ゆ

ー
が
育
っ
て
い
く
と
と
ろ
を
現
在
進
行
だ
ね
て
し
ま
う
怖
さ
が
あ
る
。

w杯
か

形
で
見
た
わ
り
で
す
ね
。
急
場
し
の
ぎ
ら
戦
争
に
ま
で
発
展
し
た
例
も
過
去
に

の
よ
つ
な
形
で
起
用
さ
れ
、
孤
抽
出
を
か
あ
る
く
ら
い
で
、
乙
れ
は
ち
ょ
っ
と
我

み
し
め
な
が
ち
、
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
。
々
、
冷
静
さ
も
持
っ
た
方
が
い
い
。

す
る
と
、
と
の
よ
う
な
形
で
国
の
リ
1

山
下
さ
ん
サ
ッ
カ
ー
は
、
見
て
楽

ダ
ー
だ
っ
て
生
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。
臨
場
感
や
一

か
、
企
業
だ
っ
て
、
大
学
だ
っ
て
、
と
体
感
な
ど
、
ロ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
の
よ
う

考
え
て
し
ま
つ
わ
げ
で
す
ね
。
一
方
、
な
感
覚
が
あ
る
の
も
確
か
で
す
。

石
川
好
氏
の
「
強
く
も
な
く
弱
中
西
さ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
街
が

く
も
な
い
日
本
サ
ッ
カ
ーに
程
火
の
海
に
な
っ
た
り
、
民
家
が
略
奪
さ

論
)
は
石
川
氏
ら
し
い
諮
諮
れ
た
り
し
て
い
る
。

が
き
い
た
論
文
で
す
。
日
本
チ
橋
爪
さ
ん

2
0
0
2年
の
W
杯
日

1
ム
は
ど
こ
に
核
が
あ
る
の
韓
共
同
開
催
を
控
え
、
乙
の
あ
た
り
の

か
、
果
た
し
て
強
い
の
か
弱
い
問
題
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
乙
れ
は
、
中
西
さ
ん
で
も
、
官
製
サ
ボ
l
夕

日
本
と
い
う
国
そ
の
も
の
の
姿

1
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
し
、
上
か
ら
の

で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
管
理
と
い
う
の
は
ζ
れ
か
ら
の
日
本
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。
応
援
に
つ
考
え
て
も
そ
ぐ
わ
な
い
。
サ
ボ
l
タ
1

い
て
は
、
私
は
初
年
前
に
見
た
の
中
か
ら
自
発
的
に
声
を
組
織
化
す
る

英
国
の
サ
ボ
1
タ
ー
た
ち
の
興

動
き
が
出
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
若

習
し
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。
い
層
の
自
己
決
定
能
力
、
自
己
管
理
能

力
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。


